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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「この国に、ミスター・ジョーカーという道どう化け師しがいます。」と、王女が言いました。

「その人はいつも、頭でさかだちしようとするもんだから、からだのあちこちがこわれてしまい、修しゆう理りしたあとだらけなの。それで、とてもみにくくなってしまったんです。あら、ミスター・ジョーカーがこっちに来るわ。ごらんになってみて。」


（『オズの魔法使い』フランク・ボーム　　幾島幸子 訳　岩波少年文庫　二〇〇三年）
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　その現象が午前零れい時じジャストに観測された事について、各国の有識者たちは様々な仮説を提唱している。




　いわく──彼らの起こす現象は、彼らの生活様式を見れば判わかるように、我々の世界で言う呪じゆ術じゆつに近いものであり、発効の時刻が大きな意味を持っていると思われる。当日が満月であったことも関係するのではないか。

　またいわく──彼らは十六そろ門もん市しが建造中の未来型都市試作モデルであることを知っており、工事関係者の大半が退去する夜間を選んでやって来たのだ。してみると、あらかじめこちらの状じよう況きようを把は握あくする手段も持っていたのだろう。

　またいわく──わたしは彼らの説明を信用する気にはならない。我々が存在している「ここ」とは違ちがう、しかも同等の宇宙が存在するというのも信じかねるし、「そこ」に我々と酷こく似じする形態を持った知的生命体が発生しているなど、偶ぐう然ぜんの一いつ致ちと言うには行き過ぎている。

　右に添そわっていわく──まして数十キロもある都とその周辺の空間を丸ごと転移させるような技術と莫ばく大だいなエネルギーを有している文明が、滅ほろびに瀕ひんして別の世界に逃にげてくるなどということがあるだろうか。

　──かように、そもそもかの現象が本当に起こったのか、懐かい疑ぎ的な見解も数多い。だが、それらの意見の全すべては、ただ一個の指し摘てきによって尖せん端たんを挫くじかれることとなる。

　いわく──現に彼らは、そこにいるではないか。




　国家特別指定都市なる新設の称しよう号ごうを与あたえられた十六門市は、過か疎そによって無人となった＊＊県の山中に次世代型都市の実験モデルとして建造中の都市だった。

　緑と住居が計算ずくの混こん沌とんさで配置された居住区。高速無音カーゴのターミナル駅周辺に築かれた商業区。オフィスや官庁の高層ビルが連なる行政区。そしてそれらを一望に収める、どこか城門を思わせる双そう塔とう形の市庁舎。

　建材自体を通信媒ばい介かいにすることによる情報力の全戸完全均一化と、絶対的な対災害性の二本柱を志向したその都市は、産業と住民の誘ゆう致ちも進み、仮竣しゆん工こうの段階に入ろうとしていた。

　だが、その夜、午前零時。

　十六門は一いつ瞬しゆんにして、その姿を異境へと変えていた。

　当初、衛星の捉とらえた映像は機器の故障を疑われた。本当に一瞬で十六門市周辺の様相が一変したからだ。その変化には、過程というものがなかった。

　──距きよ離りを置くと巨きよ大だいな苔こけのように見える、異様な密度の樹林が都市の外がい縁えんを囲んでいた。その森の範はん囲い内に薄うすい、しかしきめ細かな霧きりが満ちていた。不規則な石いし畳だたみが舗ほ装そう道路とモザイクのようになって浮うかび上がっていた。

　そして、市庁舎の双塔。片側の下部が台形の城じよう塞さいへと変へん貌ぼうした結果、片塔は滑かつ落らくに似にてゆっくりと崩くずれ落ち、瓦が礫れきと粉ふん塵じんをまき散らして──それさえも地表をたゆたう霧の中へ消えた。




　その日、市庁舎には数十人の開発関係者が視察に訪おとずれていた。被ひ害がい者しやが一人も出なかったのは偶然なのか、はたまた一部の人間が指摘した通り、彼らに我らをのぞき見る技術があったのか。それは今もって不明だったが。

　ともかくも、十六門の市長代理を任じられていた人物は、西せい欧おう風の古めかしい僧そう衣いに身を包んだ一団に導かれて城塞の最さい奥おう、謁えつ見けんの間へと招き入れられた。

　そこには死にかけた女がいた。

　市長代理は息を吞のんだ。女の全身に、血管とは全く違ったパターンの線が浮かんでいたからだ。刺青いれずみではない。プリント基板を思わせる無機質な幾き何か学がく模様で肌はだを冒おかす、光の線。

　異物。玉座の異物。

　その奇き怪かいな女は、深しん紅くの玉座に身を沈しずめて、幼い少女の手を取っていた。その姿は今にも泣き出しそうな少女を慰なぐさめているようにも、逃げることを許さず捕とらえているようにも見えた。

　玉座に在る彼女は、つまり王だった。

　王の言葉は、市長代理の知らない言語だったが、なぜか意味を取れた。頭の内側から染み出すように理解が広がったという。

「我々はメヘン。滅び行く世界から国土ごと逃のがれてきた、漂ひよう流りゆう国家です」







　──それから、九年の時が流れた。







　秋迫せまる夕日は足早に暮れ、赤あか紫むらさきの空に星々がぼんやりとにじんでいる。

　勇者の手には汗あせが浮かんでいた。いつもの癖くせのまま服でぬぐおうとして、ぎくりと手を止める。この装束に汗のシミを付けるわけにはいかない。

「……大だい丈じよう夫ぶか？　落ち着いていこう」

　声をかけタオルを渡わたしてくれたのは、勇者よりいくらか年上の少年だ。この世界の年の数え方で言えば一七、八歳というところだろう。

　勇者はタオルを受け取り、ふわりと白いその布地に顔を埋うずめた。

「落ち着けないよ、こんなの……」

　タオルの隙すき間まから、見やる。固形燃料の松明たいまつに焙あぶり照らされた屋上に、満場の「観客」が詰つめ寄せていた。地を這はうような唸うなり声が、露ろ出しゆつの多い衣装に絡からみ付くようで肌がざわめく。

「気持ちは解わかるけど、これの成否でこの王国の未来が決まるかも知れないんだ。

　──四人とも、正念場だぞ」

　勇者は顔を上げ、自分の横に並んだ三人の仲間の顔に目を歩かせた。

　エルフ、ドワーフ、日本人。メヘンの最多人口種族であるメヘナスの勇者も含ふくめ、今の十六門市メヘン国に住む主要種族から一人ずつ選ばれた、救国の四人パーティ。

　彼女らが覚かく悟ごを決めてうなずいたのを見届けて。

　少年が、舞ぶ台たい袖そでに下がりながらバックバンドにハンドサインを送る。

「さぁ、『お客さん』がステージに上がってくる前に始めよう──」

　少年の言葉に応じて松明が赫あかさを増したように見えたのは錯さつ覚かくだろうか。華はなやかなステージ衣装をまとった勇者は、最初の一歩を踏ふみ出した。

　少年の言葉に、まだまだ小さな背中を押されながら。

「レフュジー・キングダムのファーストライブだ！」




　ステージ上が《閃せん光こう》の精せい霊れい術じゆつでライトアップされ、全ての始まりを告げるギターの音色がショッピングモールの屋上に燃え上がった──




　　　　◇




　──滅めつ亡ぼうを目前にした異世界から、王都周辺の大地ごと転移してきたという漂レフユ流ジー・王キング国ダムメヘン。

　現代日本とは全く異なる文明を持つかの国では、歴代の女王が世の闇やみを攘はらい国を救う英えい雄ゆうを選び出し、育て上げる儀ぎ式しきがあるという。

　女王に英雄となる資質を認められた若者を、人は勇者と呼んだ。

　さて。

　その勇者が、何なに故ゆえに開店直後のショッピングモールでライブステージに挑いどんでいるのか。

　そこに至る物語は、異境と化した十六門市を訪れた一人の少年が、不味まずいラーメン屋でカッコイイ少女に出会うことから始まる──
















　予想していたのとは全く違ちがう感かん触しよくだった。

　寒くもないのに一面が霧に包まれていると言うから、伝え聞くロンドンの濃のう霧むのように煙けむりに巻かれるのと変わらない状態なのかと身構えていたのだが、実際は全くの透とう明めいに近い。

　ただ、長ちよう距きよ離りバスから降りて初めて市内の空気に触ふれた途と端たん、存在は感じた。全く重みのない上質な絹に触れたような感触だ。それがメヘンを包む「霧」。転移直後の九年前は数歩先も覚おぼ束つかない有り様だったそうだが、今では環かん境きように適応して不可視の存在になっていた。

　メヘンの人々は、この霧を「精霊」と呼んでいる。

　──という解説を確かく認にんして、鵐しとど目め翌あくるはガイドブックから顔を上げた。

　もうじき一八歳になるにしてはやや幼い印象の少年だ。日本人としては背の高い方だろう。見たところメヘンの人々もそう長身ではないようなので、商業区の雑ざつ踏とうの中でも埋まい没ぼつはしない。それでも特別目立たないのは、道行く人々の異相ばかりでなく、本人の持つどこかのんびりした雰ふん囲い気きのせいだった。

「へぇ……」

　と、見上げれば、大通りの左右に建った高層ビルの間をつなぐアーチが真昼の陽光を透すかして複雑に煌きらめいている。ビルに付着した精霊が、九年の間にゆっくり結けつ晶しよう化して巨きよ大だいなオブジェを成したのだという。

　空の彼方かなたを過よぎった影かげは、メヘンの鳥か何かだろうか。

　アーチの向こうに広がる十六門市の商業区。洗練された先せん端たん都市と、中世西せい欧おうを思わせる古風な町並みがでたらめに融ゆう合ごうしたアンバランスな空間が、彼方に見える市庁舎まで続いている。

　間の抜ぬけた声を出したきり、立ちん坊ぼうで「国内の外国」の偉い容ように見入る少年。その傍かたわらを大型タイヤの４ＷＤ車が通り抜ける。続いて馬に似た、しかし鼻はな面づらの代わりにくちばしが、蹄ひづめの代わりに爪つめの付いた生き物がチャカチャカと金属質の音を立てて駆かけていく。

　いまだ道路の整地が不完全な市内を移動するには、通常の車両は向いていない。翌たちの乗ってきた長距離バスも、進入できるのは市の外がい縁えんまでだ。

　そんな状態でも歩行者は歩道に固まっているあたりは、いかにも日本の町ではあった。

「見ろよ、普ふ通つうの馬に乗ってる人もいる。あれは日本人かな？」

「道に立ってたら通行の邪じや魔まだよ、翌」

　初心者丸出しできょろきょろしている翌を冷静にたしなめたのは、ちょこなんと背後に立つ少女だった。翌よりはいくらか年下だが、しかし翌よりも格段に落ち着いて見える。

　それはセミロングの髪かみを一糸の乱れなくセットしているせいかも知れないし、私服だというのに首元まできゅっと締しめたネクタイのせいかも知れない。

「わたしも観光はしたいけど、まずは市庁舎に行くんでしょ」

　溜ため息いき混じりに翌を睨にらみ上げる姿が堂に入っている。

　不本意ながら翌の妹として過ごしてきた一四年の来歴を示す仕草だ。

「解ってるよ、朝あさ霞か。でもほら」

　翌は不ふ機き嫌げんな妹をまぁまぁとなだめ、ふいと彼女の手を取ってその手首をのぞき込んだ。

「約束の時間まで、まだだいぶあるし」

　鵐目朝霞の手首には銀加工の腕うで時ど計けいが巻き付いている。シール同然の薄うす型がたウェアラブル・デバイスが当たり前になっている昨今、腕うでに巻き付ける旧来型の腕時計はファッションの領域だ。

「自分の時計見てよ……」

　出し抜けに手を持ち上げられて、朝霞は顔をしかめて抗こう議ぎした。身長差があるので何か遊ばれている気分になる。

「俺、スマホしか持ってないし、ここ電波入らないっていうからバッグに入れっ放しなんだよ……あれ？　時差とかはないんだよな」

「だと思うっ……よ！」
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　ふんぬっ！　と、身勝手な兄から自分の手を取り返し、朝霞は埒らちが明かないとばかり歩き出した。

「お母さんから電話かかってくるの、いつも夜じゃん」

　置いていかれた兄も妹を追う。第一歩の呼気といっしょに、気き遣づかわしげな声が出た。

「……お前、まだ母さん苦手なのか？」

「別に……翌ほどマザコンじゃないだけ」

「誰だれがマザコ──あっ！　見ろよ朝霞、エルフの人がいるぞ！　本物だ！」

　翌に肩かたを叩たたかれ、少し神しん妙みような顔になっていた朝霞は苛いら立だたしげに振ふり返った。

「だからそういうのやめてよっ、恥はずかしいな！

　いい？　ここじゃそんなのは当然っ──」

　言いかけて、言葉を切る。実際に、透とう明めい感かんのある金きん髪ぱつからのぞく尖とがった耳を持つ長身瘦そう軀くの異い邦ほう人じんがすぐ隣となりを歩き去るのを見て、歴戦の小言も呆あつ気けに負けた。

「あたりまえ……なん、だから……」

　何より驚おどろいたのは、想像上の存在だと思っていたその種族が実在していたことではなく、そのエルフがフード付きのウインドブレーカーを羽織ってバナナクレープをかじっていたことだったかも知れない。




　未来都市、異世界、奇き観かん、来訪者まれびと。

　大小無数にそびえ歩む、存在の圧。奔ほん流りゆうに吞のみ込まれながらも、翌と朝霞は目的地を見失いはしなかった。なぜなら、大通りの彼方、突つき当たりに見えていたからだ。双そう塔とうの片方が崩くずれ落ち、ｈの鏡文字のようなシルエットになった市庁舎にして王城が。

　兄きよう妹だいは、あの異形の城で働く母に会いに来た。




「さて……確かに観光してるほどの時間はないし、昼飯でも食って時間潰つぶすか」

　再び先に立った翌の提案に、朝霞は何も答えなかった。つまり異議なしということだ。

「なんか面おも白しろそうな店は──」

　商業区の目め抜ぬき通りだ。見回せば、屋台からそこそこ高級そうなレストランまで、様々な飲食店が散在している。店構え自体はメヘンと融合する前の物がほとんどなので日本の繁はん華か街がいと大差ないが、大半の店の看板に日本語と見覚えのない文字が併へい記きしてある。

　せっかくだからメヘン料理を食べてみたい気もするが、ガイドブックによるとメヘン人と日本人の味覚は微び妙みようにずれているらしいので、いきなりよく解わからない料理を食べるのは二の足を踏ふむ。

　そんな中、翌は手て頃ごろな折せつ衷ちゆう案を見つけて足を止めた。

「おっ……ここにしようぜ。『ドワーフのラーメン屋』だって」

「ええっ？　メヘンまで来てラーメン食べるの？　どこでも食べられるじゃん」

「だからだよ。どの辺が違うのか判わかり易やすいだろ？

　それに、なんか旨うまそうじゃないか。『ガンコなこい味　開店からつぎたしたスープの味』だってさ」

　入り口に立て掛かけられた看板に金かな釘くぎ流りゆうで書かれた文句を読み上げてみるが、朝霞はやはり乗り気でないようだった。

「ドワーフって確か、背が低くてスゴい力持ちの人たちだよね。エルフの人と違って、通りでは一人も見なかったけど」

「ああ。ガイドブックによれば地下や洞どう窟くつに住んでた人たちだっていうから、あんまり外に出てこないのかもな。メヘンのドワーフは、みんな優ゆう秀しゆうな鍛冶かじ屋やなんだ」

「みんな？　農業とかやってる人いないの？」

「さあ？　でも、武器を作る鍛冶師は花形職業だったんだってさ。手先が器用ってことだから、きっと料理も上手うまいんじゃないかな」

「そうかなー……？」

　朝霞は疑わしげにガラス戸をのぞき込んだ。

「お昼だっていうのにお客さん少ないみたいだし」

「何人かは入ってるだろ。穴場ってやつかも知れないぞ」

　朝霞は左右の拳こぶしを腰こしに当てて溜息を吐ついた。

「またそーいう……男子はマイノリティに幻げん想そう持って」

「幻想を消費して、人は成長していくんじゃなかろうか」

　我ながら適当なことを言いながら、翌はスイングドアを押し開けた。朝霞は、本気で嫌いやなら嫌と言う子だ。

「大だい丈じよう夫ぶだって朝霞。きっと──」




「不味まずい」




　薄うす暗ぐらく、薄うす汚よごれて、どこもかしこもべたついた店内。凍こおり付いたのは、入ったばかりの鵐目兄妹だけではなかった。

　数少ない客──猪い首くびがスーツのカラーを押し上げる大おお柄がらなサラリーマンと、その同どう僚りようらしい若い青年も固まっている。たぶん二人とも日本人だろう。

　さらに、小さな帽ぼう子しと前まえ掛かけをかけた店員も身をすくませていた。こちらは褐かつ色しよくの肌はだと短身が特とく徴ちようの人種、ドワーフのようだ。

　店内で動きを止めていないのは、たったの二人。

「……おうおう、驚いたな。これがニッポンのくれーまーって奴やつか。暖の簾れん分わけの時に親方から聞かされちゃあいたが、初めて見るぜ」

　こめかみに浮ういた血管をひくつかせながら、カウンター越ごしに相手を見下ろしているのは、岩のような顎あごがその人生の荒あらさを示すかのような壮そう年ねんのドワーフだ。風ふう体ていからして店主なのだろう。ドワーフにしては上背があり、つまり威い圧あつ感かんが凄すさまじい。

「くれーまー？　ボクはただ、このラーメンが不味かったから不味いって言っただけだよ」

　血走った視線に平然と対するのは、野球帽ぼうを目ま深ぶかに被かぶった少年だった。伸のびやかな体付きに、革かわジャンとショートパンツというラフな格好が似合っている。

　だが、青みがかった髪の色からして、彼は日本人ではないだろう。地球人に酷こく似じした身体的特徴を持つメヘンの最大人口種族メヘナスだ。狭きよう義ぎのメヘン人と言えば、彼らメヘナスを指す。

　少年は店主の剣けん幕まくにも怯ひるまず、空っぽのドンブリに指を向けた。

「見てよ、ドンブリの底に目で見えるくらい脂あぶらがへばりついてる。濃こい味ってったって限度があるだろ。これじゃ、油っぽいスープですらなくて、スープっぽい油だよ」

　鈍にぶい音は、店主がカウンターへ手を置いた音だった。それだけで、強化合板のテーブルがみしりときしむ。ガイドブックにあった通り大した剛ごう力りきだ。

「それがウチのラーメンの持ち味なんだよ……！　居住区で店を構えてるニッポンの親方の下もとで修しゆ業ぎようして、見覚えた通りに作ってんだ！」

　岩いわ棚だなのように身を乗り出す店主に対たい抗こうして少年も立ち上がった。真っ正面から言い返す。

「それがダメだっ言つってんの！　ここの店、ニッポンの豚ぶたの代わりにピゴロ使ってるだろ。味や肉質は似てても脂の質が全然違ちがうんだから、代用品にはならないよっ」

　ようやく硬こう直ちよくの解けた朝霞に「ピゴロって何？」と訊きかれたが、翌にもよく判らない。察するに、豚肉より安価で手に入るメヘンの食用家か畜ちくのようだが。

　その予想は恐おそらく正しいのだろう。指し摘てきに、店主はぐっと言葉に詰つまったようだった。その隙すきに、少年はなおも言い募つのる。

「そうやってニッポンのカタチだけ真似まねしようとするからおかしなことになるんだ。ボクらはもっと、学んだことを──」

　だが、正しいからこそ聞くに堪たえないこともある。

「このッ──てめぇみたいな小こ僧ぞうに、何が解るってんだ!?」

（やばい！）

　ついに店主の手が出そうになり、仲ちゆう裁さいに入ろうと翌が駆け出す。

　だが、店主の丸太のような腕が少年に打ち込まれる寸前──




　店が吹ふっ飛んだ。




　正確には、天てん井じようが強ごう引いんに引き裂さかれ、崩れ落ち、そこから巨きよ大だいな影かげが突っ込んできた。

　瞬しゆん間かん的に膨ふくれ上がった轟ごう音おんに耳が痺しびれ、巨大な生物の存在感マツスが闖ちん入にゆうしたことで空間が歪ゆがみ時間が引き延ばされて目眩めまいを引き起こす。

　衝しよう撃げきの瞬間、翌は咄とつ嗟さに方向転てん換かんして朝霞に覆おおい被かぶさった。

　視界の端で椅い子すが転がり、机が砕くだけ散り、ドンブリが宙を舞まう──黒ずんだスープを撒まき散らしていた──。店内の他ほかの者は兄妹同様に伏ふせているのか、どうなっているのか判らない……

　一向に瓦が礫れきの落ちて来ないのが不思議ではあったが、突っ込んできた角度の関係で店の奥の方へ飛んでいったようだった。

　──やがて店を揺ゆるがす衝撃と残ざん響きようの波が引き、翌はゆっくりと顔を上げた。頭の上に積もっていた塵ちりと小さな破片が、ぱらぱらとこぼれ落ちる。

　真っ先に無事を確かめた朝霞は、翌の体の下で震ふるえているが怪け我がはないようだった。安あん堵どに頰ほおが緩ゆるむ。

　そして、朝霞の背をさすりながら店内の様子を見回して──目が合った。

　サッカーボールほどもある、黒目が九割を占しめるような、眼球。それに見合う巨大な頭部はサイズを度外視すればトカゲのそれに似ていた。頭とつながった体も、びっしり生えた鱗うろこが甲かつ冑ちゆうのように見えてはいたが、トカゲに相そう似じしているように見える。ただ、前足の代わりに鉤かぎ爪づめの付いた翼つばさが生えていた。

「……ド、ドラゴン？　マジか!?」

　ファンタジーの代表選手との御ご対面だが、まさかラーメン屋で出会うとは思わなかった。感動や恐きよう怖ふよりも、何か落らく胆たんのようなものを覚える。

「え？　ドラゴン？」

　怯おびえきっていたはずの朝霞が、ひょいと上げた顔を輝かがやかせた。朝霞はモンスターや妖よう怪かいを集めるタイプのゲームの愛好家なのだ。しかし子供らしいところを見せた瞳ひとみの輝きはすぐに曇くもった。

「……思ったよりグロい」

「そりゃそうだ」

　どんな美女だろうと愛らしい小動物だろうと、虫眼鏡で見れば気味が悪いものだ。こんな巨大な生命体を間近で見れば幻想もへったくれもない。単にぬらぬらと不気味なナマモノだった。

「おい君たち、早く逃にげた方がいいぞ。目を回してるようだが、まだ生きてる」

　この忠告は、やはり無事だったサラリーマン風の客の一人からだ。自分も店の外に避ひ難なんしている。

　見ると店員たちも、頭でも打ったのか気絶している店長を担かついで逃げようとしていた。

「……こういうの、よく落ちてくるんですか？」

「こんなにでかいのは久しぶりかなぁ。普ふ段だんは山奥から出て来ないけど、ドラゴン同士で喧けん嘩かしたりすると、町中に落ちてくることもあるんだ」

「「へぇ～……」」

　日本人の客が慣れた様子で落ち着いているので、翌も朝霞も混乱から立ち直りつつあった。そこまであわてる事態ではないらしい。

　落ち着いて。

　だから、気付いてしまった。

　──店内にいた中で、一人だけ姿の見えない者がいる。

「さっきの子は……？」

　店主とやり合ってた少年の姿が見当たらない。

「まさか瓦礫に埋うもれてるんじゃ……朝霞、先に出ててくれ」

「えっ？　なに？　捜さがす気なの？」

「放っとけないだろ。ドラゴンも動いてないし、今の内に見つけないと」

　朝霞の頭を撫なでて押し出すと、物もの凄すごい目で睨にらみ付けられたが指示には従ってくれた。

「そういうヒーローごっこ、そのうち死んじゃうよ！」

　ごっこくらいさせてくれよ、という軽口は、朝霞の声が震えているのに気付いたから言えなかった。




　例の少年はしかし、朝霞が店外へ避難してすぐに見つかった。

　瓦礫で陰かげになっていた厨ちゆう房ぼうの方から、よたよたと姿を現したのだ。瓦礫に埋もれているのではないかという不安は杞き憂ゆうに終わったが、同時に、翌はもう一つ勘かん違ちがいをしていたことを悟さとった。

「女の子……？」

「ん？　君、何やってんの？」

　きょとんとこちらを見返してくる相手は、野球帽をどこかへやって顔をさらしていた。ふわりと眉まゆにかかる前まえ髪がみからのぞく瞳の光が無む垢くに強い。正面から見たこともあり、その顔立ちの柔やわらかさや体格から間ま違ちがいなく女性だと断定できた。

　しかし、それは別に不思議なことではない。単に翌がボーイッシュな少女を少年だと誤ご認にんしたに過ぎない。驚おどろいたのは、彼女の行動だ。

　自分の身長の半分ほどもある寸ずん胴どう鍋なべを抱かかえていた。もうもうと湯気を立てるスープが入った鍋をだ。当たり前だがこの店のラーメンのスープだろう。

　重さはもちろん、相当に熱いはずだ。ジャンパーの袖そでで取っ手を包みながら運んでいるが、服の中は火傷やけどしているかも知れない。

　一いつ瞬しゆんならず絶句した後、翌は思わず、朝霞を叱しかる時の声を出した。

「君こそ何やってんだ!?」

　頭ごなしに怒ど鳴なられて、少女は眉を険しくした。

「見て解わかンない？　このままじゃいつ店が崩くずれるか知れないから、スープを運び出してるんだよ」

「そんなの放ほっといて早く逃げなきゃ！」

「そんなのじゃない！」

　言い返す少女の声は、翌よりもずっと、強い。

　土ぼこりで薄汚れた面おも輪わが閃せん光こうのように翌の目を打った。

「どんなに不味かろうが、このスープはあのおっちゃんの『九年』だ！　ぽいぽい捨てていいもんじゃない！」

「っ…………！」

　──翌は、ようやく理解した。

　メヘンのドワーフ族は、己おのれの一族が持つ鍛冶かじの技術に強い誇ほこりを持っている。

　永らく怪かい物ぶつとの戦争が続いた世界において、高性能な武器の作製は人間の生存に必要不可欠な営えい為いであった。鉄器の供給が文明的な生活を支え進歩させてきたともいう。

　それは尊敬すべき職であった──と、ガイドブックには書いてあった。

　そんな予備知識がありながら、そのドワーフがなんでラーメン屋を営んでいるのか、翌は考えてみもしなかった。

　このおおむね平和な世界では武器の需じゆ要ようは大きく減少し、日用品は市外から機械生産された量産品が安価で大量に入ってくる。精せい霊れい術じゆつなる不思議な技わざを使うというエルフと違って、物作りに特化したドワーフの技能は機械で代だい替たい可能なものばかりだった。

　ガイドブックの中にだけ残っているドワーフ族の誇りは、異世界への転移とともにその存在意義を失っていたのだ。

　そんな喪そう失しつの中からラーメン屋を構えるまでになったあの店主に、どんな紆う余よ曲きよく折せつがあったのか、翌には想像も出来ない。

　だが、この少女は確かに知っているのだ。メヘン人がこの世界に流れ着き、生き抜ぬいてきた「九年」の意味を。

　だからと言って、自分で不味まずいと言い切って喧嘩になりかけていたスープを運び出すのに体を張るというのは、やはり尋じん常じようなことではない。店員でさえ戻もどってくる気配はないのだ。

　それなのに、この少女は。




（かっ……）

　翌は思った。

　これは、勇気だ。

　朝霞が言ったようなごっこではない、ヒーローの姿だ！

（かっけー！　この子、最高にカッコイイ！）
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　そう思ったから。

　目を覚ましたドラゴンが身じろぎとともに振ふるった鉤爪から少女をかばって、深々と腹を裂さかれた。




　　　　◇




　ヒーローは、孤こ独どくだ。

　群を抜く戦せん闘とう力や神しん謀ぼう鬼算は、強きを挫くじき弱きを助ける権能を個人に与あたえる代わりに、敵から憎にくまれ社会から警けい戒かいされ、周囲の人間を危険にさらしてしまうことになる。それでなくても、力に伴ともなう責任は彼らから自由な時間を奪うばい、家族や恋こい人びととの生活に断絶を生む。

　翌が子供の頃ころから見てきたテレビや映画、漫まん画がのヒーローはほとんどがそんなジレンマを抱えていた。逆にそういう描びよう写しやがない作品を見ると、この幸せそうなヒーローがいつか周りの人を傷付けられて、あるいは自分で傷付けてしまって絶望するんじゃないかと、不安になった。

　ヒーローは、孤独だ。

　だから翌は、いつかヒーローに出会ったら、そばにいて助けられる存在になりたいと思うようになっていった。それでいて、同時に、映画のようなスーパーヒーローは現実の世界には存在しえないという道理も理解するようになっていた。矛む盾じゆんではある。

　それで未練がましく困ってる人を見るなり世話を焼く、ヒーローでもなんでもないお節せつ介かいになったんだよ──とは冷静なような憤いきどおっているような朝霞の弁だったが。

（朝霞……そうだ、朝霞。どうしたかな？）

　冷え切っていた体の芯しんに温ぬくもりが灯ともる。すると、ラーメン屋から逃がした妹のことが心配になってきた。しっかりしているようで人見知りなところもある子だ。見知らぬ土地に一人で投げ出されたらさぞかし不安だろう。

　早く迎むかえに行ってやらないと……

　そう思うと、自分が目を閉じていることに気付いた。まぶたが重い。眉に水すい滴てきを感じる。

　意志の力を総動員して目を開ける。不思議なことだが、目を開けて真っ先に感じたのは光ではなく匂においだった。何かハーブのような、爽さわやかで少し甘い匂いだ。

　それからようやく、目が光を捉とらえた。だが、視界の情報は大して増えない。真っ暗くら闇やみが真っ白に変わっただけだった。

　間もなく、この白が霧きり……いや、湯気だと気付く。自分の体が湯に浸つかっていることを認識したことで思考がつながった。

「──温泉？」

　十六門市は元から地下水の豊富な土地だったが、メヘンと融ゆう合ごうしたことでミスリル鉱泉なる様々な効能のある温泉が湧わくようになった。国内にもかかわらず来訪にパスポートや身上書が必要なメヘンにそれでも観光客が絶えないのは、その温泉を求めてのことだという。

　湯気にまぎれて燐りん光こうのようなものが立ち上っていることもメヘンの温泉の特とく徴ちようだ。しかしなぜ、ラーメン屋以降記き憶おくのない自分が温泉に入っているのだろう。意識が途と切ぎれる直前に体を切り裂かれた覚えがあるので、病院にいるべき状じよう況きようなのではないだろうか。

　裂かれたはずの腹を撫でてみるが、酷ひどい肌はだ荒あれのようにざらざらするだけで傷はなかった。ただ、全身がひたすら気け怠だるく力が入らない。それに、だいぶ長い間、丸みを帯びた石に体を預けていたらしく背中が鈍にぶく痛む。

　その背中へ、不意に声がかけられた。

「目が覚めましたか？」

　銀の鈴すずをまろばすような、甲かん高だかくも心地ここち良よい声だった。

　頭だけ振り返ると、濛もう々もうたる湯気の中にぼんやりと人ひと影かげが浮うかび上がっている。背に物差しでも通したかのように真っ直すぐな姿勢で正座した、ほっそりと可か憐れんな人影だ。

　年の頃は朝霞より少し下だろうか。湯気に溶とけてしまいそうに白い少女だった。肌はだもそうだが、腰こしまである髪かみの色も薄うすい銀色だ。ゆったりと落ち着いた双そう眸ぼうだけが、鮮あざやかに青い。

　思わず見とれてしまってから、翌はあわてて目をそらした。少女がまとっているのは薄うす手での浴よく衣いのような着物で、肩かたや膝ひざが湯気で湿しめって肌が透すけていた。それは触さわれば壊こわれてしまいそうに華きや奢しやで、色気と言うより、見ているだけで相手の体を苛さいなんでいるような罪悪感を催もよおさせる。

　問いかけに答える翌の声は、みっともなく上うわ擦ずっていた。

「う、うん……ええと、君は？」

　少女は、美しいがいささか舌足らずな声で答えてきた。

「わたしはメヘンの王です」




　……………………




　二人は、黙だまった。翌は少女の言葉の意味が解わからず、冗じよう談だんかとも思ったが、この状況で冗談を言う意味はやはり解らなかった。だから応答できない。

　少女の方は翌の反応を待ったのだろう。だが翌が黙り込んでいると、聞こえなかったとでも思ったのか、少しだけ大きな声で言い直した。

「わたしはメヘンを統治する任を負った巫女みこ王、シータ・ティレッシアス七世です」

　えっ……!?　と、翌は水しぶきを上げて振り向いた。確かに、言われてみれば高貴としか言いようのない容よう貌ぼうで、ガイドブックに載のっていた肖しよう像ぞう画がにも似ている気がする。

「み、巫女王……って、精せい霊れい術じゆつを創始して、魔ま獣じゆうって怪物のせいで滅ほろびかけていた世界を膠こう着ちやく状態まで巻き返したっていう……」

　少女は、平静な中にも誇らしげにうなずいた。

「はい。それがわたしの祖先です。以来、巫女王は精霊術の最高統とう御ぎよ者としてメヘンを守り、他国の王へ精霊術を授さずけてきました……一〇年前までは」

　最後の言葉に苦いものが混じったが、翌はそれどころではなかった。

　メヘンの王に対して、万が一にも無礼があってはならない。鵐目の息子むすこはただの観光客ではないのだ。ここで粗そ相そうがあれば、母の体面に関かかわる。

　焦あせりのあまりパニック寸前で立ち上がり、力いっぱい頭を下げる。

「も、申し訳ありません、へ……陛下？　『君は？』だとか、大変失礼な口の利きき方をしてしまい……」

　とにかく思い付く限り謝り倒たおす。

　うつむいて湯面を睨にらみながら、体からしたたり落ちる滴しずくが尽つきる頃までしゃべりまくる。

　が、先ほどとは逆に、巫女王からの返答がない。

　穏おだやかそうに見えて相当お怒いかりなのだろうか……と、恐おそる恐る頭を上げると、巫女王は固まっていた。にらめっこをする準備のように両手で顔を覆おおって、ただでさえ小さな体をもう一段縮こめていた。

　そうして顔を隠かくす手の隙すき間まから、蚊かの鳴くような声を出してきた。

「ぁ……あの……まだ泉に浸かっていないと……体に障さわりますから……」

「あ」

　つまり、不理解の連続で混乱があったのである──その時になって初めて、翌は自分がトランクス一枚きりのほぼ裸はだかだということを認にん識しきした。




　あわてて湯の中に身を戻し、巫女王と同じ正座の姿勢になると、時代劇のお白しら洲すの場のような構図になった。巫女王が町まち奉ぶ行ぎようで翌が被ひ告こく人にんである。

　咳せき払ばらいして、まずは言う。

「重ね重ね、失礼しました……」

「いえ、その……どういたしまして……」

　巫女王は目を合わせてくれなかったが、怒おこっているわけではないようだった。ほんのりと顔を赤くして目を伏ふせる仕草は最初に感じた神秘性の壁かべを薄めたが、胸に湧き出す庇ひ護ご欲よくはますます強きよう烈れつになる。

　それはそれとして、翌は少しだけ冷静になっていた。先ほどのことで自分の下着が血で染まっていることにも気付き、竜りゆうの爪つめに腹を裂かれたのが現実の出来事だったと認識できたからだ。

　普ふ段だんは感じていない体の一部が、自分とは無関係の物体になってすっ飛んでいくことで初めて意識できた、あの感覚。あの痛みと喪そう失しつだけが、今の状況と矛盾していた。

「あの、俺は、なんで生きてるんでしょう？」

　問いに巫女王は、まだわずかに紅潮した顔をこちらへ向けた。

「わたしの友人が、あなたをここに連れてきました」

「友人？　……いや、その前に、ここって」

「メヘン王城の地下。王族と特別な資格を持つ従者のみが入ることを許される、銀の泉の間まです。

　あなたの傷を癒いやすには、この泉に宿る高こう濃のう度どの精霊の力を借りねばなりませんでした」

「それはどうも……ありがとうございます」

　あれほどごっそり欠落した内臓を再生できるのか精霊術とやらは。驚おどろく一方、十六門市にも当然存在する一いつ般ぱんの病院では治せない傷と判断されたのかと思うと、ぞっとする。朝霞は傷口を見ていなければいいが。

　ここにはいない妹に思いを馳はせて見上げると、だいぶ上方に岩天てん井じようがかすんで見えた。舞まい上がった燐光が苔こけのように岩がん壁ぺきへへばりついて照明の代わりになっている。

　本当に王城の地下なのだ。こんな形で市庁舎に到とう着ちやくするとは夢にも思わなかった。

　感かん慨がいは後にして、ひとまず質問を続ける。

「他ほかの……その従者の人というのはどこにいるんです？」

　いくら重じゆう篤とくな怪け我が人とはいえ、国の元首が部外者と二人っきりで特別な空間にいるというのは異常なことに思えた。それ以前に、さほど年の離はなれていない女子と温泉で差し向かいという状況が落ち着かない。立会人がいるなら姿を見せてほしかった。

　しかし巫女王は小さく頭かぶりを振ふった。

「この地下泉は、全体で一個の装置のような場所で、術を行使する際は極力、異物を排さねばなりません。今もまだ術式の最中なので、術じゆつ者しやのわたしと被ひ術じゆつ者しやのあなただけがこの場にいます。欠損部位への擬ぎ態たいが安定するまで、安静にして泉の中にいて下さい」

　なんかよく解らないが、とにかくすごいということは解った。

「……よかったんですか？　そんな大事な場所に俺なんかが入ってしまって」

「よくはありません」

　巫女王はぴしゃりと言い切り──思いの外に厳格な声で、翌は背筋を伸のばした──、それから自分の薄い胸に手を当てた。その手に暖められたかのように、優やさしい声で続ける。

「しかし、わたしの勇者の恩人となれば別です。この巫女王の恩人と同じことですから。皆みなも納なつ得とくしてくれました。ですから、その点は心配なく」

　………………

　何か。

　いかにも唐とう突とつなような、でも聞き慣れたような単語がごく普ふ通つうに会話へ混じってきた。

　こんな時だというのに翌の動どう悸きが激しくなり、目が見開かれる。

　巫女王は翌の様子に気付いていない。ただただ親切に言葉を接つぐ。

「むしろ命を失わせることになっては大変な不ふ名めい誉よに──」

「あ、あの……」

「？　なんでしょう？」

「聞き違ちがいでなければ……さっき、その……あなたの勇者がどうとか……」

　巫女王はきょとんと目をしばたたかせた。

「はい……あ、いえ、正確には我が国の勇者ですが」

「ゆッ──勇者ですか!?」

「ひっ!?」

　ざばっ！　と異様な食いつきで身を乗り出す翌に、巫女王は正座のままのけぞって後ろに転びそうになった。翌は立ち上がることこそ自制したものの、温泉の縁ふちまで詰つめ寄って問いかける。

「メヘンには本物の勇者がいるんですか!?　英語で言うとHeroヒーロー!?」

　ファンタジー物のゲームの中にしか存在しないと思っていたヒーローが実在するというのだから、子供の頃ころからヒーローを助けたいというニッチな使命感を持て余していた翌には断じて聞き捨てならない話だった。

「な、なんで？　メヘンについてはネットの情報もガイドブックも隅すみ々ずみまで読み込んだつもりだけど、そんなの書いてなかったのに！」

「あ、あの、落ち着いて下さい……それには理由があって……」

　最前まで穏やかな様子を見せていた翌の豹ひよう変へんに、巫女王は明らかに引いていた。体勢を崩くずして投げ出された脚あしの先、オパールでできたような爪の並ぶ足指をきゅっとすぼめて怯おびえと緊きん張ちようを表している。

　それでも引き下がらなかったのは王者の矜きよう恃じか。少女王はふんッと気合いを入れて姿勢を正すと、話を続けた。

「ちょ、ちょうど、その話をしようと思っていました。

　そして、その勇者についてあなたに頼たのみたいことがあるのです。シトドメ市長の御息子、シトドメ・アクル殿どの」

「っ──」




　勇者の実在に浮うかれていた翌の昂たかぶりが一いつ瞬しゆんで湯に溶とけ、すとんと腰こしを落とさせた。

　やはり自分の身元はバレていた。九年前に十六門市発足のための市長代理となり、選挙の不可能な状態が続いたため、なし崩し的に「代理」の文字が取れた十六門市長・鵐目夜よ明あき。

　翌、朝霞の兄きよう妹だいと父とは、諸もろ々もろの事情で永いこと離れて暮らしている母だ。別に仲が悪いわけではない。直接会うのは数年に一度のことだったが、電話やメールでは頻ひん繁ぱんに連れん絡らくを取り合っていた。

　不器用だが優しい人だと、翌は思っている。朝霞は異論がありそうだが。父はいつだって無条件に母を支持する。

「頼み事……俺にですか？　母に、ではなく」

　翌は今まで以上に慎しん重ちように口を開いた。自分の命を助けたことを母との取り引きか何かに使うつもりなのだとしたら、この恩人に逆らわねばならなくなる。まるで現実感はないが、メヘン国との国交の最前線に在る母の言動は「国益」に関わるのだ。

　しかし巫女みこ王は、きっぱりと首を振った。

「確かにアクル殿の母上には、ニッポンでこの国を運営していくに当たり多大な援えん助じよと指導をいただき、陰かげに日向ひなたにお世話になっています。

　しかし、この方ほうは母上とは関係のない、アクル殿へのお願いなのです」

「そういうことであれば、できるだけのことはします。けど……」

　母とは違いただの高校生である翌に、この混こん沌とんの町で何ができると言うのか？

　巫女王は疑問に答える前に、勇者についての説明を始めた。

「メヘンにおける『勇者』とは、巫女王の後こう継けい者しやが数多あまたの臣民の中から一人の有望な若者を選び出し、人々に勇気と希望を与あたえる『英えい傑けつ士し』へと育て上げる者のことを言います」

　メヘンでは「英傑士」の修しゆ行ぎよう中の者を「勇者」と呼ぶということだろうか。

「そして本来なら、選び出した勇者を英傑士に育て上げて初めて、巫女王はその戴たい冠かんを許されるのです」

「それって……」

　自分の推挙した勇者が英傑士になることが王位継けい承しようの条件なら、「わたしの勇者」という表現をした現この巫シ女ー王タは──

「そう。先代巫女王が九年前の転移の際に急死したため、わたしは特例として、勇者を育てる儀ぎ式しきを行わないまま不ふ時じ戴冠を行いました。

　そのせいで……」

　巫女王シータ・ティレッシアスは、かすれがちになる声こわ音ねに意志の芯しんを入れ、彼女の──この国の抱かかえる「問題」を語った。

「このままでは、メヘンが滅ほろびます」




　　　　◇




「──少しは危機感を持ってほしいものだな」

　王城の騎き士し団の不満は結局、暴れられないことなんだ──と、少女は思っていた。

　本来は犯罪者から魔ま獣じゆうまで一手に撃げき滅めつする職能を任じられた王国最強の戦力であったにもかかわらず、今では日本の警察に平常の治安維い持じ業務を奪うばわれ、無目的の帯たい剣けんさえ禁じられている。今日のようにメヘン由来の猛もう獣じゆうが暴れた時以外は、部隊を組んでの出動もままならない。

　だから、市中のラーメン屋で事故に巻き込まれ、日本人の少年を城に連れ込んだ少女への強圧的な教きよう戒かいも結局は八つ当たりだ。

　本気で罰ばつするつもりなら、王城の廊ろう下かで睨にらみ付けるだけで済むわけがない。その権けん威いとともに色褪あせた緋ひ色いろのマントを背に負う騎士団長は、女子用の騎士見習い服を着込んだ少女を見下ろし、言葉を重ねた。

「いかに血統に優れ、猊げい下かのお覚えがめでたかろうと、毎日を遊んで暮らしては資格と素養を疑いたくもなる」

「遊んでるわけじゃありません」

　少女の反論は、理解を期待したと言うより、一応言っておかないと主の面目が立たなくなるからだった。壮そう年ねんの騎士団長は、片方の眉まゆを上げた。

「では、あんな食堂を訪れて何を得られたと言うのだ？　あのお節せつ介かいな市長に借りまで作ってまで」

　今日の彼はいつにも増して言葉にトゲがある。さほど大きくもないドラゴンの制圧任務ごときで、自分の息子むすこが瓦が礫れきを頭に受けて気絶するという失態を見せたせいかも知れない。

　なんにせよ少女は、頑かたくなな声で告げた。

「ラーメンスープを守れました」

　騎士は嘲笑わらいもしなかった。ただ溜ため息いきとともに頭を振ふり、訊きく。

「それがお前の仕事だとでも？」

　少女は答えなかった。騎士団長は、やり場のない何かを拳こぶしに握にぎり込んだようだった。

「……先代がお前くらいの時には、すでに百に迫せまる首級しるしを挙げていたぞ。後こう継けい者ならば、その足下くらいには及およんで先代の過ちを償つぐなってみせろ」




　背を向け去っていく騎士団長を見送るでもなく目を伏ふせて。

　少女は、毛羽の目立つ絨じゆう毯たんをぎゅっと踏ふみしめた。

「それでも……守れたんだ」

　少女の足は地下へと向かう。ラーメン屋で彼女を助けようとした少年の治ち療りようが終わる頃ころだった。




　　　　◇




「ですから──」

　その頃、鵐目朝霞は。

　ガラステーブルの上に鎮ちん座ざするカツ丼どんを前に、笑え顔がおで質問を繰くり返していた。

「兄はどこですか？」

　そこは市庁舎の一室で、ある部署の専用オフィスのようだった。さほど広くはない。部屋の真ん中に四席ずつ向かい合って並ぶデスクと奥にある責任者用らしき一席、そして今朝霞が押し込められている応接スペースでいっぱいになる、特に変へん哲てつのない職場だ。

　照明が弱々しく薄うす暗ぐらかったり、大型の電子機器が見当たらなかったりする十六門全市共通の特とく徴ちようを除けば、朝霞が時々着き替がえを届けに行く父の建築事務所の景色と大差ない。ただ、几き帳ちよう面めんなところのある父やその部下たちと違い、ほとんどの机は書類の山で、何をどうやってデスクワークをこなしているのか理解に苦しむ有り様だった。

　入る時に見た標識には「なかよくする課」とあった。ふざけている。と、朝霞は思った。何もかもふざけている。

「ま、まぁまぁ朝霞ちゃん。まずは落ち着いて、冷める前にカツ丼でも……」

　対面に座って朝霞をなだめているのは、課員だという若い男だった。市庁舎の職員は大多数がそうだということだが、日本人だ──聞いてもいないのに翌が教えてくれた知識だった──。確か鶴つる賀がとか名乗ったし、平常ならちょっと目で追ってしまうような美形だったが、今はどうでもいい。

　応接スペースの柔やわらかな椅い子すに行ぎよう儀ぎよく収まった朝霞は、あくまで笑顔のまま応じた。

「結構です。食しよく欲よくがありません。と言うか、全身血まみれの兄が運ばれていくのを見送ったばかりの子供に肉を出すってどうなんでしょう？」

「す、すみません……」

「いえ、こちらこそ申し訳ないと思って。これって、うちの母の教育が各部署に行き届いてないってことでしょう？　娘むすめとして責任を感じてしまいます」

「……い、いえ、我々が不ふ肖しようの部下だというだけで、いつもお母さんには迷めい惑わくをかけています……」

　可か憐れんなたたずまいから清すが々すがしいまでにあからさまなパワハラを繰り出す朝霞。鶴賀は脂あぶら汗あせをかいているが、頭を下げてもらっても何も解決しない。朝霞の能面のような笑顔の中、こめかみだけがひくつく。

　真昼にラーメン屋でドラゴンの墜つい落らく事故に遭あってから、すでに半日が経過していた。この部屋に窓はないが、外はもう真っ暗だろう。朝霞は無意識に右手で左手首を握にぎり締しめた。

　朝霞には腕うで時ど計けいがあるから、すぐに時間を確かく認にんできる。

　だが、翌は時計を持っていない。

　翌のスマートフォンが入ったバッグも今は朝霞の足あし下もとに置いてある。朝霞がここまで運んできた。誰だれにも触さわらせない。

　やっぱり来るのではなかった。あんな母親の気まぐれに応じてしまったがために、ヒーロー中毒の兄は大おお怪け我がをしてしまった。今は時間も判わからず一人でどこかにいる。

　朝霞はあの時、事故現場で、血だらけの兄が運び出されるのを見て駆かけ寄ろうとした。が、騎き士し団とかいう連中に制止された。朝霞の肩かたを摑つかんだ大時代な甲かつ冑ちゆう姿の青年は、そろえた二本指をしゅッと振ふって、さわやかに宣言してきた。

『大だい丈じよう夫ぶだお嬢じようさん！　迷惑なドラゴンは我々に任せたまえ！』

　朝霞は無言で瓦が礫れきを拾い上げた。殴なぐり倒たおすためだ。青年はさわやかな笑顔のまま気絶した。

　だがその時には、翌は巨きよ大だいな犬のような生き物に牽ひかれた車に乗せられ、いずこかへ運ばれた後だった。その車には、兄が捜さがしにいった野球帽ぼうの少年も同乗していた。

　去って行く車を見送った中年の騎士が、「……あれは、勇者殿？」と戸と惑まどったような声を出していたが、意味はよく解わからない。

　騎士団を殴り倒したのがいけなかったのか、朝霞は騎士団とは別に来ていた警官──こちらは日本全国共通の普通のおまわりさんだった──に拘こう束そくされ、身元を照会。すぐに市長の娘であることが知れ……今に至る。

　警察に連れて行かれることはなかったが、市庁舎のわけの判らない部署に缶かん詰づめだ。

（せめてお母さん本人が出て来いっての……！）

　毒どく突づきたくもなるが、母が自分たちと距きよ離りを作るのはいつものことで慣れている。何も期待しない。

　だから、何はともかく、翌だ。翌の無事を確かめねばならない。

「というわけで、兄はどこですか？　早く帰りたいので連れてきて下さい」

「お兄さんは今、治ち療りよう中で……」

　朝霞は微び動どうだにしない笑顔をころりと傾かしげた。幾いく多たの同級生男子を勘かん違ちがいさせてきた笑顔だが、その次には穏おだやかかつ断固とした拒きよ絶ぜつの言葉でばっさりいかれる。

「なら病院の場所を教えて下さい。すぐ行きますから」

「いえ、それがですねぇ……」

　鶴賀は首筋に手を当てて視線をさまよわせた。さっきからこれだ。翌の居場所を問い詰めると決まって話をそらされる。そもそも、道路の整備が不十分な十六門市にも救急車に当たる乗り物はあるはずだ。だがあの時、翌を連れ去ったのは明らかにメヘン寄りの乗り物だった。

　恐おそらく翌は、病院ではない、別の場所に連れていかれたのだ。

　それでも、今の今までは信じていた。おとなしく待っていれば翌は平気な顔で戻もどってくる。仮にも母の町なのだから、決して悪いようにはならない。と、そう信じて。

　だが、もう我が慢まんも限界だ。朝霞は、やにわにテーブルへ手を突いた。鶴賀がびくっと体を強こわ張ばらせる。本人は決して認めないが、朝霞は母親似なのだ。

「いいから……そういうしがらみとか大人の事情とかパワーゲームとか治外法権とか大勢に迷惑かかるとかみんなのための大切な仕事とか……いいから。

　早く、わたしを翌に会わせて」

　一息にまくし立てて、それから一転、黙だまって鶴賀を睨ねめ上げる。

　鶴賀は息を止めたようにこちらを見ていた。そして、次に出てきた声はむしろ厳としたものだった。朝霞の目が震ふるえていることに、気付いていないはずはなかった。

「すまない朝霞ちゃん……僕たちにはどうにもできないんだ」

　謝罪の言葉ではあったが、ごまかしを捨てて誠意の芯が入っている。朝霞は口を挟はさめない。彼は、恐らく職権を超こえるであろう情報を口にしようとした。

「覚かく悟ごは決めておいてほしい。だが、希望はある。だからお母さんも、翌くんの身を預けることを了りよう承しようしたんだ。

　いいかい。君のお兄さんは今、メヘンの巫女王陛下といっしょに──」

「あ！　朝霞！　ようやく見つかった！」

　──しかし、真実が告げられる前に兄はあっさりと帰き還かんした。




　メヘン風の平服に着替えているせいでパッと見の印象は変わっていたが間ま違ちがいない。いつもの、穏やかで人を落ち着かせると言っては調子に乗らせるので締まらないへらへら顔と評してやっている朝霞の兄、鵐目翌だった。

　顔色も良いし歩き方も自然で、どこにも怪け我がをしている様子はない。鶴賀や、遠巻きに様子をうかがっている課員たちに会え釈しやくしながら朝霞の前まで来る。

「悪かったな、一人で待たせちゃって」

　朝霞はふらりと立ち上がった。

「翌……平気なの？」

　直前までの最悪な想像とあまりに違ちがう兄の姿にぽかんとして、間の抜ぬけたことを訊きいてしまう。翌は適当に脇わき腹ばらを撫なでて笑って見せた。

「ああ、派手に血が出たんでびっくりさせたかも知れないけど、腹を浅く切られただけだよ。もう傷きずも塞ふさがってる。

　……ごめんな、心配させて」

　謝られても、何を答えていいか判らない。うん……と、うなずきに添そえたはずの声が形にならずに空気へ溶とけた。

　翌も返事は待っていないようで、ただ、いつの間にか曲がっていた朝霞のネクタイを締め直してくれた。いつもなら余計なことするなと邪じや険けんにはね除のける行こう為いだが、ついおとなしく受け入れてしまう。

　普ふ段だんなら、背の高い翌にこうやって世話されると、自分が人形になったようで首じゃなくて胸が苦しくなる。でも今は、体の中で騒さわいでいたものがすとんと落ち着いた。

　──翌は軽傷だった。そうなのだろうか。朝霞の希望はそれに飛び付きたがったが、鶴賀が幽ゆう霊れいでも見るような顔で絶句しているのが気になる。

　そんな鶴賀に「あの、すみません。妹が世話になったみたいで…………さだめしめんどくさかったでしょう？」などと割りと本気で詫わびている翌。その横顔にイラッとしながら、朝霞はふと気付いた。

「翌。なんか良い匂においするし、髪かみも濡ぬれてる……手当てしてもらってたんじゃないの？」

　兄は、朝霞から、

　露ろ骨こつに、目を、そらした。

「ゑっ？　こ、これは……ええと、ほら……あれだっ。体中、血とかホコリだらけだったから、風ふ呂ろに入らせてもらったんだよ」

　傷を濡らしても平気なのか？　という点を除けば、特に不自然な説明ではなかったが。

　ならばなぜ、そんなにも目が泳いでいるのか。いっそ溺おぼれそうなほどに。

　朝霞はちょっと鶴賀に目をやってから──如じよ才さいない愛あい想そ笑いを返された──、翌へ目を戻して──風呂上がりの肌はだにだらだらと不自然な汗あせを浮うかべていた──、訊きいた。

「ふぅん。巫女みこ王さんといっしょにお風呂に入ったの？」

「なっ……なんでそれを!?」

　馬ば鹿か正直な反応を見せた翌の爪つま先さきに、朝霞は思いっきり踵かかとを落とした。

「……妹をこんなむさ苦しいところで待たせている間に、御ご当とう地ちの王様と何やってるのようちの兄は……!?」

「痛いてッ!?　ねじり込むように体重かけるな朝霞！　病やみ上がりだぞ俺は！」

　反射的に身を折った翌の襟えり首くびを摑み、顔を近付けて容よう赦しやなく問い詰つめる。

「肌ツルツルで十二分に元気そうだけどっ？　ガイドブックの肖しよう像ぞう画がじゃずいぶんな美人だったもんね、その巫女王様とかって」

「ち、違ちがうんだ朝霞……これにはよんどころない事情というものがあって──」

「二じ乗じようも三乗もないっ。重要なのはわたしが納なつ得とくできないってこと」

「……何してるんだよ。痴ち話わ喧げん嘩かなら後にしてくれない？」

「ああ、ごめん……あ、いや、この子は妹の朝霞だよ」

「……じゃあ兄きよう妹だい喧嘩か。どうでもいいけど、さっさと済ませてよ」

「どうでもいいって何よ。わたしは……ん？」

　いつの間にか会話に介かい入にゆう者があることに気付き、朝霞は言葉を止めてその方を見た。

　見覚えのある──ラーメン屋で店主に突っかかっていた少年だ。

　……いや、少年ではなく、少女だった。今は帽ぼう子しをかぶっていないし、服装からしても間違いない。

　動きやすそうな短たん髪ぱつ、いかにも活発な物もの腰ごし、さばさばした口調と、雰ふん囲い気きは昼間と同じくボーイッシュなのだが、まとっている青い服が足下まで広がるスカートだし……特に大きいわけではないが、朝霞よりはいくらか胸が膨ふくらんでいる。

　それに、近くで見れば性別を間違いようがないくらい、可愛かわいらしい顔立ちをしていた。勝ち気が過ぎて、ちょっとばかり目付きの悪いのが玉に瑕きずだが。

　ぎゅっと腕うでを組んで、不ふ機き嫌げんに翌を睨んでいる。その少女の後ろから、外回りから帰ったと思わしき課員が入室してくる。なんの冗じよう談だんか頭の上に猫ねこか犬か、とにかく尖とがった獣けもの耳みみを載のせた女性だ。

「あ、勇者くんだ。なに？　また警察のお世話になったの？」

「今日は違うよ……シータに用があったんだ。済んだから帰るとこ」

「そりゃ良かった。今日は書類仕事で徹てつ夜やせずに済みそうだ」

　ひょいと顔を出した鶴賀も、少女へ気楽に声をかけている。

「面めん倒どう事じゃなければ大だい歓かん迎げいだよ、勇者くん」

「……始末書だか行政処理だか知らないけど、あんたらがニッポンの仕組みで勝手にやってることだろ。なよ課さん」

　少女とこの部屋の課員は顔見知りのようだ。何やら居づらそうにしているが、大人と子供、日本人とメヘン人だというのに、おおむね気安く会話を交かわしている。皮肉を隠かくしもしない程度には。

　そしてその会話には、幼い頃ころから何度も兄に聞かされた、しかし日常会話には出てくるはずがない単語が混じっていた。

　そういえば事故現場に来た騎士の一人も彼女を「勇者」と呼んでいた……と思い出し、朝霞は嫌いやな予感に頭が重たくなるのを感じた。

『知ってるか朝霞。ロールプレイングゲームとかに出てくる「勇者」って、英語版だとヒーローって訳されてるんだぞ』

　これも、翌が聞いてもいないのに教えてくれた、どうでもいい知識だ。

　翌と勇者ヒーロー。ろくでもない組み合わせが、そこにある。

「……あなた、誰だれ？」

　誰すい何かの声に敵意が混じらないようにするのは難なん儀ぎだった。少女は興味なさげに朝霞を一いち瞥べつしたが、答えてはくれた。

「ん？　ボクはリーン。……まぁ、聞いての通り勇者なんて呼ばれてるけど、それはあんま気にしないでよ。ニッポンの人には関係ないし」

「はぁ……」

　少女──リーンの声はぶっきらぼうで壁かべを想起させる。しかしそれは、悪意より不器用さを感じるものだった。少なくとも朝霞はそう思った。しかし。

　やっぱり勇者なのか……て言うか勇者ってなんだ？　判ったのは名前だけで釈しやく然ぜんにはほど遠い。

　怪け訝げんさが顔に出てしまったのか、リーンに「なに？」と首を傾げられてしまった。その素そ朴ぼくさに釣つり込まれるように、自然と第一優先の質問が口を衝ついた。

「あの……なんで翌といっしょに……？」

　リーンは露骨に顔をしかめた。翌があわてて何かを言いかけた。しかしせっかちなリーンが口を開くのが早かった。

「しばらく、君の兄貴と暮らすことになったんだよ」




　朝霞は壁を蹴けって三角飛びすると、とりあえず逃にげ出そうとしていた翌の後頭部に華か麗れいなドロップキックを決めた。







「……まずは話を聞いてほしい」

　場所は市庁舎前のバス停。屋根付きのベンチに、リーン、翌、朝霞の順で並んで座っている。

　あの後、重要な会議が入ったとかで結局母には会えず──連れん絡らくを待つ間、翌は冷めたカツ丼どんを、朝霞とリーンは新しく注文した熱々のカツ丼を美味おいしくいただいた──、翌たちは商業区に取ってあるという宿に向かうことになった。翌たちの今夜の宿はラーメン屋と同じ商業区に在り、市庁舎からは一〇キロ近くある。

　都会の道なら歩けない距きよ離りではないが、メヘンの街路はアスファルト舗ほ装そうと石いし畳だたみが混ざっていたり巨きよ大だいな植物が地面を割ってそびえていたりする悪路だ。局地対応の車両か種々の輓ばん獣じゆうに牽ひかせた箱はこ車ぐるまに乗って移動するのが標準となっている。

　刻ときはもう真夜中。メヘンといえど日は沈しずみ、夜は暗い。それも、街灯の少ない田舎いなかの暗さだ。

　精せい霊れいは展開範はん囲い内に一定以上の大電力を感知すると、それを吸収してしまう性質がある。吸収した電力がどこへ行くのかは不明だが、無む尽じん蔵ぞうに吸収できるわけではないらしく、転移した当初は市内の電力源で大だい爆ばく発はつを起こしている。

　市庁舎からも見える巨大なクレーターに震しん撼かんした十六門市では、建造中だった発電・蓄ちく電でん施し設せつを全面凍とう結けつ。外部からも電力を引かず、電化の時代に逆行したアナログな生活が確立していた。

　だから、市庁舎の照明も、点々と立っている街灯も、ルシフェリンの化学反応を利用した低輝き度どの灯ともし火びだ。蛍けい光こう灯とうと区別するため蛍けい窓そう灯とうとも呼ばれる。結果、街路でも街灯と街灯の間の空間は暗くら闇やみに包まれていた。

　市庁舎の在る行政区は特に寂さびしい。来きし方の市庁舎には未いまだに明かりが灯ともっているが、企き業ぎようが入るはずだった高層ビル群は七割方が閉へい鎖さされているため、ゴーストタウンの様相を呈ていしていた。なまじ整然と区画されているせいで、生きた町の気配が感じられない。

　暗闇をまとわせた不動の巨きよ塔とう群が、バス停の三人を重々しく睥へい睨げいしている。

　そんな無む為いの重圧の下もと。

　翌の言葉に、朝霞は反応を返さなかった。視線すらよこさない。妹の無言は心の肌にひりひりと痛みを塗ぬり込んだが、無視されるのは慣れている。翌は構わずに続けた。

「俺は、勇者を助けることになった」

　視線は、一つ席を空けて座っているリーンに向かう。市庁舎の中で着ていた服は着き替がえていて、ラーメン屋で見た時と同じ服だ。夜なのでさすがに帽子はかぶっていないが。

　彼女の方は──納得しているかは怪あやしいが──事情を把は握あくしているので、興味なさげに伸のびやかな両足をぶらぶらさせている。

「メヘンには巫女王様に選ばれた勇者がいて、その勇者が強い名望を得て『英傑士』にならないと巫女王は正式に王位を継つげないらしいんだ……ああ、今は特例みたいな状態らしくて」

「よく解わからないけど……」

　ようやく朝霞が口を開いた。

「今のところ問題ないなら、そのままでいいんじゃないの？」

「シータ……巫女王は無理をしている」

　割り込んだのはリーンだ。やはり目は向けてこない。自分のスニーカーをじっと見つめている。そのまま、地面に説くように続けた。

「巫女王っていうのは、使う時だけ精霊と『繫つながる』他ほかの精霊術士と違ちがって、背骨に王家伝来の呪じゆ具ぐを埋うめ込んで、常に国中全すべての精霊と繫がってる。だから普ふ通つうじゃ考えられないほど強力な精霊術が使えるんだ」

　翌は自分の腹を撫なでた。奇き麗れいに吹ふっ飛んだ人間の内臓を丸ごと「補ほ塡てん」するような術は、メヘンでも巫女王しか使えないと聞いていた。リーンが勇者にして巫女王の友人でなければ、翌は医学だろうが魔ま法ほうだろうがどうにもならず死んでいたわけだ。

「そして勇者であるボクにも、シータに埋め込まれたのと対ついになる呪具が埋め込まれてる。こいつには──」

　と、リーンはジャンパーをはだけて自分の首の付け根のあたりに手を当てた。

「すごい精霊術が使えたりする能力はない。城の精霊術士たちの言うことじゃ、巫女王の呪具の安定器みたいなもんなんだってさ。

　でも、今の勇者……ボクが半人前なせいで機能してない」

「そのせいで、メヘン全体の精霊のバランスが狂くるって、良くないことが起こり始めてるんだって、巫女王様は言ってた」

　昼間のドラゴン落下事件も、事によると精霊の偏へん差さで方向感覚の狂ったドラゴンが墜つい落らくしてきた可能性がある。それを語った時、巫女王シータは奇き妙みような謝罪をしてきた。

『でも、わたしは「可能性がある」では謝罪できないのです……ごめんなさい』

　朝霞より幼いような少女が、自分の一存では謝ることもできない。翌はむしろ、そのことに暗あん澹たんを味わった。だから、その点については朝霞には聞かせなかった。

　リーンはその「可能性」には気付いているのだろう。ちらと視線を感じたが、何も言ってこなかった。

「勇者は背中の呪具と精霊を通じて、メヘンの中で自分がどれだけの好意──ってほど単純なものじゃないらしいけど、まぁそんな感じの感情──を得られているのかを受信できて、それが十分だと認められると英傑士になれる。

　リーンが英傑士になれば、精霊のバランスが正常になって、今の平和が守られるってわけだ」

　だから、早さつ急きゆうに勇者を育てなければならない。

　朝霞にも基本的な枠わく組ぐみは伝わっただろう。不思議な話ではあるが、メヘンの人にとっては眼前に差し迫せまった重大な問題である。

　だが、朝霞にとって肝かん心じんな点は全く聞けていない。

「……だからって、なんで翌がその手伝いをしなくちゃいけないの？」

　その質問が発せられた時、彼方かなたから大きく上下する微かすかな灯火が迫ってきた。

　自衛隊からの払はらい下げだとかいう雪上車を改修したキャタピラ・バスだ。ほとんどの車両が電化した時代にあって、メヘンの中で稼か働どうするのはレトロ趣しゆ味みになりつつあるディーゼルやガソリン車だった。間近まで来ると、現代っ子の翌や朝霞には嗅かぎなれない油の臭においで頭が痛くなる。

　翌は立ち上がってバッグを担かつぎ上げ、同じく支し度たくしている朝霞に答えた。

「問題がそれだけじゃないからだよ」




　車内は予想以上に揺ゆれ弾はずみ、とても会話できる状態ではなかった。

　朝霞の車くるま酔よいが限界に達する前に宿へ着けたのは幸運と言うよりほかない。酔いやすいが降りるとすぐ治る質たちの朝霞は、地面に足を着けるなり、緩ゆるめていたネクタイを締しめ直した。

　宿の在る商業区は行政区ほど画一的な街並みではなく、故意に大小種々様々な建物を配列して躍やく動どう感のようなものを出している。これで日照や各店てん舗ぽのシナジーも厳密に計算されているというのだから、人の世のカオスを煮に染しめたような町だった。

　日本人と王城関係者以外の近寄りがたい行政区と違って、夜でも人通りが多い。

　翌たちの泊とまる宿は、そんな商業区の外れに在る民宿だった。一階の食堂が本業で、二階の数室を旅行者や下宿人に貸しているらしい。全市共通の建材の上から純和風の装そう飾しよくが施ほどこされている。

《地ちの塩しお》亭の看板が掛かかった軒のき先さきには、街灯の蛍けい火かとは違う金色の光が浮ふ遊ゆうしていた。

「精霊術の光だよ」

　物もの珍めずらしげに見上げる朝霞に気付いたか、リーンが説明しながらカラカラと引き戸を開ける。朝霞はむしろムッとしたようだった。なぜか、リーンには引っかかるものがあるようだ。

「おっちゃん、ただいまー」

「おう」

　リーンを迎むかえる声は低く無愛想なものだった。

　典型的な大衆居酒屋といった店内。カウンターの内側で初老のドワーフが包丁を研といでいる。リーンが「おっちゃん」と呼んだのは彼だろう。筋肉質な体に甚じん平べいが不思議に似合っていた。

　リーンは不満げに口を尖とがらせ、翌たちを手で示した。

「なんだよ、客を連れてきてやったんだからもっと愛想よくしてよ」

「元から予約のあった客だろう。市長の息子むすこと娘むすめ」

　顔の彫ほりが深いせいか、顔を上げて翌たちを一いち瞥べつする目付きがぎょろりと強い。視線で胸の中をえぐられるようで、朝霞は翌の背に隠かくれた。

「は、はい。鵐目翌と鵐目朝霞です。母が予約を入れてるって──」

「ああ、支し払はらいも先払いで済んでる。二階の手前の部屋二つを好きに使ってくれ」

　ドワーフはそれきり黙だまって、包丁を研ぐ作業に戻もどった。言うべきことはもうないらしい。リーンは肩かたをすくめて奥の階段を上がっていってしまった。

「あ……お世話になります」

　残された兄きよう妹だいはそっくりな仕草でぺこりと頭を下げ、リーンの後を追った。




「さて」

　指定された部屋で荷を解き、部屋着に着替え、人ひと心地ごこちが付いて。

　三人は翌の部屋に再び集まっていた。

　部屋は畳たたみ──合成素材で作られたフェイクだが──の和室で、最低限の設備しかなく殺風景ではあるが清潔に掃そう除じされていた。

　朝霞はレトロモダンなデザインのベッドに座り、先ほどの問いを繰くり返した。

「で、なんで翌がその……勇者の手伝いをしなくちゃいけないわけ？」

　勇者、のところで、畳で胡座あぐらをかいているリーンの方を見やり、顔をしかめる。

「……リーンさん、薄うす着ぎすぎませんか？」

　ワケあってこの店に下宿しているというリーンは、家に帰ってさらにラフな服装になっていた。タンクトップとホットパンツの上下という格好で、四し肢しも体のラインも丸出しだ。

　同性の朝霞はどうとも思わないが、翌はあからさまに視線を宙空へさまよわせている。朝霞の知る限り、異性への免めん疫えきがなさすぎて彼女を作り損ねている愚ぐ兄けいである。

　リーンは険のある目で朝霞を見た。

「別にいいだろ、家の中でどんなカッコしたって」

「ここは翌の部屋です」

「まぁまぁ朝霞……まずは話を進めよう」

　険悪に睨にらみ合う二人に、翌が割って入った。朝霞をなだめてから、リーンに目を移す。

「リーンとも事情を共有しなきゃいけないし」

　勇者は答えず、ごろりと寝ね転ころんだ。翌は苦く笑しようして、朝霞への説明を再開した。

「……これまでのメヘンの勇者は、危険なモンスターを討とう伐ばつしたり、魔ま族ぞくとかっていう人類の敵との戦争で功績を挙げて英傑士になってたんだそうだ」

「ホントにロールプレイングゲームみたいな世界だね……まぁ、今もだけど」

　朝霞の感想にうなずいてから、翌は訊きき返した。

「でも、今とは決定的な違いがあるだろ？」

「あ」

　卒然、朝霞も「問題」の意味を悟さとった。

「今は……戦争なんかしてない」

「そう。魔族は元の世界に残してきたから、この国を脅おびやかす敵が存在しないんだ」

「でも、モンスターはいるでしょ。昼間のドラゴンとか……」

　当然の疑問に、リーンが寝転んだまま口を挟はさんでくる。

「あんな、訓練を受けた騎き士しが数人いれば撃げき退たいできるような小物じゃダメだよ。四代前の勇者は、小山ほどもある陸りく亀がめの進しん撃げきからメヘンを守って英傑士になったんだ」

　補足を受けて朝霞は納なつ得とくし、それから困った。

「え？　ちょっと待って。

　英傑士とかってのになるには、大きな敵を倒たおさなきゃいけない。

　でも、そんな敵はもういない。

　……それ、ものすごく単純に詰つんでるじゃない？」

「ものすごく単純な解決法なら、あるんだ」

　なに？　と目顔で訊いてくる朝霞に、翌は、あえて淡たん々たんと答えた。

「敵がいないなら作ればいい。手始めに日本と戦争を始めるんだ。

　そこで活かつ躍やくして完全な独立を獲かく得とくできれば英傑士にだってなれる」

「はぁ!?」

　素すっ頓とん狂きような声を出して立ち上がる朝霞。翌はちょっと感かん慨がい深ぶかかった。巫女みこ王シータにこの案を聞かされた時、翌も同じように立ち上がってしまったのだ。血は争えないとはこのことか。

　……巫女王陛下にはとんでもない失礼を重ねてしまったが。

「何が勇者よ！　あんたインベーダーじゃない!?」

　そして妹は勇者に失礼を働いていた。びしッとリーンに指を突つき付けて侵しん略りやく者呼ばわりしている。本当に侵略者だったら危険極きわまりない行こう為いである。

「誰だれがインベーダーだよ、失礼な奴やつだな」

「うゃっ!?」

　案の定、リーンは寝転んだままの体勢から足だけ使って無造作に朝霞を転てん倒とうさせ、引っ張り寄せた朝霞の足に何やら複雑な関節技わざを極きめた。

「ぃっ痛いたたたた！　助けて翌、インベーダーが本ほん性しようを現した！　宇宙の殺人技わざインベディアン・デスロックとかだよこれ！　そのうち捕ほ食しよく形態とかに変形するからその前に倒して！」

「落ち着け朝霞！　戦争したがってるのは巫女王や勇者じゃない」

　言いながらも助けに入ろうとした翌だったが、二人の少女の脚あしが絡からみ合っているのを解ほどくというのは、物慣れない男子には難易度が高い。赤ん坊ぼうの頃ころから知っている妹はともかく、もう一人は出会ったばかりの女の子だ。

　昼間は少年のように見えたが、間近で見る彼女の肢し体たいはしなやかな弾だん力りよくを感じさせる筋肉が優美な曲線に引き締まっていて、すでに女性の体に仕上がりつつある。

　それが、もがき回る朝霞を押さえる動きに合わせて、骨や筋肉、体の動きが生む線を肌はだに浮うかび上がらせているのだ。翌は、無力にたじろいだ。

「なに恥はずかしがってんの翌！　わたしの体は平気で触さわってくるくせに！」

「えー…………なに？　キミたちってそういう……」

「誤解を招く言い方やめてくれ！」

　しかし、結果として朝霞の発言は奏功した。どん引きしてリーンの力が緩んだ隙すきに朝霞を引っ張り出し、二人を離はなれさすことには成功する。

「妹に触るのが平気じゃなかったら、それこそ変態だろっ」

　腹立ちまぎれに朝霞を抱かかえ上げ、ベッドに放ほうり投げる。ぎゃっとカエルめいた悲鳴を上げて不満げに見上げてくる妹を睨み返し、すっかり腰こしを折られた話を再開した。

「むしろこのリーンや巫女王様は、そんな過激な手段を採らないための方法を模も索さくしてるんだ。戦争なんてヤバい方法をほのめかしてるのは、十六門市警との兼かね合いで仕事をさせてもらえない騎士団とか、日本では仕事やることのなくなった一部の政治家らしい」

　朝霞は、ドラゴン退治にきた古風な甲かつ冑ちゆうを着た騎士団、その嬉き々きとした表情を思い出した。考えてみれば、血湧わき肉躍おどる乱世から突とつ然ぜんこの現代日本にやってきたら、安全の代わりに冒険の喪失を感じずにはいられないだろう。血の気を持て余すのも解わからないではない。

　だからと言って戦争を持ち込まれてはたまらないが。
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「もちろんそんなことはさせない。そのために、この勇者リーンを早く英えい傑けつ士しにしなきゃならないんだ。

　今までにない、あくまで平和な方法で」

　朝霞は翌のベッドのシーツを遠えん慮りよなく乱しながら体を丸め、すねたような声を出した。

「結局……なんで翌が手伝うの？　メヘンの人でも日本人でも、他ほかの人でいいでしょ」

「日本の公人が関かかわるのは体てい裁さい上まずいらしい。政治利用される可能性も考えると、適当な人を頼たよるわけにもいかない。メヘンの人たちは……」

　翌は言葉に詰まった。自分の口から言っていいことか。

　しかし視線を当事者に移す前に、起き上がったリーンが会話を継ついだ。

「勇者が信用されてないからだよ。詳くわしい事情は省くけど、先代の勇者は王城の連中に憎にくまれることをした。だからボクも城じゃなくこっちで暮らしてるんだ。

　有力者であればあるほど、ボクには協力してくれない」

「それに」

　リーンの苦い言葉を遮さえぎって、翌が付け足す。

「メヘンの方法がダメになった以上は、求められるのは日本寄りの方法だ。だから外から来た民間人の俺に、アイデアなんかの協力を頼たのまれた」

　朝霞はちょっと黙って、聞かされた話を咀そ嚼しやくした。それでも納得いかなかった。

「それだけ？　それだったらもっと、学識のある大人とか呼んできた方がいいでしょ。翌なんてちょっと成績いいだけの子供じゃない」

「……巫女王様は母さんを尊敬してて、唯ゆい一いつ心から信じられる日本人だって言ってた。だから、息子である俺に頼みたいんだって」

　母は元々、政治家という柄がらではなく都市計画の専門家だった。十六門の市長代理になったのもあくまで臨時の予定だったのだ。成り行きで市長を続けてはいるが、陰いん謀ぼうや政治的な駆かけ引きとは無む縁えんの人で、だからシータにも下心なく親身に接したのだろう。

　そして、どうも母は、巫女王に翌のことを自じ慢まんの息子むすことして紹しよう介かいしたらしい。離れて暮らす内に、学校の成績だけはいい息子を理想化して考えてしまっているのかも知れない。巫女王から翌をベタ褒ぼめする母の話を聞かされて翌はずっと赤面して顔を上げられなかった。

『こうやって実際に会ってみたら、思ったよりずっと愉ゆ快かいな方でしたけれど』

　そう言って巫女王が微笑ほほえんでくれたので──それは温泉ほど熱くはないが、温泉より顔が熱くなるような笑え顔がおだった──、母を恨うらむ気持ちは薄うすれたけれど。

　もっとも、巫女王が翌を信用し勇者を預けると決めたのには、もっと決定的な理由があるようだった。

『アクル殿どのは我々の預言に名の挙がるほどの人物。どうか自信を持って、リーンを導いてやって下さい』

　預言とはなんなのか、その意味は教えてくれなかった。何かメヘンの重大な秘密らしく、一いつ端たんだけ翌に伝えたのもすこぶる付きの特例であったらしい。

　だからと言うわけではないが、結局、翌は引き受けた。

　ヒーローを助ける仕事は翌の夢だ。執しゆう着ちやくと言ってもいい。

　母の町でもある十六門市メヘンを守りたいとも思う。

　地下温泉の霧きりに溶とけてしまいそうに儚はかない巫女王に惹ひかれ、助けになりたいとも思った。

　そして何より、ラーメン屋でスープを運び出そうとするリーンの姿に、自分が心の底でずっと求めてきた答えを見た気がしたから。

　自信のなさを振ふり切って、やってみたいと思った。

　話を聞き終えた妹は、投げやりな溜ため息いきをついた。

「もう……好きにしたらいいじゃない」

　朝霞が認めてくれたのはたぶん、話に納得したのでなく、翌が頑がん固こな時の目をしていることに気付いたからだろう。




　　　　◇




　一階の奥に在る温泉で一日の汗あせを流し、寝ね間ま着きにもしている浴衣ゆかたに着き替がえたリーンは、タオルをかぶったまま階段を上がり、屋上に出た。店で出た洗せん濯たく物ものを干すための物干し台が並んでいる。

　夜よ更ふけだが、商業区なのでまだ真っ暗くら闇やみというほどでもない。遠くの方から、酔よっ払ぱらいの遠とお吠ぼえがニッポンの平べったい壁かべに反はん響きようして聞こえてくる。元いた世界なら、人の声はこんなに籠こもった感じにはならない。

　宴えん会かいの松明たいまつと同じように、空を暖めてすっきり消えていっていた。

　リーンの歳だと、故郷にいた時間より日本で暮らした時間の方が長い。郷きよう愁しゆう、なんて感覚はおかしいかも知れない。でも──と、手すりに体を預けて、目を閉じる。

「……どーもどうもだなぁ」

　メヘンがニッポンに漂ひよう着ちやくして九年、勇者になってもう丸一年。リーンは何事も成せなかった。いまだニッポンに馴なれず、メヘンに疎うとまれている自分に何ができるのだろう。

　今日だってろくなことがなかった。悪い評判が立っているラーメン屋に改善してもらおうと出かけたがうまくいかず、挙げ句ドラゴンの落下事故に巻き込まれて民間の日本人に怪け我がをさせてしまった。シータのお陰かげで命は助けられたが、今度はシータに負担をかける悪あく循じゆん環かんだ。

　自分はと言えば──浴衣の隙すき間まから吹ふき込む夜風に身を震ふるわす。寒いからではない。昼間、スープを抱えて火傷やけどした部分の肌が治りきっていなくてひりつくのだ。

　王城の廊ろう下かで対たい峙じした騎き士し団長の冷たい眼光が、今になって心を凍こごえさせる。人を殺したことのある世代。彼らは以前の世界と変わらないメヘンを望んでいる。リーンは今と変わらないメヘンを望んでいる。

　どちらも変わらない世界を望んでいるのに、その不変の範はん囲いが全く違ちがう。しかし英えい傑けつ士しになろうと思えば、どの世代も納得させうる人物にならなければならない。

「向いてないよなー……勇者なんて」

　その呟つぶやきもやはり籠もって聞こえたが、反響する路地は心の中にあるのかも知れない。

　まだ、前の世界にいた頃ころ。ただ無心に兄の背中を追っていた頃には感じたことのなかった無力感。幼い日のことを思い起こすと、自然に唇くちびるがほころんだ。

　笑ったのではなく、歌が、こぼれ出した。

　メヘンの童どう謡よう。喧けん嘩かした人間と犬の兄弟が、精せい霊れいの仲裁で仲直りするまでの物語だ。人間と犬が兄弟であることになんの説明もない等、物心ついてから聞くとシュールな内容なのだが、一度覚えると二度と忘れない種類のシンプルで口の遊すさみになる歌だった。

　小さな頃、兄に付いて王城に登城した時に偶ぐう然ぜん出会ったシータとも、よく歌を合わせた覚えがある。今は小柄で瘦やせているが、巫女みこ王になる前のシータは同い年のリーンより背が高いくらいだった……

　幼き日の記き憶おくを乗せた歌声は何に邪じや魔まされることもなく夜を歩き、路地裏で遊び、どこか知らない場所へ帰って行く。

　静せい寂じやくが戻もどってきて、次の音は空むなしい溜ため息いき──ではなく、背後からの拍はく手しゆだった。

「……すごいじゃないか。勇者って歌も上手いんだな」

　思わぬいらえに、はっとして振り向く。いつの間にか、鵐シトド目メ翌アクルが屋上に出てきていた。ニッポンの建物はがっちり作られすぎていて、板張りの階段がきしみ音も立てない。不気味だ、と市庁舎の顔見知りに抗こう議ぎしたら、この町は特別なんだと笑っていたが。

「……なんか用？」

　ついぶっきらぼうな声が出てしまう。人種にかかわらず面識の薄い相手にはどうしてもこうなる。

　翌が足を止めたのは一いつ瞬しゆんで、そのまま歩いて手すりに腕うでを預け、リーンに並んだ。

「いや、階段上がってたら歌が聞こえたから。……あと、さっきは朝霞が酷ひどいこと言ってごめん。よく言い聞かせといたから、今いま頃ごろ、風ふ呂ろで頭を冷やしてると思う」

　リーンは、小さく鼻を鳴らした。

「別にいいよ。アクルが心配で焦あせってるんだろ」

「そうかな……？」

「そうだよ。解るんだ……なんとなく」

　リーン自身、旅立つ兄を止めればよかったと現在進行形で後こう悔かいしている。なんとか粗あらを探して翌に考え直させようとする朝アサ霞カの気持ちはよく解った。たぶん、本人以上に。

　自然と空を見上げる。恐おそろしいほど真っ黒い空に、ばらまいたような星の光が瞬またたいている。夜空の姿だけは、前の世界と大差ない。

　視線を感じて目だけで見やると、翌と目が合った。そらされた。少しして戻もどって来て、少年は口を開いた。

「訊きいていいか？」

「……何？」

「リーンはこれまで、どんな相手であれ協力者を断ってきたって聞いたけど」

　たとえば市庁舎の「なかよくする課」はメヘン人と日本人の間に起こるトラブルに対処する部署で、粘ねばり強くリーンに協力を申し込んできている。メヘンの勇者と協調することで両国の親交が深まり業務の発展が見込める、との趣しゆ意いだ。

「言っただろ。今のメヘン人は勇者に冷たいか、戦いくさに持ち込もうとしている連中かがほとんどでうかつに頼れない。ニッポンの人は信用できないか面めん倒どうくさいかだし。

　……て言うか、歴代の勇者も、ごく少数の仲間だけを連れて、ほぼ単独行動で使命を果たしてきたんだ。何もボクが特別なわけじゃないよ」

「それならなんで、俺なら組んでもいいって巫女みこ王様に言ってくれたんだ？　今までは巫女王様の提案でも断ってたんだろ」

　リーンはちょっと答えなかった。シータから翌に手伝ってもらうことを勧すすめられた時、なんで受け入れてしまったのか、自分でも理由を整理していなかった。

「ラーメン屋で、俺がリーンをかばったから……？」

　翌は自信なさげに予想を口にした。自分でも信じていないようだった。

　その通りだ。シータを助けるためとはいえ、犠ぎ牲せいを歓かん迎げいするのは違ちがう気がする。何よりシータが望んでいない。

　リーンは頭かぶりを振って、まずは勘かん違ちがいを正した。

「そもそもあの時、ボクはピンチってわけじゃなかった。魔ま獣じゆうならともかく、あのくらいの動物相手ならやり過ごす自信はあったんだ」

「え？　動物……ドラゴンて動物？　て言うか、魔獣と動物って違うの？」

　日本の人はなぜかドラゴンの話題に食いつきがいい。少なくともメヘンのドラゴンは、都の四囲の山中に放って魔獣を迎げい撃げきする番犬のバリエーションにすぎなかった。世界が滅ほろびる原因になった魔獣に比べればマスコット同然だ。

　翌も御ご多た分ぶんにもれず矢や継つぎ早に質問してきたが、それは無視した。今は関係ない話だ。

「だから、アクルはボクを助けたわけじゃない」

　翌はそれを強がりとは取らなかった。だから残った疑問を追ってきた。

「じゃあ、どうして……？」

「アクルがいなかったら、ボクは生き残れてもスープはダメになってたから……

　ああっ……そうだ！　だからだ」

　リーンはにわかに閃ひらめきを得た。ドラゴンが目を覚ましたあの時、リーンは、スープを捨てて身をかわすか迷ってしまった。このスープを守ったって、どうせうまくいかない、誰だれにも認められないという諦あきらめがずっと頭にあった。

　リーンが何を守りたいのか、誰も解ってはくれない。だったら。

　投げ出してしまえと、思った。

　しかしスープは無事だった。リーンが運び出して、ちょうど意識を取り戻もどした店主の手に返した。店主は何も言わず、ただ頭を下げた。日本式の礼だと、後でシータに教えられた。

　──あの時、翌はリーンではなく、スープの鍋なべに取り付いてリーンごとドラゴンの爪つめの届かない場所へ突き飛ばした。リーンが何を守ろうとしたのか理解して、それを助けてくれたのだ。

　だから。

「あの不味まずいスープが助かったから、キミとならなんとかなるかもって思ったんだっ」

　ようやく自分自身の心に納なつ得とくして弾はずんだ声が出る。その快さを顔に出したまま向き直ると、翌は変な顔をした。喉のどが詰つまったような、とでも言えば近いだろうか。

　なんなんだとのぞき込もうとすると、仰のけ反って逃にげてしまう。いぶかしくは思いつつそれ以上は追わず、代わりに問いかけの言葉を投げた。

「アクルはどうして引き受けてくれたの？　市長の子供だから？」

　自問の解決した解放感からか、思いのほか子供っぽい声が出てしまった。ちょっと恥はずかしくなって咳せき払ばらいする。

　その間に翌も落ち着いたようで、リーンの目を見て答えてきた。

「母さんのことや、巫女王様に頼まれたっていうのもあるけど……あのラーメン屋でスープ鍋を抱かかえたリーンを見た時、思ったんだ。

　今まで見た誰だれよりもカッコイイ、俺の理想のヒーローに会えたって」

　……なんだそりゃ。リーンには全く理解できなかった。今日の勇者は失敗の極きわみだったはずなのに、この奇き妙みような日本人の少年は、それを理想のヒーローだという。

　改めて思う──こいつ、変だ。

　だが、それくらい変な価値観を持っている奴やつと組めば、この閉へい塞そくした状じよう況きようを脱だつすることができるかも知れない。

　絶対に守らねばならないリーンの姫ひめ君ぎみ。兄を失った今となっては最愛の親友であり、こんな自分を勇者に選んでくれた幼おさな馴な染じみのシータを救うことができるかも知れない。

　リーンは、ぎゅっと握にぎり締しめた拳こぶしを突つき出した。

「アクル。ボクはどうしてもシータを助けなくちゃいけない。それも、シータが望む通りの、平和で、ニッポンにいいように利用されるのとは違う方法で」

「ああ。俺も巫女王様を助けたいし、リーンの力になりたい」

　翌も宣言して、彼ひ我がの拳を触ふれ合わせる。その感かん触しよくは、勇者の小さな拳を伝って胸の鼓こ動どうを増やした。




　──かくして、満天の星の下もと。

　メヘンの勇者リーン・キンバリンと、十六門市長の子・鵐目翌。

　混こん沌とんの異境のラーメン屋で出会った二人。

　彼らの、闘たたかわずに勇者レベルをアップするための戦いが始まった。







「……あ、でもシータに惚ほれても無む駄だだよ。シータは小さな頃ころからボクのお嫁よめさんになりたいって言ってるんだから」

「えっ……………………？」
















　んンッ！　と、我ながら似合わない咳払いをして。

「それでは」

　翌あくるは、目の前のテーブルに両手を突いて開会を宣言した。

「これより、勇者育成会議を始めたいと思います！」

　四人がけのテーブルは定員を満たしていたが、返ってきたのは気のない拍はく手しゆが一つきり。広い空間で寂さびしい限りだった。

　下宿でもある《地の塩》亭の一階食堂。激動のメヘン初日から一夜明け、午前も早い時刻である。

　食堂の開店は昼前からだというので、それまで会議スペースとして貸してもらったのだ。店主であるドワーフは、唯ゆい一いつだという店員一人を残して奥の厨ちゆう房ぼうに引っ込んでしまった。開店の下準備で忙いそがしいのだろう。営業時間前の食堂に入るなど初めての経験で、翌はちょっとそわそわしていた。

「はいっ、こちらが朝食のメヘン風クロワッサンです！」

　元気で膨ふくれた風船のような感触の声こわ音ねは、店主の親爺おやじさんが給きゆう仕じのために残していってくれた店員で、店主の娘むすめだというドワーフの少女だった。

　年の頃は朝あさ霞かと同じくらいに見える。ドワーフらしく小こ柄がらだが、一回り大きく見えるような明度の高い気配を放っている。種族の特とく徴ちようである褐かつ色しよくの肌はだ、おかっぱ頭に柔やわらかな輪りん郭かくの眼鏡、和風の給仕服……と、ばらばらの様式が不思議と自然な印象を残す少女だった。

　ドンとテーブルに置かれたメヘン風クロワッサンとやらは、まぁクロワッサンだった。ちょっと色が緑がかっているのが気になったが。

「ノエルはちょっと奥にいますから、御ご用ようがあったら呼んで下さいね」

　ころころとテンポ良く言い置いて、眼鏡の少女──ノエルは控ひかえ室のようなスペースに引っ込んだ。

「ああ、ありがとう」

　あの仏ぶつ頂ちよう面づらの店主に育てられたとは思えないほど気立てのいい子だ。

　うちの朝霞もあれくらい愛あい嬌きようがあればなぁ……と見送っていると、今度は妹の咳払いが聞こえた。

　はッと我に返って、改めて席上の三人を見回す。

「ふぁ……っ」

　翌の正面に座るメヘン勇者リーンは、眠ねむそうだった。普ふ段だんの翌ならもう学校へ着いているような時間だが、勇者の朝は遅おそいらしい。

「会議なんて意味あるの？　やる気なさそうだよこのインベーダー」

　翌から見て右側に居る朝霞は朝からびしッとキメている。リーンに対する疑わしげな視線も、昨夜ゆうべと変わらずキメている。

「……だから誰がインベーダーだよ、妹」

　リーンはリーンで、何か波長の合わないものがあるのか朝霞の攻こう撃げき的な視線を迎撃的に睨にらみ返した。別に宙に火花は散らなかったが、空気は焦こげ臭くさくなった気がする。

（ああ……こんなにさわやかな朝に、俺の妹と勇者ヒーローが眼ガンを飛ばし合っている……）

　気の滅め入いる光景ではあった。学校ではクラス委員を務め、身だしなみに気を付け規則正しい生活を好む朝霞にしてみれば、がさつで適当に見えるリーンは目下の敵なのだろう。それにしてもピリピリしすぎている気はするが。

「まぁまぁ二人とも、そんな険しい目をしてたら、せっかくの可愛かわいい顔が台無しだよ。ほら、翌くんも困ってるじゃないか」

　怪け訝げんに朝霞を見つめてしまった翌の代わりに仲ちゆう裁さいしてくれたのは、この席では唯一の大人だった。

　鶴つる賀が羽は織おる。昨夜、朝霞を預かってくれた市庁舎の「なかよくする課」の職員だ。ドラゴンの墜つい落らく事故に翌が巻き込まれた事実をもみ消してくれた人でもある。

　朗ほがらかな笑え顔がおの似合う根明な感じのお兄さんだが、どこか軽けい薄はくと言うか、素す直なおに受け取れないようなところがあった。

「なんで『なよ課』の人が、朝っぱらからこんな場末に来てるのさ？」

　いただきますのあいさつもなく──当たり前だが──手にしたクロワッサンをもしゃもしゃと頰ほお張ばりながら、リーンがまだ眠そうに目をすがめる。鶴賀は愛あい想そよく笑みを浮うかべた。

「僕は市長の命令で、翌くんと朝霞ちゃんに十六門市のこと、メヘンのことをレクチャーしに来たんだ」

「母かあさ……母がですか？」

「ああ。巫女みこ王陛下や勇者の知ち遇ぐうを得た今、君は一種の公人だからね。外交問題への発展を避さけるためにもメヘンについて学ぶ義務があるし、市長や僕ら『なかよくする課』には教育する義務があるわけだ」

「義務……」

　今さらながら、翌は自分の就ついた立場に気き後おくれを感じた。あくまで個人として協力するつもりだったが、巫女王やリーンと関かかわりを持つ以上、鶴賀の申し出を断る権利はないだろう。関わるものが広く大きすぎる。

「なぁに。そう、しゃちほこばることもないさ。君たちの活動の参考になる観光ガイドだとでも思ってくれればいい」

　鶴賀は芝しば居いがかった仕草でぽんッと翌の肩かたを叩たたき、耳元にささやいた。

「僕らは君の味方だよ。鵐しとど目め翌くん」

「ど、どうも……」

　鼻白んで上体だけで身を引くと、鶴賀はあっさりと席に戻もどった。

　気付くと、リーンが胡う散さん臭くさそうに鶴賀を、朝霞が半眼で翌を眺ながめていた。なんとなくばつの悪い思いをしながら再び咳せき払ばらいして、自分もクロワッサンを手に取る。

「さて──食事しながらでいいから、早さつ速そく始めようか。まずはこれを読んでほしい」

　足あし下もとの鞄かばんを探さぐって鶴賀が取り出したのは週刊誌だった。ショッキングな事件の扇せん情じよう的なスクープや有名人のゴシップを主に扱あつかう、いわゆる大衆週刊誌だ。高校生の翌には馴な染じみのないメディアだった。

　十六門市外では雑誌はデータ配信に販はん路ろが移行しつつあるが、購こう読どく年ねん齢れい層の高いこういった大衆誌は紙かみ媒ばい体たいもまだまだ根強い。端たん末まつの充じゆう電でん方法が煩はん雑ざつなメヘンでは尚なお更さらだ。

「下衆の勘かん繰ぐり」という成語の標本を並べ立てたようなフレーズが並ぶ中、十六門市の文字を見つけてページをめくる。

『徹てつ底ていルポ！　出現から９年！　荒あれ放題の元未来都市！　メヘン流民の悲ひ惨さんな生活はなぜ放置されるのか？　政府の本音を直ちよく撃げき!!』

　記事の題からして、現にメヘンに来て大通りの様子を見ている翌たちには違い和わ感かんを覚えるものだった。

「美味おいしいねこれ……なんかスーッとして目が覚める感じ」

　クロワッサンの感想を言いながら、朝霞が後ろに回ってくる。肩かた越ごしに顔を出して週刊誌の誌面にどれどれ……と目を落とす。日本語の読めないリーンは興味なさそうに食事に専念している。

　兄きよう妹だいは記事を読み進むに連れ──そろって微び妙みような顔になっていった。

　記事はまず、二つの世界の様式がどろどろに溶とけ合ったような道路や、商業区の路地裏で酔よい潰つぶれたドワーフが熊くまほどもある野の良ら犬いぬに寄っかかって寝ねている白黒写真を大きく掲けい載さいし、それぞれの写真に「まるで世紀末」「『日本の酒は旨うまいね』とろれつの回らない声で言い、路上で寝込むドワーフ族の男性」などのキャプションが振ふられている。ダンスバーの前でドワーフの女性が呼び込みをしている写真もあった。

　いずれも、昼間の光の下で見れば翌たちの住んでいた田舎いなか町の盛り場と大差ない、あっけらかんと間の抜ぬけた風景なのだが、インクのにじんだ白黒写真で見ているせいでことさら陰いん惨さんな印象を受ける誌面になっている。

　本文もそんな煽あおりに沿ったもので、メヘンの人々は来日から九年経たった今でも原始的な環かん境きようで暮らしているとか、新しい世界での定職を得られず日ひ雇やといの仕事で口を糊のりするホームレスが相当数に及およぶとか、終しまいには幼げに見えるドワーフの女性たちが夜の商売に励はげむ姿は痛々しい、等々……

　コメントに困っている翌の隣となりで、あらかた読み終えた朝霞がぽつりと呟つぶやいた。

「何これ……これじゃ、まるで──」

「かわいそうな人たち、みたいだろ」

　迷った言葉の先を継ついだのは鶴賀だ。翌は、思わずうなずいていた。

　メヘンの特色や文化を日本人の価値観で一方的に査定して、勝手に「未開」「貧困」の烙らく印いんを押してしまっている。ドワーフの女性なんて、地球人の感覚で見れば幼く見えるだけで、酒にも強ければ、自分自身の行動に責任を取れない未成熟な精神の持ち主でもない。この記者はおためごかしにメヘンを侮ぶ辱じよくしているのだ。

　ここに書いてあることは、ある一定の視点から見た事実ではあるのかも知れないが、同時に、たった一つの視点に拠よって好き勝手に語られた偏へん見けんの極きわみだった。

「でも……こっちに来る前に調べた感じだと、ここまで極きよく端たんな記事は見ませんでしたけど」

「そりゃ、テレビや、ちゃんとした会社のニュースサイトに載のるような情報は作る方も慎しん重ちようになる。……なんでかはイマイチ不明なんだが、今の日本政府はメヘンに対して腫はれ物に触さわるような、丁てい重ちような態度を取ってるからね。

　この週刊誌みたいな偏かたよった記事を書いたら、シャレにならない圧力をかけられるらしい。だけど、メジャーなメディアも注意深く読めば『メヘンは日本の中の発はつ展てん途と上じよう国こくで支し援えんが必要だ』という論調になってるのが解わかると思うよ」

「これがあるからニッポンを頼たよれないんだよ」

　クロワッサンを親の仇かたきのように嚙かみ砕くだき、飲み下し、リーンは鶴賀を睨み付けた。

「ボクらをニッポンに比べてダメな連中だって決めつけて、そういう宣伝してみんなに思い込ませて、そんでなし崩くずしにメヘンを自分たちの物にしようとしてるんだ」

　鶴賀は勘かん弁べんしてほしいとばかり両手を広げた。

「いや、少なくとも僕ら市庁舎の人間は、そんな宣せん撫ぶ工作みたいなことはしない。あくまでメヘンの良いところは残して、日本の良いところを取り入れてもらう融ゆう和わを願うだけだよ。

　だからこそ、そういう悪質な誘ゆう導どうがあることを翌くんたちにも知っておいてほしかったんだ」

　翌はしばらく鶴賀と記事とを見比べて、それから訊きいてみた。

「……本当に、日本の政府はメヘンを吞のみ込もうとしていて、それでメヘンに悪い……いや、弱いイメージを付けようとしていると思いますか？」

「ぁー……難しい質問だけど、マスコミがメヘンに同情を集めようとしているのは、現政権の意向ってわけじゃあないと思うよ。むしろ逆だ」

「？　どういうことですか？」

「メヘンが困ってるってことになれば、政権与よ党とうの政策を糾きゆう弾だんできるからさ」

　正直、翌には意味が解らなかった。ぽかんとしているのを見て取って、鶴賀が補足する。

「ペンは剣けんよりも強しと言うが、逆に言えば、丈たけ比くらべする剣がなきゃ、ペンも力ちから自じ慢まんができないってことだ。

　この国の『お客さん』であるメヘンが困ってるとなれば、饗きよう応おうの人格である現内閣の落ち度だ、失態だ、悪政だ。ジャーナリズムの発はつ揚ようには絶好の付け目さ。

　日本の文化は外来者である客人まれびとに一種の信しん仰こうを持ってるからね。それが異世界から来たとなれば、注目度は抜ばつ群ぐんだし、直感的に支持率に影えい響きようする」

　だから、メヘンは困っていてもらわないとならない。

　困っていなければ、いくら報じたところで、それは報道でしかない。だが、ジャーナリストは常に告発者になりたいという欲よく望ぼうを抱かかえている。

「加えて言えば、メヘンに支援が必要だと強調することで、十六門市建造の時の特とく需じゆを再現できるんじゃないかと皮算用する会社から金を引き出そうとする連中の意向も働いてる。

　さっきも言ったように、今の政権はなぜかメヘンに頭が上がらないような不ふ干かん渉しようの態度を取ってるが、それを糾弾する側の野党には相当な献けん金きんがあるはずだ。

　──とどめとばかり、今の野党の領りよう袖しゆうは、海外のボランティア事業の成果を看板に今の地位とクリーンなイメージを手に入れた人物だ。味も占しめてようってもんさ」

　長い話を聞き終えて──翌と朝霞は、なんとも言えないような顔を見合わせた。

　この町はどうも、見た目にも増してややこしい状じよう況きようにあるらしい。




「ちょっと前には、マイノリティの支援団体を名乗る連中からメヘンの権利運動キャンペーンをしないかと持ちかけられたことがあった。ところが、調べてみたら特定の外国人の排はい斥せき運動をしている団体とつながりのある手合いだ。

　市長が調べて断るよう勧すすめたから事なきを得たものの、もしそのまま申し出を受けてたら、異世界人が特定の人種差別に理解を示したって珍ちん妙みようかつ危険な状況になってたろうな。この手の議論の巻き添ぞえを喰くったら……まぁ、判わかるだろ？」

　──等など々など。

　その後も、メヘンが日本において様々な陰いん謀ぼうや利権に巻き込まれかねないという話を聞かされた。

「もちろん、ありのまま書く記者もいれば、善意の団体もある。そういう人たちも警けい戒かいしてかからなきゃいけないってのが悲しいところだな」

「国の中に異世界があるって大変なことなんだな……」

　今さらながら、メヘンの置かれた複雑な立場と、異世界だろうとなんだろうと利用できる物は利用する人間のたくましさを思い知らされて、朝から疲ひ労ろう感かんに肩が重い。

　確かに今のメヘンには、害意をあからさまにして襲おそいかかってくるような敵はいない。そういう敵がいれば、従来の武力に依よった勇者の餌え食じきにもできただろう。だが、今のメヘンには味方しかいない。ただし、ある意味で敵より性質たちの悪い味方だ。

　戦いの中で生きてきた騎き士したちが、混乱と我が慢まんの限界から戦争を始めたがる気持ちも解らなくはない。

「……なんで誰だれも頼れないのか解った気がする」

　鶴賀の話を聞くまでは、適当な大人に任せて翌は連れて帰ろうとしていたフシがある朝霞でさえも納なつ得とくする混こん沌とんぶりだ。この国を注視する様々な集団の、十と重え二十はた重えに張り巡めぐらされた思おも惑わくの網あみをくぐり抜けて、メヘンの人々に広く慕したわれる勇者を育て上げねばならないのである。

「ボクの苦労が少しは解ったろ？」

「……あんたが自じ慢まんすることじゃないでしょ」

　使命の困難さを共有しても、朝霞とリーンの仲が良くなることはなかったが。

「なんか無理ゲーって感じですねー」

　そんな険悪な二人とは違ちがって朗ほがらかな声を出したのは、隣のテーブルで自分の朝食をパクついていたノエルだった。瀟しよう洒しやなデザインのセーラー服に着き替がえている。

　彼女は鶴賀がぺらぺらと語っている内に奥から出てきて、「あ、もうすぐ学校の時間なんで着替えちゃいましたけど、何かあれば承うけたまわりますから」と隣のテーブルで自分もパンをついばみ始めた。

　話の途と中ちゆうだったので反応できなかったのだが、気になってはいた翌は一息ついて話しかけた。

「えーと……君は──」

　ノエルは口に運びかけていたパンを置き、にっこりと笑った。

「ノエルです。潜楽もぐらきノエル」

　ドワーフは元々実名を持たず、住んでいる山の名を代わりにする種族だ。彼女の潜楽のような日本風の姓は、ドワーフの中でも進取の気風を持った一族が、日本に住むに当たって自主的に付けたものだった。

「ノエルは、学校に通ってるのか？」

　翌の知る限り、十六門市に学校は小・中・高校が一つずつ在るきりだった。ガイドブックには十六門市に住む日本人向けの学校とあったように記き憶おくしている。

　巫女みこ王の依い頼らいを引き受けた以上、翌も早めに転校せねばならない。話を聞いておきたかった。

「はい。ここの学校は基本的に日本人向けなんですけど、三年前から希望すればメヘン人の子供も入はいれることになったんです。まだまだ数は少ないですけどね」

　聞けばメヘン人の生徒は、最初に多角的に学力を測るテストを受けて、その成績別に小学校から高校まで授業ごとに教室を移動するらしい。今日のように、受けられる授業が昼からしかない日もあった。

「休み時間ごとに移動するのが大変ですけど、小学校の子たちと『こくご』の勉強したりするの楽しいですよ。ひらがなは読めるようになりました」

　でも時々「さ」と「ち」が、どっちがどっちか判らなくなります。と、ノエルははにかんだ。

[image: ]

　これだよ。と、翌は思った。朝霞に足りないのはこれなんだよ。と、重ねて思ったら、口にしたわけでもないのにテーブルの下で朝霞に足を踏ふまれた。

「……ちょっと翌。会議じゃなかったの？　宿の子に粉かけてる場合じゃないでしょ」

「メヘンの子に生活の実情を聞いてるんだよ！　貴重な意見だろ」

　まだ半眼だったが、朝霞は足をどけてくれた。翌はさらにノエルへの質問を重ねた。

「メヘンの若者って普ふ段だんどんなことしてるのかな？　日本から入った遊びとかする？」

「そうですねー……樹海に住んでるエルフの人たちのこととかはよく解りませんけど、ノエルの周りではオタクが多いですよ」

「オタク？」

　予想外の単語が出てきて戸と惑まどった声を出したのは、朝霞だった。

「オタクって、何かのマニアって意味？　切手を集めたり」

　ノエルはふるふると首を振ふり、制服の隠かくしからスマートフォンを出してみせた。

「いえ。ネットで動画サイト見たり、アニメ見たり、画像投とう稿こうサイトで好きなアニメの奇き麗れいなイラスト見つけてにやにやしたり、ぼーかろいどの曲を漁あさってみたり……」

「え？　それ、オタクじゃん……」

「だからそう言ってるじゃないですか」

　朝霞とノエルが、お互たがいきょとんとして見つめ合う。朝霞はファンタジーっぽい世界の人がそういうニッチな趣しゆ味みに理解を示し、のめり込むのが意外だったのだろうが、翌はまた別の理由で驚おどろいていた。

「あれ？　でも、精せい霊れいの翻ほん訳やくって肉声以外には働かないんですよね？　理り屈くつは知りませんけど」

　鶴賀に目を向けると、さっきまでの能弁が噓うそのように肩かたをすくめた。

「こっちの分ぶん析せきじゃ、『霧きり』は、人の発した声を太古の未揚よう陸りく知性体が思考とコミュニケーションに用いた第だい零ゼロ言語に変へん換かんして、超ちよう音おん波ぱのように『聴こえないようで聴こえている』状態で元音声の可か聴ちよう範はん囲い内の個体に伝達。その後は、受け手側の脳の中で言語進化のプロセスが再生されて意識の表面に意味が結ばれる……だったかな」

「……鶴賀さん、その解説、意味解ります？」

「いや全く。新納にいろなんたらとかって頭のおかしな天才学者センセイの仮説だ。凡ぼん人じんの僕にゃさっぱりだよ」

　ともかく、学校への入学が認められたのが三年前で就学率が低いなら、ネット上の日本語表現や、複雑な内容のアニメーションを理解できるメヘン人がそう多くいるとは思えない。

「ノエルや友達は、もう日本語のリスニングができるのか？」

「いえ、機械から出る日本語はちょびっとしか解りませんよ。電話で話せるのもメヘン人の友達だけだし。

　でも、動画やアニメなら全体の動きや……フンイキ？　でなんとなく解りますし、音楽はリズムに乗るだけで楽しいですから」

　ノエルは言葉を切って立ち上がり、無造作に翌の手を取った。そうして、自分の掌てのひらと翌の掌、サイズは違うがおおむね相そう似じしている二つを重ねてみせる。

「……ほら、いくら言葉が通じなくたって、頭が大きくて、二本足で立って、器用な一〇本の指があるって身体からだの形は同じです。だから、ニッポンの人でもアニメのキャラクターでも、体が動いてるのを見たら、自分も体を動かしているような気になるんです」

　いわゆる共エンパ感シー能力という奴やつだろう。何かの本で、ミラーニューロンという神経細さい胞ぼうが、「自分が行動Ａをしている時」と「他人が行動Ａをしているのを見た時」に共通して活動して、他人への共感を発生させているとか読んだことがある。

　であれば、ドワーフといえど地球人と同じような身体構成デザインを持つノエルがアクションの多い動画を楽しんだり、同様の音楽的感性を持っているのは不思議ではない。

　ひとまず納得した翌の耳に、ちょっと寂さびしそうに言い添そえるノエルの声がそろりと入ってきた。

「それに……画面を通してなら、ニッポンの人たちの飾かざってない姿が見られますから」

　合わせたままだった小さな掌がゆっくり丸まっていくのがくすぐったい。

「学校でイジめられたりしてるわけじゃないですけど、ノエルはやっぱり、この世界の人間じゃないですから、どっか遠えん慮りよされちゃって。ニッポン人の友達が話している中にノエルが入ると、声が小さくなるのが判るんです……」

　そう語るノエルの声は、たぶんその日本人の友達と同じように小さくなっていた。

　急にいじらしくなって、翌はノエルの手を握にぎり締しめた。指の間に自分より一回り太い指が割り込んできたノエルの手は、一転して五指をピンと反らす。

　へっ？　と驚いて見つめてくるノエルに、翌はありったけの誠意を込めて訴うつたえた。

「しばらくここでお世話になるし、俺にできることがあったらなんでも言ってくれよ。中学校くらいの勉強だったら朝霞に教え慣れてるから力になれると思う」

「は、はぁ……」

　ノエルはぽかんとして、それでもうなずいていた。その動作で眼鏡がずれたが、直すのも忘れている。

「……何をナチュラルにセクハラしてんのよっ」

　そんな不思議な空気を一いつ閃せん、断たち切ったのは朝霞のチョップだった。びしッとスナップの利きいた手刀に翌の手が打ち落とされ、二人の手はあっさり別れた。

「セクハラってなんだ……ちょっと感動しただけだろ、今まで周りにこんな健けな気げな子いなかったし」

「はぁ……何それ嫌いやみ？　都合のいい妹じゃなくて悪かったわね」

　お互い思うところがあるらしい兄きよう妹だいが睨にらみ合う中、ノエルはまだぼけっとして自分の手を握ったり開いたりしていた。

　そんな彼女に、ふと何かを思い出した勇者が声をかける。

「あ、そういやノエル。お前が言った通りにラーメン屋で文句言ってみたけど、ただ喧けん嘩かになっただけで何もうまくいかなかったぞ」

　さっきまで忘れていた割りに、リーンはそこそこ本気で腹を立てているようだった。ノエルは我に返って眼鏡の位置を据すえ直す。

「あれ？　ダメだった？　……おかしいなぁ」

　何年か前からこの店に居い候そうろうをしているリーン相手だと、ノエルの口調も砕くだけたものになるようだった。

「なんの話？　昨日のこと？」

　鵐目兄妹の喧嘩は熱しやすく冷めやすい──飽あきているので──。ラーメン屋という単語に反応して、朝霞が二人に訊きく。

　リーンは不ふ機き嫌げんなまま、立てた親指をノエルへ向けた。

「こいつが『料理を出してるお店は、まずはダメ出しして、それから仲良くなるのが基本ですよ』とかって言うからさ。それで昨日、不味まずいって噂うわさのラーメン屋で正直にそれを指し摘てきしてみたんだよ。

　勇者活動の第一歩として」

「あれ勇者活動だったのか……？　あ、いや……でも、なんでクレーム言うと仲良くなれると思ったんだノエル」

　翌の視線を受けて、ノエルは不思議そうに目を瞬またたかせた。

「え？　だってノエルが友達に貸してもらったニッポンの料理マンガだと、『えさトミタリ』とか『三〇点』とか『カワイソウニ、貧シイ吸イ物シカ飲ンダコトガナインダナ』とか『モシカシテ、コレ料理？』とか……

　暴言から物語おはなしが展開して、最後はみんなで美味おいしい物を食べてめでたしめでたしって感じが定番ですし。ニッポンではそういうものなんでしょ？」

「ああー……確かに料理漫まん画がってやたら煽あおってかかるけど……」

　何かおかしかったですか、と首を傾かしげるノエル。この子もちょっと変わったところあるな、と認にん識しきを改める翌に、今度はリーンが喰くってかかる。

「どーいうことだよアクルー!?　ボクはノエルの友達に訳してもらいながら読んだマンガみたいに、暴言の後で美食を通じて偉えらい人に一目置かれるようになって、立派な勇者になる足がかりを作るつもりだったのに！

　話が違ちがうじゃないか！」

「いやフィクションだから……て言うか、暴言吐はいた相手と喧嘩別れするパターンも多いから、話が違いすらしないよ」

「サギだーっ」

　なんか、のべつ幕無し女の子に責められてるなと思いつつ。

　翌は、この「敵はいないが味方が怖こわい」国の中、目の前で日本の文化に対する日ひ頃ごろの愚ぐ痴ちを並べ立てている少女を勇者ヒーローにする方法を考えあぐねて、天てん井じようを仰あおいだ。




　その後、スマートフォンの時計に目を落としてあわてて出て行ったノエルを見送り、営業時間が近いからと店から追い出された翌たちは、一いつ旦たん解散した。

　鶴賀は午後から出勤すると市庁舎に向かい、翌とリーンは気分転てん換かんの散歩へ出ることにした。

　朝霞は宿に残っている。出がけのこんな会話で、機き嫌げんを損そこねたからだ──




「……まだお母さんと連れん絡らく付かないの？」

　朝霞はそれがずっと不満なようだった。母から呼び出しておいて、まだ顔も見せないのだから怒おこるのも当然ではある。朝霞が今後の予定を決めていないのも、母に会ってからと思っているからだろう。苛いら立だつのももっともだ。

　翌も、朝霞のこれからのことについては母に直接会って相談したいと思っている。

「メールは真夜中に返ってきてたよ。俺の怪け我ががなんとかなって良かったって。朝霞にもよろしくってさ」

　十六門市内では電波の送受信は困難だが、それ自体が通信ケーブルである建物の壁へき面めんに端たん末まつを接せつ触しよくさせた状態なら、通話もデータの送受信も可能だ。ノエルの持っていたスマートフォンなどは、壁かべに接触させながら通話できるよう、ワイヤーケーブルのリールが付いたタイプだった。

　そうやって《地の塩》亭の壁から受信した母のメールには、怪我の心配の他ほか、現在の状じよう況きようは把は握あくしている、できれば巫女みこ王陛下の力になってあげてほしい、というような内容が書かれていた。

「……なんでわたしのメールには返事がないのよ？」

「『朝霞にもよろしく』って書いてあったよ。今日も面会の時間は取れないみたいだけど」

「……翌もちょっとは怒りなさいよ」

「それは……時間が取れないのは、市長の息子むすこがメヘンの重要な事業に関かかわるってことの説明と釈しやく明めいをする仕事に追われてるから、って聞かされると怒るに怒れないかな」

　これは鶴賀に聞かされた話だった。母は自分からは滅めつ多たに言い訳をしない。言い訳をしないのは立派だと思うが、失敗に順当な理由があってもその釈明をしないのは悪い点だとも思う。

　朝霞は子供の頃ころから、断腸の思いで旅行や参観日の約束を破ってきた母親の言い訳を聞けなかった。そしてそれは、翌のせいでもあるのだ。

　朝霞がまだ赤ん坊ぼうの頃、同じように約束を破った母に翌は「いいわけはいーよ！」と断罪した。そうしたら、母は本当に、一いつ切さい言い訳を、事情を話して理解を求めるという行こう為いをせず、ただひたすら謝罪するだけになってしまった。

　潔いさぎよすぎるのも考え物だ。幼い頃からヒーロー作品に憧あこがれてきた翌などは、子供の癇かん癪しやくを律りち儀ぎに受け入れてしまう母の精神力にむしろ感心してしまい、カッコイイと思ったくらいなのだが、朝霞にはそんなもの関係ない。

　普ふ通つうに、背中ではなく口で語ってくれる母親が欲しかっただろう。

　だから翌は、母の分まで朝霞の話に、言葉に耳を傾かたむけようと心がけている。

「母さん、朝霞に嫌きらわれたくないけど、どうすれば好かれるか判わからなくて、直接連絡するのが怖いんじゃないかな」

「……仕事が忙いそがしいから面めん倒どうくさいだけじゃない？」

「そんなことないよ」

　どーだかっ、と疑わしげに毒どく突づいて、朝霞は収まらずにリーンへ話を振ふった。

「あんたはどう思う？」

　リーンは振り向かなかった。

「何が？」

「お母さん……市長ってどんな人？　会ったことある？」

「……何度かね。ま、事務的な通達みたいの言われるくらいの付き合いで、正直ボクは思い入れないけど。ただ……シータの前では市長の悪口は言わないでほしいかな」

「シータって……巫女王さん？　なんで？」

　そこでリーンは振り返った。その遠くを見る目に、翌は何か、はッとした。

「この九年間、転移で母上を失ったあの子の支えになってくれた人だからね」




　十六門市長、鵐目夜よ明あきはメヘン転移の直後、先代巫女王の死に目に立ち会った。そして、その場で涙なみだをこらえながら王位継けい承しようを宣言した現巫女王シータの、震ふるえながら背筋を伸のばす姿を見ていた。

　それから、当時まだ幼児と言っていい歳だったシータと頻ひん繁ぱんに連絡を取り合い、地球や日本のことを教え、シータが周りに漏もらせない弱音や愚痴を聞き助言を与あたえてきたのだという。リーンが語った母と巫女王シータの信しん頼らい関係は、翌が巫女王に聞いたよりずっと強くて心情的なものだった。

　翌は納なつ得とくした。だからシータは、他にも理由があるにせよ、こんな大事な役目と親友のリーンを翌に託たくしたのだと。

　そして、何か複雑な顔をしてリーンの話を聞いていた朝霞は、

「なんか疲つかれたから、部屋で休んでる……」

　浮うかない様子で宿の二階へ引っ込んでしまった。翌は少し迷った後、体調が悪いわけではなさそうだと判断してリーンに付いて外へ出た。




「ああ見えて、優やさしい子だからさ──」

　大通りのように華はなやかではないが、猥わい雑ざつでアンダーグラウンドな魅み力りよくを持った商店が建ち並ぶ商業区の路地。表通り以上に整地の進んでいない獣けもの道みちのような小こ径みちで、先を行くリーンの背中を追いながら、翌はなんとなく説明をしていた。

「母さんが巫女王陛下に親身になるのが悪いことじゃないって解わかるのに、本当の娘むすめの自分が構ってもらえないことに嫉しつ妬ともしちゃって、自己嫌けん悪おしてるんだと思う」

　リーンは野球帽ぼうごと頭を抱かかえて振り向いてきた。なぜか顔を赤らめている。

「……その分ぶん析せき、正しいのかも知れないけどさ。兄あに馬ば鹿かこじらせすぎてて気持ち悪いって言うか、聞いてる方が恥はずかしいって言うか……」

「えっ!?　そ……そうかなぁ？」

「そうだよ。妹のこと好きすぎだろ」

　心当たりは確かにある。高校でも世間話の最中にふとしたことでシスコン呼ばわりされることがあったし、何かと話が合って良い雰ふん囲い気きになり、交際寸前まで行った少女に「な、なんか鵐目くん、妹さんの話、多いよね……」という発言をもらって以来なんとなく関係が自然消しよう滅めつしたり……

　立ち止まったのを機に、リーンは目を細めて翌を頭から足まで眺ながめ回した。

「アクルさ……恋こい人びといないでしょ？」

「!?　なんで知しっ──……あ、いや、そうだよな。恋人とかいたら、さすがにここに滞たい在ざいしてリーンの手伝いとか引き受けないもんな」

　合理的に推理できる根こん拠きよを見み出いだしたものの、現実逃とう避ひであるという自覚はあった。案の定、リーンは容よう赦しやない。

「いや、それ以前の問題だよ。顔はまぁ……悪くない気もするけど、なんか雰囲気もっさいし、おまけにああ口うるさい妹のことばっか気にしてるんじゃ嫁よめの来き手てもないよ」

「将来よめまで絶望された……」

　思わず肩かたを落とした翌の頭をぽんぽんと叩たたき、リーンはにやにやと語りかけた。

「ま、アクルが妹離ばなれして、ボクがみんなに慕したわれる英えい傑けつ士しになったら、褒ほう美びに嫁の世話くらいしてやるからさ」

「……だったら、お返しにリーンの相手は俺が見つけてやらないとな」

　リーンの頭を押さえつけ返すと、乱暴にはね除のけられた。

「ボクはいいんだ、そういうのは。女とか家は捨てて、シータを守るんだから」

「陛下がお前のお嫁さんになるっておっしゃったってアレか？　子供の頃の話だろ？」

「そうじゃなくて……それがボクの義務なんだよ」

「友達だから？　それとも、勇者としての忠義か」

　ちょっとしつこいかとも思ったが、翌はこだわった。リーンの勇者たる動機は把握しておくべきだと思った。

　リーンは横目で翌を睨にらんだが、真っ直すぐ受けると目をそらして、唇くちびるを震わせた。

「……友達なのはもちろんだし、それに、シータの母上を奪うばったのは……」

　言葉は途と切ぎれたまま帰ってこない。翌は待つかどうか迷って、少女の首の角度が少しずつ落ちていることに気付いて、降参した。

「ごめん……図ずう々ずうしかったな」

　リーンは、目だけで翌を見上げてきた。翌は弱々しく訊きいた。

「赦ゆるしてくれるか？」

「別にいいよ……偉えらそうなこと言ったって、ボクも翌と変わらないんだから」

「っ？」

「兄きよう妹だいのことで苦労してるってこと」

　それだけ言って何か気が晴れたのか、リーンは一転笑え顔がおになって歩き出した。

　思わずその笑顔に見とれてしまい、言葉の意味を考えるのに時間がかかった。

　先代巫女王の死は異世界からの転移の際の負ふ荷かだと聞いたが、リーンの兄弟が何か関係しているのだろうか。

　考えても解るわけがないが、でも、覚えておこう。

　狭せまい路地から見上げるメヘンの空は原色の油絵の具のように、生きっ粋すいに青かった。




　　　　◇




「ねー、おじさん、聞いてます？」

　宿である《地の塩》亭に残った朝霞は、カウンター席で管を巻いていた。

　店は、昼時になると予想外ににぎわった。客層は作業着を着てなぜか皆みな一様にサングラスをかけたドワーフの男たちや、ラーメン屋にいたような普通のサラリーマン、隅すみっこの席で一番安い定食を突っつきながら日本語の文庫本をノートに写しているエルフの青年など様々だ。ただ、女性や子供の姿はなかった。

　聞こえてくる客の声によれば、労働者にはありがたい、安くて旨うまくて量が多い穴場の名店というような扱あつかいらしい。朝のパンも美味おいしかったし、あのラーメン屋とは違ちがって、ここの店主は良い腕うでをしているようだ。

　今は一通り客の注文をさばききり、食い終わった食器を下げるのを待機するような状況である。

　カウンターに座って店主に愚ぐ痴ちっている朝霞は、無地のエプロンを身につけていた。給きゆう仕じを手伝ってくれれば昼食を無料ただで提供するというので、どうせ手持ち無ぶ沙さ汰たの朝霞はなんとなく引き受けてしまった。

　何もしないでいると嫌いやな考え事をしてしまう、というのもあったが。

「そりゃ、こんなややこしい町の市長してれば忙しいのは解りますよ。わたしだって子供じゃないんだから」

　新来の客を待ちながら皿を磨みがいていた店主は、何か言いたそうに朝霞を見たが、睨み返されて黙だまった。元々口数が多くない上に、末娘のノエルと同じ年とし頃ごろの朝霞はどこか苦手だった。恐おそろしく記き憶おく力の良い朝霞の働きぶりが思いのほか優ゆう秀しゆうで、文句を付けづらい流れだということもある。

「まだまだ子供だって言いたいのかも知れませんけど、それならなおさらです。年に一度くらいしか会えないなんて、親子って言うよりただの親しん戚せきですよね」

　今度は朝霞が反応を待ったが、店主は何も言わなかった。ただ、聞き流しているのではない証しよう拠こに、朝霞の方を見てくれてはいる。朝霞は自然と上うわ目め遣づかいになった。

「……怒おこらないんですか？　大切な仕事をしてる家族に我がままだって」

「変な話だな」

　店主は答えてくれたが、いかにも嚙かみ合わない言葉だった。しかし、何か感かん慨がい深ぶかいような嘆たん息そくの後、朝霞の不満に意外なほどの賛同を示した。

「そりゃあ、怒る。お前の母親がメヘンの鉱山に住むドワーフの一族なら、まだろくに働けない子供を放って家に帰らないなんて以もつての外ほかだ。もしそんなことがあれば、刑けい罰ばつを受けて周囲から軽けい蔑べつされ、その山には居られなくなっていただろう」

「け、刑罰？」

　出し抜ぬけな単語に目をぱちくりさせる朝霞。旧世界からこちらへ、ドワーフの一家の長おさとして家族を率いてきた男は、あくまで平板に続けた。

「そうだ。ドワーフの女は、一度『母親』になれば、もう『女』には戻もどれない。子が働けるようになるまで育て、子が働くのを助け、子が孫を育てるのを見守る。それが役目であって、自分の仕事に打ち込むなんてことは、もうできない」

「そんなの……酷ひどい。女性差別じゃないですか」

　ノエルにもそんな生き方を強しいるつもりだったのか──そう思って、あの無む邪じや気きな笑顔を思い出すと怒いかりさえ湧わいてくる。しかし、ドワーフは素直に認めて、その柱のような首を力無く振ふった。

「差別か……そうかも知れないが、男は男で、いざ魔ま獣じゆうとの戦いくさとなれば山と国を守って死ぬのが当たり前だったからな。子供を産む力を持った女たちには、家で子供を守ってもらって、生き延びた男の子供を授さずかってもらわねば部族が滅ほろびる運命だ」

　朝霞は絶句していた。差別も何も、メヘンが在ったのは、初めから選せん択たく肢しのない世界だったのだ。

　そうして怖こわくなった。とんでもなく甘えた不満をぶつけていた自分は、店主を怒らせているだろうかと。確かに朝霞は、「変な話」をしてしまった。望んで自由を得た社会の少女が、母を親であることに縛しばろうとしていたのだ。だが。

　店主は怒っていなかった。それどころか、朝霞に初めて、ほんの微かすかにではあったが、笑みを見せた。

「前の世界が懐なつかしくないと言えば噓うそになる。あちらはあちらで、苦しいこともあれば楽しいこともあった。

　だが……九年──こちらの世界の文化を伝え聞き、ニッポン人の客とも触ふれ合う内、感謝もするようになった。ノエルや他ほかの娘たちに、何度でも人生を選ばせてやることができるんだからな」

「……だから、こんなに忙いそがしいのに、ノエルを学校に行かせてるんですか？」

「市長の強い推進で、メヘン人にも学校が開かれたお陰かげだ」

　朝霞は、黙った。エプロンの端はじを握にぎり締しめて、背後の客たちの喧けん噪そうも意識の外に置いて。

　あんまり長く黙るので、店主は気まずくなってきた。後ろ頭を搔かきながら、蛇だ足そくかも知れない言葉を足す。

「……俺は別に、お前が母親に文句を言うのを悪いというわけじゃない。さっきも言ったが、俺にもドワーフの男としての根こん性じようは染しみついてる。娘むすめがいなかったらニッポンの女たちを認めることもなかったろうし、今だって、自分の子供を捨て置く母親なんぞムカッ腹が立つ。ただ──」

「知らなかった」

　店主の言葉を遮さえぎって。

「……お母さんのことも、この町の人のことも。ガイドブックでしか知らなかったって知りました。それで、知りたくなりました」

　朝霞は、この町に来て初めて、心からの感謝を言葉にした。

「だから、ありがとうございます。知ってからじゃないと、適切にお母さんをぶっ倒たおせませんもんね」

　ずっと不ふ機き嫌げんだった朝霞のすっきりした笑顔に店主が驚おどろいていると、カラカラと音がして引き戸が開かれた。昼下がりの新客だ。

　朝霞は素す早ばやく立ち上がり、エプロンの位置を直しながら出で迎むかえに走った。

　だが。

「いらっしゃいま…………せ？」

　そこにいたのがついさっきまで俎そ上じように載のせていた母親であることに気付いて、せっかくの笑顔を引きつらせた。




　　　　◇




「おっちゃん、四つちょうだい」

「二つで十分ですよ」

　リーンがメヘン人の屋台──日本語で「スシ屋」と書かれた看板が掛かかっているが、出てきたのは翌が見たことのない真っ黒い魚が丸々二尾びだった──で小腹の憩いこいを確保しているのを眺ながめながら、翌は考えに耽ふけっていた。

　市外の魑ち魅み魍もう魎りように利用されることも、メヘンの人たちを卑ひ屈くつにさせることもなく、ノエルのように今の生活に楽しくも違い和わ感かんも覚えている人たちの力になって、群を抜ぬく名望を得られる──そんな仕事…………

「……って、そんな簡単には浮うかばないかぁ」

　見上げる空は、いつの間にか赤紅に染まりつつある。リーンと二人、昨日はろくに見物できなかった商業区を歩き回り、小高い丘おかの上から居住区やその向こうのエルフ族居住地・精神樹海を遠く眺め、目立った施し設せつを案内してもらっている内にこんな時間になっていた。

　見て回れば回るほど、日本人の翌から見ると不思議な町だった。住んでいたのは田舎いなかだがちょくちょく都会に出ていた翌には廃はい墟きよにも見えるような光景だというのに──元の十六門市が洗練された未来都市だけに、滅びに瀕ひんした世界の町と融ゆう合ごうした結果は壮そう絶ぜつだった──、そこに生きる人々は平気どころか元気なものだった。

　元々商人だった者たちは案外簡単に衣ころも替がえして、空いていたテナントを市に借り受けて日本の商品を売買している。結果、昨日も見た通り、電気インフラ以外の生活様式はすっかり日本に染まっていた。

　商業区の大通りは活気にあふれている反面、無気力な様子で町の片かた隅すみにたむろしている若者や老人の姿も多い。昼間に見かけた、何か爆ばく発はつでもあったか丸くえぐれた廃墟でひたすらスケボーを転がしていたエルフの少年が、夕方に戻って来ても全く同じことをしていたのが何かを象しよう徴ちようしているようではあった。

　そんな、一つの町の様々な姿に合わせるようにして、リーンも翌へいろいろな顔を見せてくれた。

　大通りの路上で手品と曲芸を織り交ぜたパフォーマンスを見せる日本の芸人を見れば目を輝かがやかせるし、ヘリウムガス入りの風船がお気に入りらしく新装開店のスーパーマーケットで子供に混ざって二つももらってきた。金に困ると配達のバイトをしているという郵便局では、顔なじみの局員と軽口を叩たたき合う。

　女性の局員が翌を見て「今日は彼氏連れなんだ」とひやかしてきた時、リーンは一いつ瞬しゆんきょとんとした後、笑った。ちょっとした爆ばく笑しようだった。翌は憮ぶ然ぜんとしてそっぽを向いた。




　荒あれているとは言っても道路工事は少しずつ進められていて、主に職にあぶれたドワーフたちが日本人の主導で作業に当たっていた。充じゆう電でんの難しい電動機はピンポイントでしか使えないため、彼らの剛ごう力りきは現場でも頼たよりにされていた。

　その工事現場で、何やらドワーフの作業員と肩を組んで写真を撮とっている日本人の青年──大学生くらいだろうか？──を見かけて、翌は小さく首を傾かしげた。

「あれは何をやってるんだろう？　観光客かな」

　それにしては軽装というか、薄うす汚よごれた感じの格好だった。しかも写真を撮ったらすぐ、ドワーフたちにお礼を言って去って行ってしまう。

　リーンも翌の視線を追って──興味なさそうに教えてくれた。

「ああ……あれは、ツルガが言うにはシューショクカツドウなんだってさ」

「就職活動？　これからあの現場で働くってことか？」

「じゃなくて……ボクもよく解わからないけど、あの写真を市外のでっかいカイシャの偉えらい人に見せて、『メヘンでボランティア活動してきました』ってアピールするんだってさ」

　説明を受けてみれば、恐らくは教えてくれたリーン以上に理解できた。あの青年はたぶん、就職活動中の大学生か何かだ。人事採用の面接で、あの写真一枚を根こん拠きよに「話題の異世界の町で復興に貢こう献けんしてきました」とでも主張する気なのではないだろうか。

　それが大おお法ぼ螺らであっても、国内であって国内でないメヘンの詳くわしい実情は来てみないと解らないところがあるし、だから写真一枚の情報に裏を取ることもできない。ほしいままに吹ふい聴ちようし放題だ。

　物心ともに貧しいような印象操作をされているメヘンに労働奉ほう仕ししてきたとなれば、会社の偉い小父おじさんたちは「なんと感心な若者だ」と評価してくれる……かどうかは、社会経験のない翌には想像しかできないが。

　鶴賀が言っていたなら、そういうことなのだろう。

「……なんだかなぁ。小こ狡ずるいって言うか……」

　声には憤ふん懣まんが混じってしまったように思う。たった一日いただけなのに、メヘンをそういう風に利用されることが不ふ愉ゆ快かいに感じるようになってしまっている。

　だというのに、メヘンの勇者たるリーンは案外にクールだった。

「別にいーよ。あの人の親も、ニッポンの税金納めてるんだろ。だったらメヘンに援えん助じよしてくれてる人ってことだし、あのくらいなら誰だれが困こまるわけでもない。払はらい戻しだよ。

　第一、ニッポンのカイシャがこすっからい人間を仲間に入れて後で困ったって、知ったことじゃないし」

　そんなことを語るリーンの横顔は、ひもを指に絡からめて風船をぽよぽよ浮かべている幼い仕草には不似合いに大人びたものだった。




　樹海を眺めた丘には、新都市建造前から存在したという小さな神社がぽつんと建っていた。翌に教えられて適当にお参りした後、リーンはすぐ近くに在った地蔵の小屋に風船をくくりつけた「これで寂さびしくない」。風船が紅白の二色だったのでめでたい感じだった。

　行政区に出来た高級レストランの前を通りかかった時は、「あ、大だい繁はん盛じようにおごり高ぶって初心を忘れた有名レストランっぽい店だ。今度はここで暴言吐はいてみるの？」と言い出したので止めておいた。

「料理漫まん画がメソッドは全ぜんボツだ……」

「だったらどーするの？」

　そうやって聞き返されると、翌は黙だまってしまう。

　そうそう一発逆転の妙みよう案あんを思い付くわけもない。しかし開き直るのも格好悪いし、無責任だ。こんなモテない男をパートナーに認めてくれたリーンを失望させたくない。

　だから何か、糸口だけでも示したいとずっと考えているのだが、今日の散策で得られたのは、十六門市メヘン国が複雑怪かい奇きな町だという実感と、ある曖あい昧まいな確信だけだった。

「ほらアクル、一つやるから食べろよ。スシはニッポンのソウルフードなんだろ？」

　さっき二尾買った黒い魚の一方を、わくわくした顔でにゅっと突つき出してくるリーン──日本人が寿す司しをどれだけありがたがるか見てみたいようだ──。

　ラーメン屋で出会って、市庁舎から《地の塩》亭に着くまでの彼女はもっと硬かたく、拒きよ絶ぜつを前提に話すようなところがあった。鶴賀に対する態度は今朝もそんな感じだったので、あれが勇者としての使命感やコンプレックスで固まった「普ふ段だんのリーン」なのだろう。

　一方、昨夜ゆうべ、宿の屋上で話してから素す直なおで快活な笑え顔がおを見せてくれるようになったリーンは「本当のリーン」なのだと思う。

　今日一日、この不思議な町を二人で歩き回ってみて。

　翌は、リーンが勇者としてすべきなのは今のような笑顔でできることだと、それだけを確信できた。

「いや……それたぶん寿司じゃない」

「えっ…………!?」

　とりあえず今は、真実のためにショックを与あたえてしまったけれど。




　あの怪あやしげな魚はスシではなかったが味は良かった。

　まだショックを受けているリーンを、今度本物を食べさせるからと約束してなだめ、そろそろ宿に帰ろうかという、その時だ。

　宿への近道だという狭せまい裏路地に、絹を裂さくような女性の悲鳴が響ひびき渡わたった。

　さすが勇者と言うべきか、リーンが電光の迅はやさで駆かけ出し──なんと家屋の壁かべを駆け上がって屋根に上がり、そのまま悲鳴の聞こえた方へ一直線に向かっていく。

「す、すごい！　メヘンの勇者は壁走りまでできるのか!?」

　翌はこんな時だというのに昂こう奮ふんして見送ってしまった。壁に残った足あし跡あとが結けつ晶しよう化して花びらのように散っていることからして、ただの運動能力ではなく何か精せい霊れい術を使っているのだろう。もちろん真似まねはできない。とにかく急いで悲鳴の聞こえた方を目指した。

　幸い、道は凸でこ凹ぼこしていても十六門市の区画は整然としている。迷うこともなく、目当ての方向へ進めた。

　そして走りながら翌は、背筋のぞッとする体験をした。悲鳴の聞こえた方向から、何か陰いん鬱うつな、それでいて良く通る声こわ音ねが流れてきたのだ。それは確かに声だったが体温の無い軟なん体たい動物のように耳じ朶だへ張り付き、耳の中に這はい入ってくるような、そんなしっとりと湿しめった声だった。

　意気を挫くじかれそうになるのを、リーンを一人にできないという想おもいで振ふり切って、とにかく全力で走る。運動は苦手でもないが得意でもない。息はすぐに切れたが、現場に着くまではぎりぎり保った。

　リーンに遅おくれることいかばかりか。そこは、資材置き場として確保されていた空き地だった。置くべき荷物はすでに使い切られ、再利用の目め処ども立たず正しよう真しん正しよう銘めいの空き地になっている。

　そんな空き地で、リーンはＯＬ風の日本人女性を背中にかばっていた。状じよう況きようからして、悲鳴を上げたのは彼女だろう。

　翌は息を整えながら駆け寄り、五メートルほどの距きよ離りを隔へだててリーンの対たい峙じする相手を見て──頰ほおを引きつらせた。

「──ゆ、幽ゆう霊れい!?」

「そ、そうなの！　事務所に帰ろうと近道したら、突とつ然ぜん現れて……」

　翌の端たん的てきな反応に、ＯＬ風の女性が食い付きよく同意を見せる。

「メヘンに来て二年になるけど、こんなの初めてよっ」

　女性の言う通り、そこにいたのは幽ゆう鬼きの類たぐいにしか見えないものだった。

　翌よりは低いがリーンよりは頭一つ分背の高い、女だ。それは斜しや陽ようの影かげに潜ひそみ、それでいながら自らは薄うすぼんやりした燐りん光こうを放っている。体に羽織ったケープのような物にじゃらじゃらと付けている円えん盤ばん状の何かは、呪のろいの道具だろうか。

　そして短めの錫しやく杖じようを胸に寄せて持ち、虚うつろな顔をして先ほどから聞こえている奇き妙みような、粘ねばり強い声を垂れ流している……

　しかし何より恐きよう怖ふを煽あおるのは、その顔だ。神様の彫ちよう刻こくだと言われても信じてしまいそうな、完かん璧ぺきな美び貌ぼうをしている。巫女みこ王シータも美しいと思ったが、彼女が幼さという未成熟からくる三日月の魅み力りよくを有しているのに対し、この幽霊は一点の瑕か疵しも過か剰じようさもない、満月の魅力を備えている。

　この世の者とも思われないのはこの世の者ではないからか。まさしく妖よう女じよ。

　何はともあれ、翌はＯＬの手を引いた。

「あなたは早く逃にげて下さい！」

「え？　でも、あなたたちは……」

「大だい丈じよう夫ぶです！　こう見えても、そこの女の子は──」

　俺の勇者ヒーローですから！　……と、続けることはできなかった。

「……キミさ、ただのエルフだよね？」

　その勇者が、なんとも呆あつ気けないことを言い出したからだ。

「違ちがう。ただのエルフではない」

　そして、リーンの呼びかけに声を止めた幽霊エルフもまた、無感動にぼそぼそと、しかし素すっ頓とん狂きように宣言した。

「わたしは世界一可愛かわいいエルフ、レレレリカ・パラ」




　自らが精せい霊れい術じゆつで作り出したという鬼おに火びを消すと、確かに美女──レレレリカ・パラはただの変な格好をしたエルフだった。夕日にさらされて陰いん影えいが減ってみると最初の印象より若く、翌と同じくらいの年とし頃ごろに見える。

　もっとも、妖怪あやしさを失っただけで美女であることには変わりない。ただ、無表情で話す時もほとんど唇くちびるが動かないせいか、人形のように味気なく見えた。

　そして鬼火とともに奇っ怪かいな印象を醸かもしていた、鱗うろこのように密集する小さな円盤は、翌には見覚えのある品だった。

「あっ、このじゃらじゃらしてるの、よく見たら朝霞の好きな『ＨＡＬハル／ＳＯＬＡソラ』の缶かんバッジだ！」

　色いろ違ちがいの可愛らしい衣装を着た二人の少女の写真がプリントされた、アルミ製のバッジだ。それがケープにびっしりと取り付けられている。

「何それ？」

　リーンの問いには、わけが解らず混乱していたＯＬのお姉さんが答えた。

「最近、ティーンズの間で流行はやってる双ふた子ごのアイドルよ。ネット上でだけ活動してる、匿とく名めいのネットアイドルね。その缶バッジもファンが作った奴やつだと思うけど」

「朝霞は父さんが用事で秋あき葉は原ばら行くのに付いてった時、ガチャガチャで買ってたな」

　リーンはますます混乱した。アイドルという存在は、慰い安あんイベントだとかで行政区の広場で公演しているのを見物したことがあるので、リーンも知ってはいた。なんか陽気に歌い踊おどる人たちだ。だが、

「なんでエルフが、アイドルのバッジ持って辻つじ斬ぎりみたいなことしてんのさ？」

　指し摘てきされ、レレレリカは小さく、四角く口を開いた。

「辻斬りではない。これはゲリラライブ」

　表情が薄いのでいまいち伝わってこないが、どうもショックを受けているらしい。

「わたしの歌をみんなに届けたかった。外の世界のアイドルはよくやってるという。ゲリラコマンドー」

　翌は思わず突つっ伏ぷした。

「やらないよ……て言うかあれ、呪じゆ文もんじゃなくて歌だったんだ」

「確かにステージは貧しい。しかしライトアップは頑がん張ばった。一人では寂しかったので、雑貨屋に入にゆう荷かしてたバッジを買い占しめてアイドル感を補った」

「むしろ怖こわかったよ……」

　翌の正直なツッコミを受けて、レレレリカは長身をしょんぼりと縮めた。装いのアクが強い割りに素直な少女だった。

「おいアクル、女を泣かすなよ」

「えっ？　あっ……ごめんなさい。ちょっと言い過ぎました」

　リーンに背中を叩たたかれ、翌はあわてて頭を下げてエルフの少女の顔色をうかがった。言葉に反応して顔を上げたレレレリカと目が合う。

　やっぱり虚ろで、だからこそ引き込まれそうに深いエメラルド色の瞳ひとみだった。その思わず視線を留とめられてしまう宝石の目がゆっくりとまばたきしたかと思うと、翌は顎あごを指で押し上げられて直立の姿勢になる。

　エルフのしなやかな指におとがいを押さえられ、目を白黒させている翌に、レレレリカはほんのわずか声を弾はずませた。

「あなた、ニッポンの人だけどわたしより背が高い」

　種族的な特とく徴ちようか、レレレリカは女性としてはかなり背が高い。朝霞が成人しても一〇センチ近く届かないだろう。メヘンでの絶対数が少ない日本人で明らかに背が高い相手というのは珍めずらしいのかも知れない。

「そ、そうですね……」

「わたし、どう？」

　は？　と、依い然ぜんとして顎を持ち上げられたまま意味の取れない翌。レレレリカは辛しん抱ぼう強づよく続けた。

「わたし、可愛い？」

　喉のどの詰つまるような感覚。翌は目をそらして、でも正直に答えた。

「……すごく、キレイだと思います」

「それではダメ」

「ええっ!?」

「可愛いと言う」

「いや、可愛いと言うよりキレイという感じ──」

　言いかけたところでスッと顎から手が離はなれ、レレレリカは離れて見守っていたリーンとＯＬのお姉さんと横並びになった。

「じゃあ、この中では誰だれが『可愛い』？」

　…………………………

　お姉さんは二十代後半くらいの上品な化け粧しようの美人ではあった。しかし、十代の翌の目から見て「可愛い」という感じではない。

　だから、というわけではないのかも知れないが、ともかく。

　自然と真ん中の勇者に目が行ってしまって、目が合ってしまって、うろたえたような声を出させてしまった。

「な、なんだよっ？」

「あらまー」

　どうやら危険な状況でないと判断したらしいお姉さん──さすが十六門市民は適応力が高い──は、口に手を当ててくふふとリーンと翌を見比べている。それに気付いたリーンはむすッとしてそっぽを向いてしまう。

　レレレリカは肩かたを落とした。

「やっぱり……小さい方が可愛いと言われる」

「い、いや、そんなことはないですよ？」

「じゃあ、その子の方が胸が大きいから？」

「違います！　どっちかって言ったら背の高さです！」

　思わず焦あせって本音を口走ってしまったのは、リーンに生ゴミを見る目をされたからだったが。

「やっぱり……」

　レレレリカはまた落ち込んでしまった。背が高いのを悪いと言った気はないし、一本筋の通った美しい女性という気がして好ましいとは思うのだが、彼女はそういう感想を求めていないらしい。

　放っておくわけにもいかず、翌は時になだめ、時に励はげましながら話を聞き出した。

「いったい、なんでこんなところでゲリラを……？」




　──レレレリカの家系は、森の奥深くに住むエルフ族の中でも優すぐれた狩人かりうどの一族として知られるという。

　長命な代わりに繁はん殖しよく能力の低いエルフは女子であっても継けい嗣しに取り上げ、レレレリカも一族の要かなめを担になう者として幼い頃ころから厳しい訓練を受けて育った。

　知能が高ければ高いほどエルフや動物に思考が筒つつ抜ぬけになるという、奇きっ怪かいな性質を持つ精神樹海。その魔ま境きようで狩かりをするには、集中と無心を同時に保ったままの長い待ちアンブ伏せツシユが求められる。優ゆう秀しゆうな狩人は必然、修練によって感情を殺す生活が続くこととなる。

　レレレリカは間ま違ちがいなく優秀な狩人に育った。その代だい償しようである感情の希き薄はく化を嘆なげく感情もなかった。

　そんな日々のある時、彼女はアイドルに出会った。

　王城との定例交こう渉しように赴おもむく祖父に付いて町に出た時、ちょうど慰安訪問でやってきたアイドルグループのライブを目にした。電源の確保できない市内での公演、慣れないスタッフの仕切りは決して鮮あざやかなものではなく、だからアイドルたちの技術不足の目立つステージだった。会場に見物に来た客も今ひとつ盛り上がりに欠けるまま終わった。

　だが、レレレリカはいたく心を打たれていた。

　可愛い。彼女は、その時初めて、その概がい念ねんを感じ取れた気がした。

　その翌日、森の泉に自分の顔を映したレレレリカは、それまで特に不満でも自じ慢まんでもなかった自分が可愛いことを、卒然として悟さとった。

　今まではただ完璧なだけで意味のないものだと思っていた自分の顔面。それが、あの年若いニッポンのアイドルたちの可愛さを感じ、再さい確かく認にんした瞬しゆん間かん、始祖が与あたえたもうた福ふく音いんの可か憐れんであることを頓悟した。

　この感動を──「可愛い」を広めねばならない。

　そしてレレレリカは樹海から逐ちく電でんし、メヘナスやドワーフ、日本人の住む町へと出てきた。森の中にいては自分の可愛さを狭せまい共同体に閉じ込めることになるし、ニッポンの文化があふれる町で「可愛い」をさらに洗練したいと思ったからだ。




「そう。これは一族の掟おきてより重い、プリティ・オブリージュ」

　レレレリカは、そんな言葉で自分語りを締しめくくった。翌は首を傾かしげた。

「ノブレス・オブリージュなら聞いたことあるけど……」

「何それ？」

「ええと……貴族みたいに特権階級に在る者は、その特権と同じだけ、下の人間に恩おん恵けいを与える義務がある……みたいな考え方だよ」

　翌の説明を受けて、リーンは「なるほど」とレレレリカに向き直った。

「つまり、可愛く生まれたからには、その可愛さを自分より可愛くない連中に振ふりまかなきゃならないってこと？」

「わたしには可愛く生きる義務がある」

　レレレリカは無表情のまま、しかし幾いく分ぶん力強くうなずいて、それからうつむいた。

「でも、なかなかうまくいかない。狩りの時と同じように人を待って、ライブを見てもらおうとしても、いつも逃にげられてしまう……

　わたしがわたしの可愛かわいさを表現できないせいで、他ほかの人たちの人生に、わたしの可愛さを知ることができないという冒ぼう瀆とく的な損をさせてしまっている」

　翌はＯＬのお姉さん（被ひ害がい者しや）と目を見合わせて、お互たがいに困った色を見た。このエルフの少女はどうも、本心から善意の塊かたまりのようだった。確かに文句なく美しい容姿をしているとも思う。だけどいろいろと致ち命めい的てきに間違えている。

　どうすれば傷付けないようにそれを指摘できるだろうか──

「そりゃそうだ。あんな闇やみ討うちみたいに陰いん気きな芸を見せられたら、誰だって逃げ出すよ」

　……考えている内に、リーンがばっさりと断じてしまった。全くその通りだと思うが。
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「お、おいリーン。その人は家の都合であんな暗くら……あいや、存在感を薄うすくしてしまってるんだから、責めちゃ可哀かわい想そうだろ」

「でも、ちゃんと言ってやらなきゃ改善もできないだろ」

　勇者の言うことも正論だ。出会ったラーメン屋でもそうだったが、自分が正しいと確信できる時は譲ゆずらない少女だった。そういうところが翌は好きだった。しかし。

　案の定、レレレリカはまたショックを受けたらしく、ケープをじゃらりと鳴らしながら座り込んでしまう。

「……やっぱり背が高いのがいけない。どうやったら、あの時のアイドルみたいに可愛さを伝えられるのだろう。顔はわたしの方が可愛いのに」

　悲ひ壮そうな懊おう悩のうにさり気なく暴言が混ざっているのであまり同情できない。ある意味ありがたかった。

「でもこの子、どうしてアイドルに憧あこがれてるのかしら？　森に住んでる人の感性とアイドルのライブなんて、あんまり関係なさそうだけど」

　ただの通りすがりなのに、よく解らないエルフ少女のために思案投げ首しているお姉さん。いい人である。翌は自分の所見を口にした。

「さっき聞いた話じゃレレレリカさんは、森で自分の心を殺して待ち伏せする訓練を積んできたんでしたよね。それって言い換かえれば、自分を森の樹きとか草に一体化させるってことなんじゃないかと。

　アイドルって元は偶ぐう像ぞうって意味で、偶像は何か高い次元の存在を宿らせる像だから、森を宿らせる自分と、何かシンパシーを感じたのかも知れませんね」

　ガイドブックにも、エルフはある種の祭りで種族の崇あがめる植物や動物の様態を真似まねた舞まいを踊おどり、それらの力を得る風習があると書いてあった。レレレリカは狩りの達人になったが故ゆえに、他者の影えい響きようを受けやすい体質になっているのかも知れない。

「へー……君、よくそんなこと考え付くわね」

　年上の女性に褒ほめられて悪い気はしない。翌は後頭部に手を当てて、面おも映はゆさに空を仰あおいだ。

「い、いやー……なんか最近、似たような話を聞いたもんで……」

　あれ？　でもどこでだっけ……思い出せない。つい最近……いや、ひょっとしたら今日のことだったかも知れない。

「おいアクル……なんか危ないこともないみたいだし、そろそろ帰るぞ」

　口元に手を当てて考え込んでいるところに、やや不ふ機き嫌げんなリーンに声をかけられ、はッとして我に返る。そうだ、レレレリカの身の上話を聞いている間に日が沈しずみかけている。早く帰らないと朝霞に心配をかけてしまいそうだ。

　ＯＬ風のお姉さんも二人に手を振って去って行った。それを見送りながら、

「キレイなねーちゃんにちょっと褒められたからって、だらしない顔するなよ」

「し、してないよ」

　リーンの声に生えたトゲが心臓に刺ささって動どう悸きが止まる。まるで朝霞が二人に増えたような感覚だった。

　そうだ。今朝も、朝霞がこういう声を出してきた。ノエルに話を聞こうとしていた時だ。翌の妹はどうも、兄を色しき情じよう鬼きか何かだと思い込んでいるらしい。あの時だって、ちゃんとメヘンで学校へ通っている若者の実態を聞き取れたではないか。

　思い出すのは、ノエルの小さな、でも翌とほぼ同じ形をした掌てのひらだ。




『……ほら、いくら言葉が通じなくたって、頭が大きくて、二本足で立って、器用な一〇本の指があるって身体からだの形は同じです。だから、ニッポンの人でもアニメのキャラクターでも、体が動いてるのを見たら、自分も体を動かしているような気になるんです』




「あっ……」

　そうして思い至る。似たような話だ。

　メヘン人のドワーフであるノエルが楽しめると言っていた音楽や動画のコンテンツ。奇き怪かいな樹海に住むエルフのレレレリカが一発で心を奪うばわれたライブ。

　そして、今のメヘンの人々に求められる勇者ヒーロー像。

　思わず立ち尽つくす翌を、リーンが不ふ審しんげに見上げる。

「どうしたの？」

「いける……かも知れない」

　確信の揺ゆらぎに声がかすれる。それでもリーンに向き直り、彼女の両りよう肩かたに手を置く。

　身長差のあるリーンに覆おおい被かぶさるようにのぞき込むと、影かげに染まった少女の顔の中で碧あおい眼めだけが光を揺らした。

「アクル……？」

　その、思わずたじろいでしまいそうに澄すみ切った瞳ひとみを見返し、メヘンの巫女みこ王に選ばれた勇者の伴ばん走そう者・鵐目翌は、その心に得た天てん啓けいを口にした。

「リーン……

　トップアイドルを目指そう！」

「…………………………はぁ？」




　　　　◇




　商業区で働く者なら誰だれもが口コミを耳にしたことがあるという《地の塩》亭は、夜も盛せい況きようだった。

　朝と同じ給きゆう仕じ服に着き替がえたノエルも、小鳥のようにせわしなく動き回って注文を取ったり膳ぜんを運んだりしている。

　老ろう若にやく男なん女によ、がっつり夕食を平らげる者から小しよう宴えん会かいの集団、一人で黙もく々もくと酒盛りに興じる者まで昼間以上に客層が広い。そんな、メヘン中に散らばった声を少しずつ集めて混ぜ込んだようなノイズの中。

　二人がけの席で向き合って、朝霞と母は黙だまり込んでいた。

　──昼過ぎに母が現れてから数時間、交かわした言葉は初っ端ぱなの「元気そうね」「まあね……」だけ。その後は全すべて兄や父の近きん況きように関するものばかりで、しかも上うわ滑すべりしてまともな会話にならない。

「……結局、なんでわたしたちを呼んだの？」

「変わっていく前に、この町を見ておいてもらいたかったの。翌は予想以上のことになってしまったけど」

　朝霞がずっと訊ききたかったことも、たったそれだけのやり取りで終わらされてしまった。

　そんな社会見学のために、翌の運命は変わってしまったのだろうか。

　時折近くを通るノエルが、「うふふふ水入らずですね」などと微笑ほほえましく茶々を入れていくのがひたすら鬱うつ陶とうしい。

　そもそも、渋しぶい色のスーツでいかめしくキメた、いかにも怜れい悧りでございといった女が、居酒屋状態の食堂で背筋をピンと伸のばして座っているのが異様なのだ。それも、自分を何回りか若くしたような娘むすめと差し向かいで数時間だ。

　もうじき四〇歳のはずなのに精々三〇前後にしか見えない母を複雑に──誇ほこらしいような、舌打ちしたいような──見上げて、朝霞は数十分ぶりに言葉をかけた。

「まだ帰らないの？　忙いそがしいんでしょ」

　息子むすこが怪け我がしても娘が自分の職場にしょっぴかれても顔を出さなかったのに、という皮肉が必然的に籠こもってしまう。

　母は無表情に左手を胸むな元もとまで上げて目を落とした。

　細かな細工が施ほどこされた、銀の腕うで時ど計けいだ。

　そうして目を閉じ、微かすかに息を吐ついたように見えた。

「そうね……翌にも会っておきたかったけど」

　腰こしを上げる母に──朝霞は息の詰つまるのを感じた。別に、帰れと言ったわけではないのに。あわてて、追いすがるように席を立つ。

「あ、あの……」

「何？」

「ええと……翌に何か伝言とかある？」

「大だい丈じよう夫ぶ……いえ、後でメールするから今日中に読んでおくように言っておいて。

　翌がこちらに残るための手続きと、あなたが帰る列車の手配を説明するから」

　──何か、ぽっかりとして。

　朝霞は返事ができなかった。母にいぶかるような目を向けられて初めて、のろのろとうなずく。

「疲つかれているなら早く休みなさい。それじゃ」

　最後まで切り口上のような言葉を残して、背を向ける母。

　言ってやりたいことが山ほどあったのに、あの母の無む謬びゆうを疑わせない顔を前にすると、その千分の一も口にできなかった。だから会うのが怖こわくなる。悪あく循じゆん環かんが止まらない。

　それ以上は引き留めることもできず、朝霞の分まで支し払はらいを終えた母が出口に手をかけようとした時──




「だ・か・ら！　なんでボクが恥はずかしい服を着て歌って踊らなきゃいけないんだよ!?」

「服については一考するよ。でも、メヘンの人たちに今の日本の文化を直観的に、広く感じ取ってもらうにはこれが一番……あれ？　母さん？」




　ちょうど帰ってきた兄と勇者が、母とばったり鉢はち合あわせした。

「あれ？　市長さんだ」

「こんばんは、勇者さん」

　如じよ才さいなくリーンに頭を下げ、そして無造作に兄へ向き直る。

「それにお帰りなさい、翌」

「うん。母さんも久しぶり。来るんなら言っといてくれればいいのに」

　……なんで翌は、あんなにも自然に笑って母を迎むかえられるのだろう。朝霞と違ちがって子供の頃ころは母といっしょに暮らしていたからだろうか。それとも、朝霞よりも諦あきらめているからだろうか。

「……一日中、外に出てたみたいだけど、怪我は平気なの？」

　さすがの母も気き遣づかわしげな声を出した。翌は、確かめるように自分の腹を撫なでた。

「ああ……平気だよ。メヘンの中にはいたわけだし」

「そう」

　？　朝霞は首を傾かしげた。何かおかしな会話だった気がする。だが、それを考える暇ひまもなく、朝霞にとっては疫やく病びよう神がみでしかない勇者が素すっ頓とん狂きようなことをまくし立てた。

「市長さんからも何とか言ってやってくれよ！　こいつ、仮にも勇者のボクに、アイドルとかってのをやれって言ってくるんだ！」

　…………残念ながら、朝霞としても今は勇者に同調せざるをえない。この混こん沌とんの町に染まってしまって、翌はおかしくなってしまったのだろうか。

「アイドル……」

　さすがの母も驚おどろきを見せて、異議を訴うつたえるリーンと、真しん剣けんな表情をしている翌を見比べた。口元に手を当て、暗算でもするように何事かぶつぶつ呟つぶやいた後、




「なるほど。考えたわね翌」

「「ええっ!?　納なつ得とくしちゃうの!?」」




　またしても不本意。朝霞とリーンの声が重なる。

「おい、なんだアサカこの母子おやこ。気持ち悪いぞ」

「気持ち悪い言うな。気持ち悪いけど」

　錯さく乱らんしたとしか思えない母と翌だったが、混乱する朝霞とリーンをよそに、驚くほど冷静に事務的な会話を続けていく。

「それじゃ翌、具体的なことはあなた一人じゃ無理だから、とりあえずの腹案がまとまったら『なかよくする課』に相談しなさい。話は通しておくから。課長ならきっと力になってくれるわ」

「課長さん？　そう言えば昨日は会わなかったけど……うん、頼たのんでみるよ」

「あなたは、このままここに住んでもらうことになる。書類は明日あしたの午後には出来るから市庁舎に取りにいらっしゃい」

「解わかった……朝霞は？」

「列車の手配はこちらでするから、数日中には帰れるわ」

「そっか……」

　少し寂さびしそうにうなずいて、翌は朝霞の方を見た。朝霞はぴくりと肩かたを強こわ張ばらせた。

　あっ……とだけ、声が出た気がするが、気のせいかも知れない。

　兄きよう妹だいは不自然なくらい長く、でも自然に目を合わせて。

　それから、翌は問いかけた。

「──いっしょに残るか？」

　朝霞はうなずいた。母の言葉にうなずいた時とは違い、顎あごの先が首に付くくらい深く、強く。

　うん。

　戸と惑まどいを見せる母に、翌は真っ直すぐ向き直った。

「朝霞もしばらくここにいるってさ」

「でも」

「文句ないだろ。今までだって、朝霞の面めん倒どうは俺が見てたんだ」

　母は──母も、当然、朝霞と同じように知っていただろう。翌は普ふ段だんは弱よわ腰ごしだし日和ひより見みなところもあるが、一度頑がん固こになると決して譲ゆずらない。

「痛いところを突つくわね……」

　だから母は、嘆たん息そくした。そうして朝霞を見た。

「ようこそ、十六門市へ」

　それは冗じよう談だんだったのかも知れないが、朝霞には笑うことができなかった。

　なぜだかちょっと、泣きそうになっていたからだ。

「いやいやいやいや、アイドルの話はどーなったんだよ!?」

　勇者リーンだけが不服げに、食堂の片かた隅すみで親子に叫さけんでいた。




「………………」

　一方、店の裏へゴミ出しに来たノエルは、路地裏で簡易テントを設営しようとしているエルフに行き合っていた。

　身なりは奇き体たいだが、とにかく美しい容姿をしている。

　ノエルは元からつぶらな目をいっそう丸くして、訊いた。

「どちら様ですか……？」

「わたしはレレレリカ。この可愛かわいさを世界に広めて、いつかアイドル天使ようこそレレレリカと呼ばれる」

「はぁ……」

　レレレリカはぼんやりとした視線を、野菜や肉の、料理には使えない部位が入った籠かごに向けた。

「材料の余り物は引き受ける。毒性のある部分の毒抜ぬきも得意だから」

「あ、知ってます。えころじーですね」




　──かくして。

　彼女らは集つどったのである。







　──追記。

『タイトル：アッくんへ（;_;）

　どうしよう。アッくんのお勧すすめ通りサーちゃんとゆっくり話そうと潜楽さんのお店へ行ったのに、全然しゃべれなかった。アッくんが帰ってくるまで何時間も居たのに私、何を話していいか解わからなくて手続きとかパパがどうしてるとかの話しかできなかった……パパのことなんてどうでもいいのに。だってサーちゃん、久しぶりに会ったらすごくオシャレになって大人びてて、なんだかもう子供じゃないって言われてるみたいで怖こわくなってしまったんだもの。サーちゃんもずっとプリプリしてて怒おこってるみたいだったし、きっとまた嫌きらわれちゃったわ。今度はアッくんが居るのを確かく認にんしてから会いに行きます。サーちゃんはお兄ちゃん子だからアッくんが味方してくれれば話してくれると思います。サーちゃんのことよろしくね。それじゃあ、また。お休みなさい。──ママより』




　──その夜、翌のスマートフォンに送られた母・鵐目夜明からのメールである。翌は「そんなに嫌われてないと思います。とりあえず落ち着いて、改行して下さい」とだけ返信した。

　そんな母だった。
















「ア……アイドルかい？」

「はい。史上初の勇者アイドルです！」

　鵐しとど目め翌あくるが勇者＝アイドル論の天てん啓けいを得てから二週間後。

　市庁舎の日メ親交施し策さく部署「なかよくする課」。その応接スペースで、翌とリーンが鶴つる賀が羽は織おると対座していた。

　平日の昼間、壁かべから生えた携けい帯たい端たん末まつへ何事か怒ど鳴なっている者や、「また五区の工事がトラブってるから仲ちゆう裁さいに行ってくる」と言い残してあわただしく出て行く者、何かの相談に来たエルフの美女にでれでれと丁てい寧ねいすぎる応対をしている男性課員など、案外に忙いそがしいらしい職場の喧けん噪そうを背に。

「それはまた……思い切ったね」

　相談を受けた鶴賀は、あからさまに困こん惑わくしていた。勉強のしすぎで頭がおかしくなったんだ……くらいは思っているかも知れない。翌の隣となりに座るリーンはと言えば、室内でも目ま深ぶかにかぶった帽ぼう子しのつばに隠かくされて表情が見えない。

　翌はあくまで辛しん抱ぼう強づよく熱弁を続けた。

「日本の芸能の始まりは、弟スサノオノミコトの乱暴に怒った太陽神アマテラスオオミカミが天あまの岩戸に隠れた時、アメノウズメノミコトが踊おどりによって笑いを起こし、気になって顔を出したアマテラスをふん捕づかまえさせた──という神話にあるといいます。

　戦いの世界から逃のがれてきたメヘンの人たちの心を惹ひき付けるのは、男お神がみスサノオに象しよう徴ちようされるような武力ではなく、女め神がみアメノウズメのような芸の力ではないでしょうか」

「神話!?　い……いやしかし、日本のアイドルはちょっと特とく殊しゆな属性を持ったガラパゴス的なコンテンツだし、歴史だって浅い。メヘンの勇者にそんな軽いものをさせるのはどうなのかな？」

　ここぞとばかり、翌はがッ！　と身を乗り出した。

「だからいいんです！　祭りや儀ぎ式しきのイベントから長い時間をかけて進化したような他ほかの芸事は、狭せまい共同体から伝でん播ぱする内に厳密な作法や論理、あらかじめ知っておかなきゃ楽しめない予備知識であふれ返ってしまっています。鑑かん賞しように教科書が、山ほどの言葉が必要になるから、メヘンの人に広く伝えるには向いてない。

　その点アイドルなら、歌も踊りも直感的でプリミティブです。言葉が解らなくたって、音楽や身体感覚は伝わります。良くも悪くも解りやすいし、文句なしに感じやすい──そう、敵と戦うのと同じくらい、解りやすくて感じやすいんです」

「ぉ、ぉお……」

　翌から身を引きながらうめく鶴賀は、少し揺ゆらいでいるように見えた。普ふ段だんおとなしい翌にまくし立てられて、勢いに負けているだけかも知れない。

　ともかくも翌は手を緩ゆるめない。日本人とメヘン人のトラブル解決に当たるこの部署を説得できなければ、この件について日本側の活動認可を取り付けられないのだ。

「もう一つのポイントは、拡散性です」

「拡散性？」

「はい。今ではメヘン人の中にもスマートフォンや携けい帯たいメディアを持ってる人が増えてます。一度アイドルとして人気が出れば、勇者の動画がメヘン全域に拡散して、音楽は周囲に広がります。そしてその動画や曲が反復再生されることによって、いつの間にか勇者はメヘンの『環かん境きよう』へ変わっていく……

　爆ばく弾だんのように広がって、鳥のさえずりのように定着するんです。平和に慣れつつも漠ばく然ぜんとした座りの悪さを感じているメヘンの人たちにとって、みんなの象徴である勇者の声が遍へん在ざいすることは、きっと力と安心になります」

　長ちよう広こう舌ぜつの末、そこで翌は言葉を切った。これ以上の細かい資料も用意してはいるが、まずはここまでである程度食い付いてもらえないと、結局認められることはないだろう。

「ま、まぁうまく行けば……そうかも知れないが」

　鶴賀も税金で働く大人なので、熱っぽく語られたくらいで押し切られはしなかった。

「しかし翌くん。それは机き上じようの空論だ。空論も論である以上、正解を導くこともあるだろう。だが、前の世界より日本にいる年月が長いような若者はともかく、電子メディアを始めとする機械文化に拒きよ否ひ感を抱いだくメヘンの大人たちも多いんだ。

　僕はこの職場に入って四年になるが、その経験からの所感としては、勇者＝アイドル論は魅み力りよくもあるが少々リスクが勝つように思う。失敗すれば、今は良くも悪くも『無名』な勇者くんに軽けい薄はくなニッポンかぶれの印象が付いてしまうかも知れない。

　そうなれば、王城内の好戦的な勢力が勢い付くぞ」

　翌は、相手の正論に屈くつしてしまいたい衝しよう動どうに抗あらがった。そもそも慎しん重ちよう派の翌としては、本来ならこんな曲芸的な提案はしない。だが。

　一転声を潜ひそめて、ささやく。

「リスクは解っているつもりです。でも……メヘンにも巫女みこ王陛下にも時間がない。リーンもそれで承知してくれました」

「それは……君たちの焦あせる気持ちは解る。アイドルの爆ばく発はつ力は魅力的だろう」

　鶴賀は自分の感傷を隠さなかった。だがそれは、自分の弱い部分も引っくるめて反対しているという意思表示でもある。

　申し訳なさそうにリーンへ目をやり、根本的な理由を告げた。

「しかし……やはり僕はどうも、勇者くんとアイドルという二つがどうにも結びつかないんだ」

　その言葉を聞いて。

「………………」

　翌は唐とう突とつに立ち上がった。提案を引っ込めて退散するためではない。むしろ、鶴賀がそう言ってくるのを待っていたのだから。

「リーン」

「…………やっぱやるの？」

　翌が無言でうなずくと、リーンはらしくもなくのそのそと立ち上がる。そして。

　ジャンパーを脱ぬいで、深くかぶっていた帽子を取った。

「なっ……」

　鶴賀が言葉を失い、知っていた翌までもがぐっと来るものを感じた。

　──そこにいたのは、髪かみの長い、可か憐れんな少女だった。




　ウイッグ、かつらである。服も少女趣しゆ味みの、媚こびない程度に可愛かわいらしいものだった。

　ただそれだけで、リーンの印象は劇的に変わっていた。いや、身につけないことで逆に隠れてしまっていたものが浮うき彫ぼりになったと言うべきか。

　ボーイッシュで活発なリーンも魅力的だし、翌はその姿に惹かれたのだが、それとは逆に運動には不向きな格好でそれを恥はじらっているリーンも同じくらいに、しかし正反対に魅力的だった。

　女性の、あるいはまだ体の定まっていない少女ならではのしなやかさと危あやうさが、男女にかかわりなく目を引いて離はなさない。

　最初は嫌いや々いやだった朝あさ霞かが、「改造」が進むに連れ夢中になってコーディネートした結果である。顔にも薄うすくメイクが乗っていて、一見するとまるで別人のようにも見える。

　だが、目の中に宿る意志の強さと真っ直すぐさは全く変わらない。だから、普段のリーンを知る者にこそ強い衝しよう撃げきと印象を与あたえる。

「ひゅー！」「うはぁ、勇者くん女の子みたいだねー」「いや最初から女の子ですよ虎杖いたどりさん……」「なんかあの服。胸のサイズが合ってなくない？」「馬ま子ごにも衣い装しようってやつかねぇ」「あの子のためなら始末書作るのも悪くないなぁ」

　翌の熱弁に聞き耳を立てていたらしい課員たちがいつのまにか野や次じ馬うまになって応接スペースをのぞき込み、好き勝手な下馬評を並べ立てている。ちなみにサイズが合っていないのは、朝霞の着き替がえの中から用立てたせいである。

「ど、どうです。うちの勇者は、アイドルに向いてませんか？」

　元は、自分は市外のアイドルみたいに可愛くないから無理だとごねるリーンを説得するため、朝霞やノエルに頼たのんで「女装」させてみたのだが、予想を遥はるかに超こえる完成度に欲よくが出た。市庁舎へのプレゼンの後押しに使えないかと。

　その賭かけの結果がすぐに出る。鶴賀は動どう揺ようを隠せず、否決に傾かたむいていた判断に迷いが出ているのは明らかだった。リーンの出いで立ちには、それくらいのインパクトがあるということだ。

　逆に言えば、これで理解を引き出せなければ計画は大おお幅はばに後退する。あれからもメヘンのこと、十六門市のことを様々な角度から調べ、市庁舎に詰つめている学者の先生などからも意見を聞いた翌はこのアイドル案に見込みを感じていたが、自分とリーンだけの行動力ではどうにもならないことも解わかっていた。

　後のことを考えれば市からの金銭的な援えん助じよは受けられないにせよ、メヘン人と日本人の間のトラブル処理に多くの経験を持つ鶴賀たちの協力はどうしても必要になる。ここが最初の正念場だった。

「う、うーん……確かに可愛いし、何かやってくれそうな雰ふん囲い気きあるけど……」

　顎あごに手を当てて思案する鶴賀が意見を決めかね、翌とリーンがまさしく固かた唾ずを吞のんだ、その時──

「いいではないですカ。アイドル、大いに結構」

　低く、渋しぶく、経験を重ねた男の苦みが耳に走る──そんな声こわ音ねが翌の耳じ朶だを打った。初めて聞くバリトンの美声だ。鶴賀や課員たちが、あわてて姿勢を正す。

「か、課長！　戻もどられていたんですか!?」

　母が相談を勧すすめていた課長さんが来たらしい。翌も声の方へ振ふり向いて──絶句した。




　そこにそびえ立っていたのは、巨きよ大だいなキノコだった。全長が朝霞と同じほどもあり、ボリュームは倍近い。まん丸い腕うでと短い足が付いているので漠然と人ひと形がたにも見えるが、顔らしきものは柄えの部分にあった。落書きのような大おお雑ざつ把ぱな顔で、異様にでかいサングラスをかけているお陰かげで辛かろうじて顔と判別できる。

　メヘンに来て様々な種族や幻げん想そう的な動物を見聞きしたが、これはとびきりの珍ちん種しゆだった。

「いや、どーもどーも。お初にお目にかかる。なかよくする課長の早ぱや木き野のですヨ」

　その奇き妙みような生き物が、鶴賀たちを束ねる課長なのだという。

　言葉を失って立ち尽つくしている翌に気付き、初めて見る緊きん張ちようした身み振ぶりで鶴賀が紹しよう介かいしてくれた。

「課長、こちらが勇者の協力者で市長の息子むすこさんでもある、鵐目翌くんです」

「ど、どうも……鵐目です」

「やー、母上に似て聡そう明めいそうな青年ですネ！」

　ハッハッハッと豪ごう放ほうに笑い、頼もしそうに翌の肩かたを叩たたいてくる。見た目以上に重量感を感じさせる腕だった。鶴賀が気持ち悪いくらい尊敬の籠こもった声で補足してくれる。

「早木野課長は、メヘンの少数種族有肢マイ菌類コニドの英えい雄ゆうだったんだ。卓たく抜ばつした知性とウィットに富んだユーモアで市の上層部の信しん頼らいを得て、メヘンの方かたでありながら市庁舎の管理職を任されている。ちなみに日本国こく籍せきへの帰き化か申しん請せい中だ」

「は、はぁ……」

　問題はメヘンの原住民だということではなく、キノコだということではないだろうか。だが、そんな素そ朴ぼくな疑問を口にできる状じよう況きようではなかった。

「お、おい、何をぼーっとしてるんだアクル!?　この方は、菌類でなく人類であれば座して英えい傑けつ士しに列されたであろうと言われた知勇仁、三徳兼けん備びのメヘン無む双そうパヤキノス氏なんだぞ！

　すっげー！　有ゆう名めい菌きんに会っちゃった！　どうしよう……ニッポンではこういう時、さいんとかもらうんだよな……」

　せっかくの「変身」も台無しにして、翌の勇者がはしゃぎ、昂たかぶり、そわそわしている（小刻みに飛び跳はねるような仕草は可愛かったので覚えておこうと思った）。翌は落ち着け、と押し止とどめて、ずれてしまっていたリーンのウイッグを据すえ直した。

　そして深呼吸の後、思い切って早木野課長に相あい対たいした。

「あの……勇者アイドル化に賛同していただけるのでしょうか？」

　早木野課長はふわりと一回体を揺らした。うなずいたらしい。

「うむッ。実は我々も、十六門市の日本人とメヘンの諸種族の融ゆう和わを内外にアピールするキャンペーンを企き画かく中だったのですヨ。目的を同じくする以上、案の一つである『ぴゅあぴゅあ♪　御ご当とう地ちアイドル結成計画！』のプランを提供してもいいでしょう。

　我が『なかよくする課』の優ゆう秀しゆうなスタッフが企くわだてた綿密な計画を用いれば、成功率アップは間ま違ちがいないのですヨ」

「課長……『ぴゅあぴゅあ』を勇者くんたちに？　しかしあれは、市外の企画との兼かね合いで中止になった──」

　課長は振り返らず腕を上げて鶴賀を遮さえぎり、翌へと続けた。

「ただし、二つほど条件があるのですヨ」

「条件……？」

　硬かたい声で問い返す翌に、早木野課長は不敵なキノコ笑えみを浮かべた。




　　　　◇




「いやキノコ笑みって何……？」

「その辺のことは気にしないでくれ朝霞」

　妹のツッコミを沈ちん痛つうな顔で握にぎり潰つぶし、翌は朝霞の部屋を見回した。

　決して豪ごう華かとは言えないが、落ち着いた趣味の民宿の一室。荷物や服はきちんと整理して収納に入れてあるのか見当たらない。座卓テーブルの上に携けい帯たいゲーム機と充じゆう電でん用に買ってきた乾かん電でん池ちの束が出しっ放しなくらいだ。

　早木野課長との出会いがあった市庁舎から帰った午後も半ば。その部屋には、翌の他ほかに三人の少女がいた。

　一人は窮きゆう屈くつなウイッグを取っ払ぱらい、顔を洗って化け粧しようも落としたメヘン勇者リーン。相変わらずの薄うす着ぎ姿で、朝霞のベッドでうつぶせになっている。ぐったりと力なく投げ出された肢し体たいが心身の疲ひ労ろうを表していたが、翌としてはうかつに目を向けられない姿だった。

　一人はなぜか、奇き縁えんで出会ったエルフの美少女レレレリカ・パラ。翌がアイドルがどうのと言い出す現場に居合わせた彼女は、しばらく《地の塩》亭の近辺を彷ほう徨こうしていたが、不ふ審しん人物として何度も通報されたため、めんどくさくなったリーンが部屋に引き取った。今はリーンの部屋で寝ね起おきしつつ、宿で下働きをしているか翌の部屋に来て計画の進しん捗ちよくをうかがっていた。

　そして、もう一人は当然、部屋の主ぬしである朝霞だ。今は部屋着なので、外着のような背せ伸のびした印象はなく、むしろ年ねん齢れいより幼く見える格好だった。近所の民芸店で買ってきたクッションの上であぐらをかいて、不満げにうめく。

「……て言うか、なんでわたしの部屋で会議なの？」

「悪いな……俺の部屋、本や書類だらけだから」

　翌は着いてからずっと調べ物や市庁舎に出すレポート作りに明け暮れていた。そのため、そう広くない部屋の中には、図書館から借りてきた本やレターファイルに綴とじた書類が積み上がっている。

　メヘンでは収集直後のリアルタイムな情報が電子化されていないため、現状に合わせた資料を作るには、とにかく紙と格かく闘とうしなければならないのだ。

「……じゃあ、リーンの部屋は？」

「リーンの部屋は可愛くない」

　部屋の主に代わって、レレレリカが不可を訴うつたえる。要するに汚きたないのだろう。二週間の付き合いで、翌も朝霞もリーンのずぼらさとレレレリカの自分の可愛かわいさ以外への無関心ぶりを思い知らされている。

　朝霞は諦あきらめの息を落とした。

「まぁ、いいけど……早く済ませてよね」

「ああ……て言うか、朝霞も意見を聞かせてくれよ。お前好きだろ、アイドルとか」

「はぁっ？」

　朝霞は頰ほおを引きつらせた後、明後日あさつての方向へ視線をさまよわせた。

「べっ……別にそんな浮かれた趣味ないけど？　東京でグッズ買ったりしてたのも、あれ、学校の友達へのお土産みやげ用だし」

「いやお前、ここに来る列車の中でもずっと聴きいてたろ、『ＨＡＬハル／ＳＯＬＡソラ』。ヘッドホンのクッション、傷いたんでるんじゃないか？　ちょっと音おと漏もれしてたぞ」

「ぐっ……！」

　もはや言い逃のがれできず、朝霞は突つき飛ばすような鼻息を返してきた。

「…………もう翌の隣となりには座らない。盗ぬすみ聞きされるから」

「ぇっ……!?」

　地味に落ち込む翌だったが。

　今はそれどころではない。極きわめて早急に、救世のアイドルユニットを編成せねばならないのだから。

　──と、そこで部屋の引き戸がノックされた。朝霞が「開いてるよ」と気安く返すと、和風給きゆう仕じ服姿のノエルが丁てい寧ねいな所作で入ってきた。メヘン産のハーブ茶と煎せん餅べいに似た菓か子しの載のったお盆ぼんを持っている。

　部屋に下宿人と居い候そうろうが勢せい揃ぞろいしているのを見て、目を丸くした。

「今夜はお姉ちゃんが手伝いに来てくれるから、ノエルはこれでお仕事終わりなんです。アサカちゃんとお茶でもと思ったんですけど……お邪じや魔までしたか？」

　歳が同じせいか、それともリーンやレレレリカに比べれば日本文化への理解がまともなせいか、朝霞はノエルとはずいぶん親しくなっている。

　学校への転入手続きに時間がかかっている朝霞は暇ひまを持て余あまし、食堂の仕事を手伝ったり部屋でノエルと遊んだりする時間が多い。ノエルはノエルで、絵が好きで買ってきたが内容がちんぷんかんぷんだった漫まん画がを朝霞に読んでもらったりして、朝霞と過ごす時間を楽しみにしてくれているようだった。

　朝霞は営業スマイルと言うか、外そと面づらを取り繕つくろうところがあって本当に親しい友達を作るのに時間がかかるタイプだ。それが、成り行きで滞たい在ざいすることになった異郷で寂さびしい思いをせずに済んでいる。

　兄としては、歓かん迎げいすべき訪問者だった。

「いや。今日もノエルの意見聞きたいから、良かったら話し合いに参加してくれないか？」

「ぁ……はいっ」

　用意した茶を冷まさずに済んだからか、翌の頼たのみにノエルは語ご尾びを弾はずませた。

「翌の質しつ問もん攻ぜめがうざったかったら無視していいからね」

「平気だよ。なんかお兄さんにいろいろ訊きかれてると、自分がここにいる意味が少しずつ解わかってくる気がするし」

　朝霞はまだ機き嫌げんが悪い。ノエルは困り笑いしながらなだめた。実際、翌は時間があればノエルに日本での生活の感想や不満を尋たずねて、どんな細かいことでもメモを取っていた。とにかくメヘン人の生の声が聞きたかった。ノエルはメヘン人で学校に通っている数少ない子供なので、特に貴重な意見と言える。

　ノエルの父で宿の主のガンクゥや常連客にも同じように訊いていたが、一番時間を取れたのはノエルだろう。

　ノエルは遅おそくまで調べ物をしている翌の部屋に夜食を持って行って、そのまま夜よ更ふけまで話を聞かれた時のことを思い出し、口を引き締しめた。我ながら気味の悪い思い出し笑いをしてしまいそうだった。




「さて──」

　ノエルが朝霞の隣に座るのを待って、翌はやおらに口を開いた。

「早木野課長が協力の条件として出してきた一つ目だけど。

　活動はメヘナスの勇者一人じゃダメで、メヘナスとともにメヘンの主要三種族であるドワーフとエルフから一人ずつ。そして今、十六門市メヘン国に住む日本人から一人。

　──締めて四人のグループを作ることだ」

「ふぅん……言われてみれば、メヘンの代表が一種族になるのはおかしいかもね。今時の目立つアイドルはグループだらけだし」

　朝霞が察しよくうなずき、ノエルが同調する。

「ノエルも、ドワーフの子が混じってれば親近感が湧わくかも知れません」

「言われてみればハリウッドのヒーロー映画でも、大作であればあるほど不自然なくらいメインメンバーの人種がバラけてたりする。政治的にも興行的にも配はい慮りよが必要なところなんだろう」

　勇者が事を成すことに意識が囚とらわれていた翌はすっかり見落としていたが、国の象しよう徴ちようとして活動するなら配慮しなければいけない要素だ。異存はなく、勇者の協力者という形でメンバーを集めることを了りよう承しようした。

「俺としても、メンバー増強は必要だと思ってる。リーンもいいよな？」

「……あんまり他人を巻き込みたくないんだけどな」

　大たい儀ぎそうに体を起こしたリーンは不満そうではあったが、

「アクルが必要だって言うなら……」

　市庁舎からの帰り道で話し合った通り、消極的な賛成をくれた。パートナーに選んだ以上は信用してくれる姿勢だ。ただ、その晴れない表情からは不安がありありと見て取れた。これでいいのか──当然の迷いで、翌の仕事はそれを払ふつ拭しよくしてやることだ。

　そこで問題になるのは二つ目の条件だ。

「ただ、メンバーを集める上でのネックは、二つ目の条件だ。

　一ヶ月後、居住区の郊こう外がいに大型ショッピングモールがオープンする。転移後のどたばたで放置されていた奴やつの改修がようやく終わって、日本人向けの専門店街兼けんイベントスペースとして開店するんだ。

　その時、メヘン王城の商業担当者や母さん……市長も出席する大々的な開店セレモニーが行われるんだけど、そこでお披ひ露ろ目めライブをしなきゃならない」

「一ヶ月って……無理でしょ。なんでそんなに急ぐのよ？」

　朝霞の疑問はもっともだ。翌だって頭が痛いが、早木野課長は何も意地悪で無理難題を課したわけではない。

「アイドル案には猶ゆう予よがないんだ。今から三ヶ月後、メヘンの最大の祭りで毎年巫女みこ王陛下が催もよおす精せい霊れい祭がある。そこへ、市外の芸能プロダクションから『メヘンを応おう援えんするためのアイドル』が送り込まれるらしい……」

　日本どころか世界中から静かな注目を浴びているメヘンに関連付けることで、新人アイドルを売り出す宣伝に利用する目もく論ろ見みだろう。「突とつ然ぜん異世界に来て困っている」メヘンの人たちを歓迎し応援するためのユニットとなれば、ポジティブで善良なイメージを植え付けることもできる。

「余計なお世話ってレベルじゃないよ」

　リーンは毒突いたが、アイドルを民心掌しよう握あくに使おうとしている翌には笑えなかった。結局、天てん啓けいだろうとなんだろうと考えることはみんな同じだ。

　朝霞が呆あきれたような溜ため息いきをついて腕うで組ぐみした。

「なるほどね。そのアイドルグループが来た後に勇者アイドルを発表しても、二に番ばん煎せんじかパチモンにしか見えないってわけか。そのお祭りで同時に発表したとしても、プロの芸やプロモーションには敵かなわないだろうし」

「だから、直近の大きなイベントで市内の要人も来るショッピングモール開店セレモニーに、なんとしても間に合わせなきゃならないんだ。

　メヘンのアイドルとしての地歩を少しでも固めた上で、市外からの競争相手を迎むかえ撃うちたい」

「でも、一ヶ月でこれをアイドルにできるの？　アイドルだって、楽しそうに見えて血のにじむような努力をしてるんだよ」

　朝霞はたしなめるようにリーンを見た。だが、その点については成算がないでもない。

「いや、リーンは三年前まで王城の聖歌隊幼年部で歌と舞ぶ踏とうの師し範はん代だいをやってて、今でも基き礎そトレーニングはしてるっていうから、『なかよくする課』で用意してた楽曲をこれからみっちり練習すれば間に合うかも知れない」

「師範代っ!?　あんたそんなのしてたの!?」

　リーンは、似合わねー！　とばかりのリアクションをした朝霞へ、ベッドの上から脚あしを伸のばして首に絡からみつけた。

「うるさいなぁ。チビたちに教えると少しだけど給料が出たんだよ」

「ぐッ……！　わ、解ったから……首……！」

　少なくともリーンの身体能力は毎日のように思い知らされている朝霞である。本気で殺やる気もないと判わかっている翌は、じゃれ合いをスルーしてうめいた。

「だから、やっぱり問題は他ほかのメンバーなんだ……巫女王様にも相談しようかと思ってるけど、今から探したり募ぼ集しゆうしたりして間に合うかな……？」

　チッ・チッ・チッ。

　思案投げ首している中、耳を擦こするような舌打ち三連に顔を上げる。

　それまで大人しく話を聞いていた──いや、ふと気付くとノエルの持ってきたお菓子を全ぜん滅めつさせていた──レレレリカである。

「……？」

　いぶかしげな翌と目が合うと、彼女は無言で親指を立て、くいっくいっと自分を指して見せた。一いつ瞬しゆん本気で意味が判らなかった翌に代わり、ノエルが歓かん声せいを上げた。

「そうだ！　レレさんがいるじゃないですか。レレさん奇き麗れいだし、アイドルにぴったりですよ」

「…………ああ、うん。美人だとは思うけど……」

「いや無理だろ。変人だしなんか暗いし」

　言葉を濁にごした翌と、朝霞をホールドしたまま斬きって落としたリーンだった。だが、もちろんレレレリカはその程度ではめげない。

　翠すい玉ぎよくを包み込んだような瞳ひとみで真っ直すぐ翌を見て、押し込んでくる。

「わたしはアイドルになる。リーンをアイドルにするというアクルなら、わたしもアイドルにしてくれると思ったから付いてきた」

　エルフの寿じゆ命みようは日本人やメヘナスより長いので年ねん齢れい不ふ詳しようなレレレリカだが、その完かん璧ぺきな美び貌ぼうに反して木ぼく訥とつな仕草は妙みように幼い印象がある。翌は、そのギャップから来る妖あやしさに操あやつられるように訊き返した。

「それは、どうして……？」

「アクルは一見あんまり可愛かわいくないリーンをアイドルにしようとした。わたしは自分が可愛いのでリーンの可愛さを見み抜ぬいたけれど、アクルはなんか普ふ通つうなのにリーンの可愛さを見抜いたということ。

　だったらわたしもアイドルにできるはず。わたしが保証する」

　…………全く理り屈くつになっていなかった。翌は反応に窮きゆうし、リーンは怒おこった方がいいのか決めかねて朝霞の首を絞しめ上げていた。

　だから、発言できるのはノエルだけだった。

「ノ、ノエルからもお願いします！　レレさん奇麗だし、ちゃんとした音楽のマネをして歌えば上手うまかったし──」

「ありがとう、ノエル。でも可愛いと言ってほしい」

「それにレレさん、アイドルになれなかったら社シヤ会カイ不フ適テキ合ゴー者シヤとして保ホ健ケン所ジヨとかって所に連れて行かれて死ぬまでホウ酸団子を作らされるんでしょ？　学校の子が、ニッポンはそういうところシビアって言ってました……お、恐おそろしい」

「いろいろ間ま違ちがってるけど……」

　しかしノエルの一いつ生しよう懸けん命めいな訴うつたえに、翌も思うところはあった。

（……レレレリカみたいに迷めい走そうするエルフを導くのもメヘンのヒーローの仕事だよな）

　それに、確かにレレレリカの容姿とスレンダーながら完成されたプロポーションはとにかく人の目を引く。歌も普通に歌えばむしろ上手いし、狩人かりうどとして鍛きたえ抜ぬかれた身体能力もリーンに比ひ肩けんする。

　第一印象さえ忘れれば、捨てがたい逸いつ材ざいではあった。

　翌はまず、リーンを見た。

「……ここはレレさんに賭かけよう。素す性じようは悪くないと思うし、練習次し第だいってことで」

「んー……仕方ないか。時間ないし」

「あと、そろそろ朝霞を放してやってくれ」

　あっ。と、どうやら忘れていたらしいリーンが脚を緩ゆるめると、半ば酸欠状態だった朝霞はばったり倒たおれた。

　それはさておき。

　──まず、二人目のメンバー、エルフ枠わくのレレレリカが決定した。




「となると後は二人。ドワーフ枠とニッポン人枠か」

　ハーブ茶を飲んで目を覚ました朝霞が放つ復ふく讐しゆうの気配を無視して、リーンはまたベッドに寝ね転ころんだ。

「……………………」

　そうして天てん井じようを睨にらみ付けること数十秒。

　市庁舎からこちら、似合いもしない女の子女の子した格好をさせられ、何やら小難しい話を聞かされ、レレレリカのような素すっ頓とん狂きようとグループを組むことになって。

　なんだか。

　めんどくさくなってきた。

「……もうこの二人でいいんじゃない？」

　ぐったりしている朝霞を介かい抱ほうしていた翌が、意味が解わからず顔を上げる。

「この二人？」

「ノエルとアサカだよ」

　あまりにもあっさりとした宣言。翌の手の中から、信じ難がたい俊しゆん敏びんさで朝霞が起き上がった。

「はぁ!?　あんたテキトーなこと言ってんじゃないわよインベーダーっ」

「そうだよリーン。アサカちゃんはともかく、ノエルにそんなの無理に決まってるでしょ」

　そろっての拒きよ絶ぜつ。しかし勇者リーンは、ベッドの上で仁に王おう立だちになり、案外冷静に言い聞かせた。

「でも、今から事情を理解してて信用できるニッポン人を探すなんて大変だぞ。一応国事だし身辺調査とかしなきゃいけないだろうけど、そんな時間あると思うか？　その点、アサカなら身み許もとは確かだ。何せ市長の娘だからな」

「で、でもわたし、音楽もダンスも学校の授業レベルでしかしたことないよ？」

「それを言ったら、市内に住んでる日本人もほとんどはそうだと思う」

　睨まれるだろうなと思いつつ指し摘てきした翌だったが、やっぱり重たいような目で睨まれた。

　兄きよう妹だいが「どっちの味方なのよ？」「いや、どっちの味方とかじゃなくて……」といつもの寸劇を始めるのを尻しり目めに、リーンはノエルに目を移した。

「ノエルは……いいチャンスだろ。いつも、姉妹が多すぎて親しん戚せきが名前を覚えてくれないってぼやいてたじゃないか。アイドルになればみんな名前覚えてくれるよ」

「そ、それは……」

　ノエルは一三人姉妹の末っ子で、しかも年とし子ごの姉二人が双ふた子ごだから子供の頃ころはしょっちゅう名前を間違えられた。今ではほとんどの姉が嫁とつぐか《地の塩》亭以外の仕事をしているので姉妹違ちがいをされることは滅めつ多たになくなったが、親戚の集まりに顔を出すと決まって姉たちと見分けが付かないと言われる。

　両親でさえ落ち着いて見比べないと区別できない事実は、ノエルにはちょっとしたコンプレックスだった。子だくさんな犬の子供はこんな気持ちなのか。だから、あんな風にくぅ～ん……と情けなく哭なくのか、と思ったりした。

　とはいえ、それとアイドルこれとは話が違うのではないか。ネット上の動画で、公演の練習中に酸欠で倒れたりするアイドルの姿を見たことのあるノエルは、ここは流されずにしっかり断らなければと思った。

　しかし。

「あ。自分のことを『ノエル』って言うの、ひょっとしてお姉さんたちに間違えられないように？」

　妹のプレッシャーから逃のがれてきた翌の言葉が、図星だったから。

　辞退の言葉が喉のどに張り付いてしまう。顔が熱くなるのを感じる。そういう自分の姑こ息そくな癖くせを見抜かれたことに、自分でもよく解らない理由で胸が締しめ付けられる。なぜか、翌と初めて会った時に手を握にぎられたのを思い出した。自分の手指の間に割り込んでくる、他人の感かん触しよく──

　その動どう揺ようと「チャンス」という言葉が、「できるわけがない」という常識的判はん断だんとノエルの隠かくされた欲よつ求きゆうとを戦わせて混乱させる。

（ど、どうしよう……リーンやアクルさんの力にはなりたいけど、ノエルみたいにドン臭くさいのがいっしょじゃ足を引っ張っちゃうかも知れないし……）

　揺ゆれ動く心を持て余し、両手で頭を抱かかえて苦しむ少女ノエル。思春期の自意識は自己顕けん示じ欲よくも羞しゆう恥ち心しんも過か剰じように高め、この降って湧わいたアイドルの道の入り口でノエルを苦く悩のうさせる。それは現世も異世界も変わらず、アイデンティティに立ち迷う若者たちを時に自死にも誘いざなう深い迷走であった。軽率な理由で決めていいことではない。

　──と、そんな迷える少女の耳に、勇者の言葉がぽつりと告げられる。

「そういえば、ツルガが言ってたけど、今アイドルになればお前が好きだって言ってた『怪かい僧そう少しよう女じよラスプーちゃん・ゲロイーニャ』とかってアニメの輸入盤ばん企き画かくでコラボできるらしいぞ」

「ノエルやりますっ！　アイドルの一番星になります！」

　──三人目のメンバー、ドワーフ枠のノエルが決定した。




　そして、残るは日本人枠のみとなる。

「な、何よこの、わたしもやらないといけないみたいな流れ……！」

　ものの数十分にしてこの部屋で唯ゆい一いつの非勇者関係者となった朝霞は、追い詰つめられたように自分の体を抱だき締めた。

　だが、そんな朝霞を安心させるように翌は首を振ふった。

「解ってるよ。お前はちょっと人見知りなところあるし、幼よう稚ち園えんのお遊ゆう戯ぎ会で父さんが張り切って用意したフリフリな衣装着ていって一人だけ目立っちゃったのがトラウマで少女趣しゆ味みの服が着られなくなったし、小学校の合唱大会でも練習じゃ一番上手かったのに本番で緊きん張ちようして嚙かみまくって帰り道ずっと泣いてたし、アイドルアニメよりもバスケとかバレーボールの男子だらけなアニメの方が好きだったもんな」

　アイドルをやりたくないということに理解を示したつもりだったが、妹は顔を真っ赤にして兄に蹴けりを入れた。

「うるさいバカ！　変なこと言いふらすな！」

「痛いてっ！　やめろって……ともかく、日本人でやってくれそうな人は、なよ課の人や……それでダメなら母さんに相談してみるから、朝霞を無む理り矢や理り誘ったりはしないよ」

　なおもキックを喰くらわそうと上げた足をぴたりと止めて、下ろして、少し黙だまって。

　それから朝霞は、こぼれるような声を出した。

「……お母さんを頼たよるの？」

「迷めい惑わくかけたくないけど、まぁ仕方ないさ」

「………………」

　朝霞はこの二週間、母が市長をするこの町を見てきた。とんでもない混こん沌とんの町だけれど、言葉を翻ほん訳やくする「霧きり」のお陰かげもあって、異世界の人と日本の人がおおむね仲良く暮らしている。宿の店主のガンクゥおじさんや、「なかよくする課」の人たちに聞いた話では、今の十六門市メヘンがあるのは、市長である母の寝ねる間も削けずる努力が大きいようだ。

　だが、その実績を認めてなお、朝霞は母に負けたくなかった。翌に母を肯こう定ていさせたくなかった。

　だから。

「やるわよ……」

「え……？」

「アイドルやってみるって言ったの！」

　本当にいいのか？　としつこく確かく認にんしてくる翌や、いっしょに頑がん張ばろうねと抱だきついてくるノエル。それらを適当に受け流しながら、朝霞は胸に一つの決意を定めていた。

（わたしが、翌にホンモノのヒーローってものを教えてやるんだ……！）




　かくして、四人。

　昔せき日じつのメヘンの勇者は戦士、僧そう侶りよ、魔ま法ほう使つかいの三人の従者を連れ、たった四人で魔ま獣じゆうを操あやつる敵性種族である魔ま族ぞくの王城を陥おとしいれたという。

　伝説を継つぎ、政事に配はい慮りよして、そして偶ぐう然ぜんに集まったメヘナス、エルフ、ドワーフ、日本人。

　救国の勇者アイドルグループ「レフュジー・キングダム」が結成された瞬しゆん間かんである。










　　　　◇




　それからの一ヶ月は、瞬またたく間に過ぎた。瞬く間に過ぎたが、苦難の瞬きではあった。




　まず、あの神秘的な雰ふん囲い気きをまとったメヘンの巫女みこ王、シータ・ティレッシアスに勇者支し援えんの方策が決まったことを伝えに行った。場所は、二週間前と同じ地下の温泉。

　ちゃんと謁えつ見けんの間があるのに、なぜそんな場所に呼ばれたのかと言えば、勇者の動向について騎き士し団の武ぶ闘とう派はに漏もらすわけにはいかないからだ。好戦的で伝統を重んじる彼らにこんな軟なん弱じやくな企たくらみが知れれば、横よこ槍やりを入れられる可能性が高い。計画を明らかにするのは、既き成せい事実を作ってからだ。

　儀ぎ式しき場であり入場者に厳しい制限のある銀の泉の間は、密談には絶好の場だった。

　騎士見習いの装束を着たリーンとともに登城した翌は、巫女王の侍じ従じゆうを務める女性に招かれて地下へと案内された。リーンとその侍従は王城と地下洞どう窟くつを結ぶ通路の入り口で待っている──リーンは、その若い侍従の顔を見て、なぜかすごく嫌いやそうな顔をした──。

　空間中を満たす白い霧から浮うき出た妖よう精せいのように見える巫女王は、以前と同じく人形のように美しく端たん座ざして。

　頰ほおをぷっくりと膨ふくらませていた。

「あいどるとやらは慰い問もんに来ていただいた時に拝見して知っています。陽気に歌って踊おどる楽しい人たちでした。しかし……リーンがあいどるになるのですか？」

　資料として持ってきた最近の売れっ子アイドルの写真──レレレリカの私物から接収して朝霞がラミネート加工してくれた物だ──を膝ひざの上に置いて眺ながめている巫女王シータは、最初に会った時には想像もできない、幼い不満を露あらわにした顔をしていた。

「お、お気に召めしませんか……？」

「いえ……リーンがあいどるになる必要があるというのは理解しました。

　それにしても、この見本のような衣装はどうなのでしょう？

　……リーンにはもっと凛り々りしく、気高く、勇ゆう敢かんで格好のいい役目が似合っているのではないでしょうか？　こう……月光を背に薔薇ばらをくわえてポーズを決める感じの」

　ふーッと、鼻息も荒あらく身み振ぶりまで付けて力説する巫女王シータ。穏おだやかで控ひかえめな印象があったが、どうもリーンのこととなると自制が利きかないようだ。

「いや、あれで可愛かわいいところもあって──」

「アクル殿どのに言われるまでもありません。リーンの良いところは全すべて知っています」

　ぴしゃりと言い切られると何も言い返せない。それからシータは、リーンと過ごした日々のことを長々と語り出した。

　こちらへ転移してくる前、王城の一室で勉学や精せい霊れい術じゆつの稽けい古こに励はげんで滅多に外出できなかった頃、いつも窓から忍しのび込んできて外のことを教えてくれたという挿そう話わから始まり、転移後の厳しい時代もいつも側そばにいて助けてくれた話を延々と聞かされた。

　その巫女王の──シータというあどけなさを残した少女の夢見るような表情を見れば、彼女の勇者ヒーローがリーン以外にありえなかったということが伝わってくる。そういう意味では、翌はシータの同志なのかも知れない。

　……だが、このままでは逆上のぼせるまで話が続く。その気配を察して、翌は話が途と切ぎれた瞬間に口を挟はさんだ。

「な、なるほど。そんなにリーンが好きなら、お嫁よめさんになりたいと思われたのも納なつ得とくですね」

　肌はだが白いだけに、一瞬で顔が朱しゆに染まるのがよく判わかった。

「なっ……なんでそのことを知っているのですか!?」

「いや、リーンから聞いて……」

「そんな…………あの時のことは誰だれにも言わないでって言ったのに…………！」

　シータは真っ赤な顔をうつむかせて、袖そでを握り締めた拳こぶしをぷるぷる震ふるわせていた。どうも秘密の話だったらしい。

　いかん、地じ雷らいを踏ふんだか……と肝きもを冷やしつつ、翌はとにかく話を戻もどした。

「ええと……それで、勇者アイドル計画はこのまま進めてもよろしいでしょうか？」

「…………構いません。アクル殿もお命を懸かけてなさっていること。わたしが手を回せる範はん囲いでの支援をお約束しましょう」

　返ってきた答えは、あっと言う間に落ち着きを取り戻したものだった。巫女王。

　その愁うれいに沈しずんだ瞳ひとみは、一人温泉に浸つかっている翌の腹を向いている。

「そろそろ、こちらへ」

　言葉に従って、翌は体を起こして立ち上がった。トランクスタイプの水着の上、傷きずも残らず治ち癒ゆしたはずの脇わき腹ばらが、赤あか紫むらさき色いろに変色していた。

　巫女王は反射的に伏ふせそうになった目を翌に戻し、目の前に来たところで変色した腹に手を当てた。すると、その部分がぼんやりと燐りん光こうを放ち、腹の肉は元の健康的な色を取り戻していく。

「これでしばらくは保もつでしょう。ですが無理は控えて下さい」

「ありがとうございます」

「いえ……巫女王の力が万ばん全ぜんなら、完治できるはずなのです。全てはわたしとリーンの未熟さのせい……」

「………………」
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　翌はシータの前に膝を突つき、目線を合わせた。朝霞と真面目まじめな話をする時の癖くせだった。

「そのためのリーンと俺です。なんとしてもあなたの勇者をみんなに慕したわれる英えい傑けつ士しにして、メヘンとあなたを救えるよう全力を尽つくします。

　そうしたら、物のついでに俺の傷も奇き麗れいに治して下さい」

　シータは一瞬、惚ほうけたように翌の目を見て、それからくすりと小さく、笑った。

「そのためにすることがあいどるですか。

　──ニッポンは、変なところですね」

　翌はその笑え顔がおに、この子になら命を握にぎられているのも悪くないなどと、我ながら恥はずかしい感かん慨がいを覚えた。

　相手が巫女王だからなのか、それともシータだからなのかは判断に迷うところだったが、どうでもいいことなのかも知れない。




　ちなみにその日、リーンは満面の笑みを顔に貼はり付けたシータに命じられて城に残り、翌日の朝に疲つかれ切った様子で帰ってきた。お嫁さんになる云うん々ぬんを翌にバラしたのを相当怒おこられたらしかった。







　巫女王からは消極的賛同を得られたものの、その後も順調とは言えなかった。

　楽曲は、市庁舎の「なかよくする課」が事前に用意していた物をそのまま使うことになった。メヘンの伝統的な音楽を、市外の作曲家に頼たのんで日本のポピュラー調にアレンジしてもらった物だ。

　一いつ聴ちようしてメンバー四人とも気に入り、安あん堵どしたのも束つかの間、歌詞の問題が出てきた。朝霞だけ日本人なのでメヘン語で歌えなかったのだ。歌も言語なので日本語で歌っても精霊に翻訳され、意味は聴ちよう衆しゆうに伝わるが、歌声のメロディーはどうしても不自然になる。また、機器で再生された時には翻訳すらされない。

「……そんなの、わたしが気張るしかないでしょ」

　この解決は力ちから業わざだった。朝霞の記き憶おく力りよくを頼みに、意味も解わからないメヘン語を他ほかのメンバーに合わせて歌い上げるのだ。半ば不規則な発音記号の羅ら列れつ──しかも日本語でも英語でも使わないような音が何種かあった──を覚えるのに等しい作業だったが、結果から言えば朝霞は一ヶ月で完かん璧ぺきに仕上げてみせた。

　その代わり、負担を減らすためもあり四人が独唱するパートを設け、朝霞はそこだけ日本語で歌うことになった。元から多文化の町を表す歌なので、これはむしろ当然でもある。

「あのさ、アサカ」

　市庁舎の地下に在る、防音のレクリエーションルームの一つ。そこを借りて練習に励む合間、リーンはふと気になって声をかけた。朝霞は片耳にヘッドホンを当ててメモを取っていて顔も上げなかったが、構わず続けた。

「なんで急にやる気出したのさ？　あんなに嫌がってたのに」

　リーンはたぶん無視されるだろうと思ったし、朝霞も無視してやろうと思っていた。しかし実際には、朝霞は口を開いていた。

「……翌は、ヒーローは家族とか恋こい人びととか、周りの大切な人を犠ぎ牲せいにするか、自分から遠ざけなければいけない運命を背負ってると思ってる」

「何それ……？」

「いつも言ってるのよ、そういうことを。それでも戦うから尊いんだって」

「年がら年中、マンガか何かのヒーローの悲ひ哀あいを考えてるのかアクルは……」

「そういう変な趣しゆ味みは、慣れればどうってことない。わたしが赦ゆるせないのは、翌はそう思い込むことで、長いこと家を空けてるお母さんや、夜中にしか家に居ないお父さんを正当化してるってことなの。

　二人は立派な仕事をしてるから、子供の俺たちがなおざりにされてもしょうがない──って」

「親おや離ばなれしてて結構なことだと思うけどな」

　リーンの指し摘てきはシンプルな正論だったが、問題は現在いまにはない。

「そりゃ、今の歳ならそうだろうけど、違ちがうの。翌はもっと小さい頃ころから、それこそ普ふ通つうなら幼よう稚ち園えんに通ってる頃から家に居てわたしの面めん倒どう見てた。小学校でも放課後に友達と遊ぶことなんてほとんどなくて、親のいない夕方に自分とわたしの御ご飯はん作って二人で食べてた。

　それなのに、わたしは翌が両親に文句を言うのをほとんど聞いたことない。少なくとも物心付いてからは、お兄ちゃんが自分のためにお母さんやお父さんに怒ってるのを見た覚えがない。

　それは、お兄ちゃんはお母さんとお父さんはヒーローみたいに大変だから、自分のことは仕方ないんだ、って思い込んでたからだと思う。そう考えたら、自分も妹わたしもかわいそうな存在じゃなくなるから」

　リーンにもようやく、朝霞が何を不満に思っているか解ってきた。思い出すと、自分の兄にも同じような傾けい向こうがあったかも知れない。

　リーンの両親は早くに他界していたので鵐目兄きよう妹だいの気持ちは想像するしかないが、「いない」のと「いるのに何もしない」は似ているようで全く違うことくらいは解る。後者はたぶん不自然なことで、翌はそれを受け入れてしまう子供だったという。

　朝霞の苛いら立だちは、そのねじれに対してだ。

「そんな風に思って育ったから、翌はあんな風になっちゃったんだよ」

　朝霞は、言葉を切ってリーンを睨にらみ付けた。朝霞がリーンに突っかかってくるのはいつものことだったが、その時リーンは、初めてその眼めを恐こわいと思った。

「勇者あんたをかばって、あっさり自分の命を捨てに行っちゃうような奴やつに！　普ふ段だんから命を粗そ末まつにしてるわけじゃないけど、相手に惚ほれ込むともう、自分のことを全然考えない。

　だからわたしは──」

「だからアサカは、自分がアクルの側にいてアクルを犠牲にしないヒーローになりたいんだな。アクルに間ま違ちがいを認めさせるために」

　図星だったのだろう。言いかけていたことを先んじられて、朝霞はぎょっとしてリーンを見た。

　リーンは、シータや翌に見せるのと同じ素す直なおな笑みを浮うかべて朝霞の隣となりに腰こしを下ろした。それから、固まっている朝霞に内ない緒しよ話ばなしの声を聞かせる。翌にも話していない、メヘンでも城の何割かの者だけが知っているお話だ。

「呆あきれるくらいの偶ぐう然ぜんだね。ボクもおんなじだよ。勇者を引き受けた理由の半分は、兄貴を否定したくてなんだ」

「お兄さん……？」

「うん。先代にして歴代最強の剣けん士しと言われた勇者ユーサー・キンバリン。

　前の世界を滅ほろぼすきっかけを作って、城のみんなに恨うらまれて町のみんなに忘れられた、ボクの兄さんだ」







　ダンスについては、もっと単純に練習が大変だった。

　市外から呼んだトレーナーの指導の下もと、リーン以外は素人しろうとからのスタートだ。

　ここで非ひ凡ぼんな才能を見せたのはレレレリカだった。模も範はん演技を一度見ただけで、振ふり付けをほぼ完璧にマスターしたのだ。ほぼ、と言うのは、指導したトレーナーのほんの微かすかなミスまでコピーしたからだった。

「擬ぎ態たいは得意」

　一様に度ど肝ぎもを抜ぬかれて言葉を失う翌たちに、レレレリカは特に誇ほこるでもなくそう言った。樹海で奇っ怪かいな獣けものを相手にしてきた狩人かりうどの、身体感覚と眼力の賜たま物ものだという。

　体格差の違いも最適化した完璧な演技だったが、うれしくもなさそうだった。

「モノマネは、可愛かわいくない」

　確かにレレレリカの演技は完璧で、トレーナーが慣れてくるに連れてさらに完成度が増したが、翌はどちらかと言えばリーンの荒あら削けずりで一回ごとの感エモ情ーシ動ヨンが反映される踊おどりの方が好ましく見えた。

　しかし、理想の生徒として何度もトレーナーに褒ほめられる内、レレレリカも不満はひとまず忘れて練習に励はげんだ。

　彼女は歌も巧たくみだったため、異常なほどのスピードで目標ラインに達した。




　反対に、最も苦戦したのはノエルだ。

　ドワーフの特とく徴ちようとして、力は強く手先は器用だが体の硬かたいところがある。ノエルはだいぶましな方だということだったが、時代とともに加速する日本のアイドルソング調に整えられたダンスに対応するのは骨だった。

　汗あせだくになって床ゆかに座り込むノエルを見下ろし、リーンがふと思い付いたように指摘した。

「ノエルは背の割りに胸大きいから、邪じや魔まになってんじゃないの？」

　全く悪意の感じられない口調だったが、まぁセクハラである。朝霞がまたリーンに突っかかり、レレレリカは小枝のように細っこい自分の体を見下ろして部屋の隅すみに溜たまった陰かげへ沈しずみ込む。

　ノエルは丸々とジャージを膨ふくらます自分の胸むな元もとを見下ろし、情けなさそうに吐と息いきした。それから「ちょっと休きゆう憩けいしてきます……」と言い残し、とぼとぼと部屋を出ていった。

（ノエル……？）

　心配になって後を追おうとした翌だが、部屋の陰を伝うようにぬるりと寄ってきたレレレリカに回り込まれてしまった。細身で幸さち薄うすそうなエルフは、死んだ目をして首を傾かしげた。

「やっぱりぽよぽよの方が可愛い……？」

「ええと……」




　なんとかレレレリカをおだて上げて部屋を抜け出し、ノエルを見つけたのはたくさんのベンチとセルフサービスの緑茶やコーヒー、スポーツドリンクが用意された休憩室だった。本来なら自じ動どう販はん売ばい機きが並ぶはずの壁かべ際ぎわが丸々空白になっているせいで、ガランと空むなしく静かすぎて、逆に落ち着かない部屋になってしまっている。

　都会の照明に慣れた翌から見ると寂さびしい限りの蛍けい窓そう灯とうの下、ノエルはお茶のコップを両手で包むようにしてベンチに座っていた。

　うつむいているので表情はうかがえない。翌は、わざと足音を立てて近付いた。

「あ。アクルさん……」

「ノエル、平気か？」

　ノエルは顔を上げ、微笑ほほえんで、それからそのまま視線をお茶に戻もどした。翌はそれ以上は何も訊きかず、一人分の間を空けて隣へ座る。

　しばし、決して不快ではない沈ちん黙もくの後。

「なんか、ここは違う世界なんだなぁ、って思います」

　予想していない言葉だった。何か弱音に類するものを聞くと思っていた翌は、ちょっと返事ができない。ノエルは構わず続けた。

「ドワーフの女の子は、おっぱいが大きいと褒められるものなんです」

「っ…………!?」

　さらに意表外の発言。翌は思わずノエルの胸元に目をやってしまい、それならノエルは相当褒められただろうとか思ってから我に返って視線を部屋の隅へとぶん投げた。

「前の世界じゃ、ドワーフの女は子供を育てるのがお仕事でしたから、ふっくらした体付きは、子供の揺ゆり籠かごとしての優ゆう秀しゆうさの証明だったんです」

　それは、思いのほか真面目まじめな話に繫つながっているようだった。己おのれを恥はじながら目を戻すと、ノエルは一口お茶をすすってから翌の方を見た。

「でも、さっきはリーンに邪魔になってるって言われちゃいました。もう、前の世界とは違うんですね。大きいお姉ちゃんとかは、昔ながらに女は子供と家を守れとか言いますけど、この平和な国で前みたいに一〇人も二〇人も子供を作ってたら子供も仕事がなくて大変です。滅めつ多たに減らないですから。

　ノエルはいつもノエルたちを守ってくれたお母さんが大好きです。でもノエルは、ただお母さんになるだけじゃダメな場所に来たんだなって」

「ノエル……それで今回のことを引き受けてくれたのか」

《地の塩》亭の天てん真しん爛らん漫まんな看板娘むすめ。アニメとのコラボ企き画かくに釣つられてアイドルを引き受けたように見えたノエルも、変わりゆく世界についていろいろと考えることがあるようだ。

　ノエルは、きょとんと目をしばたたかせた。

「え？　…………あっ、そうです！　ノエルももうオトナなので、アニメばかり見ていないで将来のことを考えなくちゃと思って奮起した次し第だいです！」

　なんかあわててこじつけた感が強かったが。

　ともかくもノエルにいつもの笑え顔がおが戻ってきた。相手の微笑も自然に引き出すような笑顔だ。この子は向いてる、と翌は思った。

　そんなノエルが、ふと気付いたように眼鏡を外し、翌へ差し出すようにして問いかける。

「そういえば、やっぱり眼鏡は外した方がいいですか？」

　ドワーフは洞どう窟くつや地下で過ごす時間が長い種族なので、慣れない直射日光を長時間見続けると目に悪い。しかし、日本に来てからは暗所に籠こもる生活が困難になった。そのため、昼間の強い光線を減げん衰すいする加工がなされた日本製の眼鏡をかけている。度は入っているが極きわめて弱い。かけていなくても、ダンスの妨さまたげにはならないだろう。

　翌が顔を合わせる時は大たい抵てい眼鏡をかけているので、素す顔がおのノエルは新しん鮮せんではあった。しかし。

「なんでそう思うんだ？　邪魔にはなってなさそうだけど」

「いえアクルさん。ノエル、聞いたことがあります。

　眼鏡キャラは不人気だ、と。

　たとえば並び立つもう一方のヒロインが黒くろ髪かみロングのポニーテールだったりすると一方的に人気を奪うばわれるとかなんとか……」

　……漫まん画がかアニメの傾向だろうか。そういえば現実のアイドルでもドラマに出る時やプライベートショットくらいでしか眼鏡姿を見たことがない気がする。

　でも──と、翌は浅く頭かぶりを振った。

「そのままでいいと思うよ。外に出るドワーフが日よけの眼鏡をかけてるのはメヘンの風物だ。それに」

　翌はノエルの手から眼鏡を取り、それを彼女の顔にかけ直した。

「ノエルは眼鏡、よく似合ってるしね」

　離はなれていく翌の手とすれ違ちがうように眼鏡の蔓つるに指を添そわせ、ノエルはそっと目を伏ふせた。

「……これ、レンズは市外そとからの取り寄せですけど、他ほかの部分はお父さんが作ってくれたんです。お父さんは向こうにいた時……ううん、今でもスゴい鍛冶かじ師で細工師なんですよ」

　そんなことを嚙かみ締しめるように呟つぶやいて、顔を上げた時にはちょっとだけ強い笑顔だった。変わる世界と、変わらない自分と、その間を埋うめる何かを口に含ふくんで。

「それじゃノエル、眼鏡とおっぱいを活いかしたパフォーマンスを考えてみます！」

「……いや、それはどうかな……？」







　──そんな練習の日々も一ヶ月を数え、ショッピングモール・クラヴィクル十六門一番館のオープンも間近に迫せまったある日。

　勇者リーンは、なんとも情けなさそうに自分の姿を見下ろしていた。

「……ホントにこんな姿を大勢に見られるの？」

　四人のトレーニングルームと化したレクリエーションルーム。ステージ用の衣装合わせである。リーンのイメージカラーに設定された青を基調とする、ふわふわとして襞ひだの多い、可愛らしい装束だ。

　仕上げとばかりに長ちよう髪はつのウイッグをかぶると、

「ははぁ、見み違ちがえたなぁ」

　定例の成果確かく認にんに来た鶴賀が感かん嘆たんするほどの美少女ぶりだった。プロのメイクを受ければさらに洗練されるだろう。

　鶴賀と並んだ翌も、うんうん……と手て応ごたえを得た声をかけてくる。

「見られるんじゃなくて、見せるんだよ」

「おんなじこと……って、何？　その格好」

　不満たらたら反論しようとしたリーンは、翌の姿を見て毒気を抜かれた。

「母さんから贈おくられてきたんだよ。他人ひと様さまの娘さんたちを預かるなら、ちゃんとした格好をしなさいって」

　翌はまずまず上等そうな黒いスーツを着込んでいた。びしッと決める、と言うにはいかにも着慣れないぎこちなさがあったが。

「でもこれ、なんかのエージェントみたいでカッコイイかも。メン・イン・ブラック的な」

　まだ関節の部分もパリパリで動かしづらいスーツを曲げたり伸のばしたりしながらはしゃぐ姿は、入学直後の中学生同然である。

「何がエージェントだか……」

　呆あきれた声を出して進み出た朝霞もまた、リーンとは色いろ違ちがいのステージ衣装に着き替がえている。翌とは違って、着慣れない、しかもこんな浮うき世よ離ばなれした服でも不思議なほど自然に着こなしていた。

　翌の姿を上から下までチェックして、

「ほら、ネクタイ曲がってる──」

　と直そうとしたが、身長差があって上手うまくいかない。一いつ旦たん手を放して、屈かがみなさいよ、と言う前にすっと音もなく近付いてきたレレレリカが器用に片手で直してしまった。

　呆あつ気けにとられて指をわきわきさせている朝霞を背に、レレレリカは一歩下がって両手を広げて見せた。

「アクル。わたしは可愛い？」

　長身の彼女に少女趣しゆ味みのステージ衣装は一見ミスマッチに見えたが、レレレリカのどこか眠ねむたそうな、とろんと邪じや気きのない目と華はなやかな衣装の取り合わせは、まさに妖よう精せいの趣おもむきだった。

「ああ……その、すごく奇き麗れいだよ」

　翌は頰ほおが熱くなるのを感じつつ、あくまで正直に答えた。こんな気き障ざなセリフを素面しらふで言う日が来るとは思わなかった。だが、例によってレレレリカの望みにはそぐわなかったらしい。

　表情は変わらなかったが、ただ目を伏せて、首を振ふった。

「他のスタッフの人は可愛かわいいと言った。でも、アクルは可愛いと言ってくれない」

「……それは…………」

　そう言うのは簡単だったし、他のみんなは簡単だから言ったのだろう。翌が言えないのは、たぶん、卑ひ怯きようだからだ。レレレリカにいい気分で仕事してもらうことより、自分が噓うそつきにならないで済む方を優先してしまっている。

　レレレリカの容姿は完成されきっていて、それは一歩間ま違ちがえれば玩具おもちやめいて見えるステージ衣装をまとってすら隙すきのないものだった。誰だれが見かけても見み蕩とれるだろう。だが、触ふれ合うのは何か、怖こわい。そんな。

「ところで」

　と、朝霞が何かを押し殺したような声で兄とレレレリカの間に割って入った。

「ノエルだけ着替えが終わってないみたいだけど、どうかしたの？」

　衣装スタッフのお姉さんに「ノエルちゃんは胸のサイズ合わせに時間かかってまーす」と教えられ、朝霞は「そう」と、仮にも友人に関する話題とは思えない感情の消えた声を出した。レレレリカも、いつにも増して虚うつろな目になっていた。




　二人の注意が自身の胸むな元もとにそれた隙に、翌はリーンの方へ戻もどった。肝かん心じんのリーンのモチベーションが落ちていたら話にならない。

　リーンは、壁かべ際ぎわに立てかけられた大きな姿見の前に仁に王おう立だちになって、自分自身の姿を睨にらみ付けていた。当然、後ろから近付いた翌にはすぐ気付いた。振り向かずに訊きいてくる。

「ねぇアクル……ボクは本当に、これでシータやみんなを助けられるのかな？」

「……俺は、そう信じてるよ」

　鏡の前に、二人で並ぶ。その身長差はちょうど、双そう塔とうの一方が欠けた市庁舎に似ていた。

　鏡の中の翌は、自分に言い聞かせているようだった。その鏡の翌の顔を見ながら、リーンは訴うつたえた。

「でも、ここに来てもまだ実感がないんだ」

「割りと楽しそうに見えたけど」

　練習中のリーンは、根が真面目なのだろう、乗り気でないなりに真しん剣けんに練習に打ち込んでいる。子供相手とはいえ指導者の経験もあるだけに、さりげなくノエルや朝霞の面めん倒どうも見てくれている。練習が上手くいけば笑顔を見せることもあった。

「……歌うのも踊おどるのも嫌きらいじゃないし、会心の出来になればうれしいよ。でもさ、それは自分の満足じゃないか。メヘンのみんなが、ボクなんかの演技で喜んで慕したってくれるのかって話だよ」

「俺は信じてるって言ったろ。プロのスタッフも認めてくれてる。観客の反応を気にするなら、自分じゃなくて俺たちを信用してくれよ」

「……メヘンの勇者はさ、みんな、剣けんを使ってきたんだ」

　……ますますファンタジーＲＰＧのお約束みたいだな、と思ったが、リーンの顔が思いのほか真剣だったので口を挟はさまず聞いた。

「先代の勇者が言ってたよ。剣は人が人の住み処かで人を殺すためか、その迎げい撃げきの時にだけ最強になる人じん殺さつ人じんの凶きよう器きだって。狩かりに有用な槍やりや弓矢とも、伐ばつ採さいや工具に向いた斧おのとも、万ばん能のうのナイフとも存在の意味が全く違う。

　勇者が殺してきたのは、魔ま獣じゆうを統とう御ぎよして人里を襲おそう魔ま族ぞくって連中だけど、見た目や生活様式はボクらと大差ない。だから、そいつらの居城や入り組んだ陣じん内ないに突とつ入にゆうして強きよう攻こう暗殺するのに適した武器は、やっぱり剣だ」

　地上最高の剣の行使者はつまり最強の暗殺者で、それこそがメヘンの勇者ヒーローだったという。現代の日本ではとてもまかり通らないヒロイズムだ。シータや城の者が途と方ほうに暮れるのもむべなるかな。

「代々の勇者は、剣として優すぐれてればよかった。でも、今は……」

　言いかけながらリーンは、緩ゆるく拳こぶしを握にぎり締めた。その手に何も摑つかめなかったから、言葉が続かない。

　翌はそこで初めて、鏡の中ではなく本物のリーンを見下ろした。

「だから試ためすんだろ。実際に大勢の観客を、自分が何かを与あたえたいと思ってる大勢の人たちを前にすれば、見えてくるものもある……と思う」

　リーンも隣となりの翌を見上げた。呆れたように。

「なんだよ頼たよりないな。しっかりしてよね、ボクの相棒だろ。

　……でもま、アクルがそう言うなら、やるだけやってみるよ。アクルは、あの時の不味まずいスープの価値を信じてくれたもんな」

　不安の雲間に帰ってきた勇者の笑え顔がおに微笑を返し、視線を鏡に戻す。居い心地ごこち悪そうにウイッグの位置を直したり、ふわふわのスカートの勝手が解わからず、短くステップを踏ふんでみては鏡とにらめっこする少女の姿が、そこにあった。

　うん、と、自然と顎あごが落ちて、上がる。

「リーンは『可愛い』だな」

「な、なんだよっ!?」




　ちなみに、朝霞のメヘン滞たい在ざいに反対の意を表明し続け、早く戻るように翌にメールを送り続けていた──母同様、朝霞に直接メールするのは怖いらしい──父は、朝霞の舞ぶ台たい衣装を撮さつ影えいして送ったところ、次のような長いメールを送り返してきた。

『我が息子むすこ、翌よ。どうやらお前も朝霞も本気のようだな。今まで「わたしの朝霞を返せ、この泥どろ棒ぼう長男！　貴様、昔から朝霞に懐なつかれてるからって調子に乗るなよ！　お前のような鬼おに子ごは生まれてこなければよかったんだ！」などと、一人で夜を過ごす寂さびしさのあまり、人の親としてあるまじき暴言を放ったように見えたかも知れないが、あれはお前たちへの試験だったのだよ。

　お前たちがそこまでメヘンの人たちやママの力になりたいのであれば、わたしもあえて止めまい。いい社会勉強になるだろう。ただし、わたしもパパとして保護者としての責任を果たさねばならない。

　これから毎日、可愛い衣装を着た朝霞の記録写真を送るのだ。メールの添てん付ぷ写真などとちんけな仕様でなく、高画質のデータを圧縮してな。ああ、お前のはいい。信しん頼らいしているから写真とか要いらん。と言うかくれぐれも朝霞の写真に見切れるなよ、編集が面倒だから。




　追つい伸しん．よほど忙いそがしいのか、ママに送ったメールの返事が来ない。お前の方から、それとなく返信するよう促うながしなさい。』

　翌は、最後まで読まずに画面を閉じた。




　　　　◇




　──そうして早木野課長の定めた猶ゆう予よの時は尽つき、ショッピングモールのオープニングセレモニーの日はやってきた。

　商業区と居住区の境界付近に広がる広大な敷しき地ちに、上空から見ると巨きよ大だいな三重丸に見える円えん筒とう形二階建ての本館が建っている。周囲には駐ちゆう車しや場じようや、メヘンの商人向けに露ろ天てん商しようが出店を構えるスペースが取られていた。

　メヘンにマイカーを持っている世帯はほとんどないため駐車場はだだ余りで、大半の来客はバスから吐はき出されてくる。翌たち一行は、市庁舎の所有する大型車でスタッフたちとともに駐車場の関係者スペースに乗り付けた。

　本館の三重丸は外側から順に専門店街、レストラン街、イベントホールとなっていて、それぞれの間は青あお天てん井じようのプロムナードになっている。

　専門店街は衣料、食料、雑貨が中心で、本来は家電量りよう販はん店てんが入るはずだったテナントにはメヘンの特産品や工芸品が並んだ土産みやげ物屋が入っていた。二階には、冬になれば開放されるスケート場まである。

「うわぁ……人がいっぱい。確かニッポン語では、ヒトガゴミノヨウダと言うんですよね！」

　ライブが行われるイベントホールへ向かって歩きながら、ノエルが見慣れない人波に歓かん声せいを上げる。混こん沌とんに見み舞まわれた十六門市では初めてと言っていい大型商業施し設せつだ。

「十六門中の日本人が集まってんじゃないかって勢いだねー」

　十六門市への移住から、長い者で八年、電源の不在で成立しなかった種類の施設の新装開店だ。飢き餓がに似た懐かい郷きようの情に突つき動かされた大人たちや、その大人に連れて来られてはしゃいでいる子供たち。

　一方でメヘンの人々も、人口の割合で言えば少ないながら大量に訪おとずれている。さすがに歩けないほどではないが、地球人に近い印象のメヘナスはともかく、エルフやドワーフが押し合いへし合いしながら見物する姿は優に奇き観かんだった。

　まだ正午前の時間なので、もう少しすればさらに混雑は増すだろう。

　孤こ独どくは友達だが人ひと混ごみに慣れていないレレレリカなどは、乗り物酔よいしたような顔色でスーツ姿の翌の背中に寄りかかっている。

「ホントに……こんなところで演やるの？」

　飛行機のオモチャを見て「これは何？」「ニッポンの墓だ」とやり取りしているドワーフの親子を尻しり目めに、リーンはげっそりと重い息を吐いた。

「いいか息子よ。何かの絵で見たが、この世界の墓は、十字の板や石を地面に立てて墓標にするのだ……」




　イベントホールは、映画上映からフルオーケストラの演奏まで幅はば広ひろく対応する天てん井じようの高いホールと、屋上の多目的イベントステージからなる。

　翌たちは裏口から関係者用の控ひかえ室に入り、夕方のライブに備えるべく、早さつ速そく準備を始めた。

　今回のファーストライブは屋内ホールで行うことになっている。あくまでオープニングイベントの一いつ環かんなので席の指定などはなく、イベントのスケジュール表には、




『中央イベントホール

　御ご当とう地ちアイドル　「レフュジー・キングダム」ライブコンサート

　メヘンに住むメヘナス、ドワーフ、エルフ、日本人の四人種混交のアイドルグループのコンサートです。フレッシュな彼女たちの陽気な歌と踊りを楽しみ、新たな勇者に会いにきて下さい』




　とだけある。

「……なんかすごいさり気ない位置に『新たな勇者』って書いてるけど、これ大だい丈じよう夫ぶなの？　もっと目立たせた方がよくない？」

　と、これは、翌に手伝わせながら柔じゆう軟なん体操をしている朝霞だ。床ゆかに置いたスケジュール表（日本語版）をのぞき込んでいる。

　一昨日おとといにもリハーサルに訪れたため、今日は二回目の控え室だ。ここから屋内ホールへも屋上のステージにも直通で行くことができる。

「保険なんだってさ。失敗した時の火傷やけどを最小限にするための」

　これは鶴賀の出した条件だった。翌の言葉に、朝霞は猫ねこのように喉のどを鳴らした。

「なーんか姑こ息そくだね……」

「仕方ないさ。何せメヘン人がこういうイベントを立ち上げるのは初めてだから、とにかく結果が読めない。いつだって失敗を計算に入れて行動しない……とッ」

　翌は最後の一息で朝霞の体を引き上げて立たせてやった。自分で起きられるのに……と口を尖とがらせる朝霞の背中を更こう衣い室しつへ押し出し、振ふり返る。リーンが立っていた。

「このれふゅじーきんぐだむって、どういう意味だっけ？」

　グループ名は関係者激論の末、発表ぎりぎりで決定したためメンバー内でも微び妙みように浸しん透とうしていない。翌は辛しん抱ぼう強づよく説明した。

「亡命した王国……この世界に流れ着いてきたメヘンのことだよ」

　そのまんますぎるし、ちょっと後ろ向きな名前だということで反対の声も弱くなかったが、「その漂ひよう流りゆう王国が新しい生き方を見つけようとしている」という意志を曲に込めることでグループの存在意義にする──ということでようやく妥だ結けつした。

「ふぅん……まぁ響ひびきがカッコイイからいいけどさ」

　ステージ衣装に着き替がえる前のリーンは、やはり少年のような印象がある。シータによれば、リーンが男の子のような格好や言こと葉ば遣づかいをするのは、子供の頃ころに兄へ憧あこがれて真似まねをしていたかららしい。

「ねぇアクル」

「ん？」

「これが終われば見つかるよね。ボクらがこの世界でできることが」

　この男前なリーンが憧れる、彼女の兄のようにはなれないだろうけれど。

　翌は、精せい一いつ杯ぱいの自信を奮い起こして胸を張り、うなずいた。

「きっと、お客さんが教えてくれるさ」







　──山に囲まれた十六門市は、晩ばん夏かの粘ねばり強い陽ひも早くに沈しずむ。西側の緩やかな稜りよう線せんを真っ赤に、血の色ににじませながら……

　その、どす赤く染まる空の下、ショッピングモール・クラヴィクル十六門一番館のにぎわいは止やむ気配がなかった。電気灯の乏とぼしい十六門の住人は自然と生活ペースが早はや寝ね早起きになるものだが、久しぶりに都会的な娯ご楽らく施し設せつを楽しむ日本人も、面積だけなら王城よりも広く、それでいて清潔感のある市いち場ばを物もの珍めずらしがるメヘン人たちも、しばらくは帰る気配もない。

　ただ、ある赤ん坊ぼう連れの家族は子供の疲つかれを気にして楽しみを切り上げることにした。十六門市の再開発に携たずさわるその日本人技師は裕ゆう福ふくな家庭を築き、かつ単独で現場を回る必要性から自家用車を有していた。

　以前、交差点から飛び出してきた騎き鳥ちよう──人を乗せて走れる、ダチョウのオバケみたいな奴やつだ──に激げき突とつされて側面が微かすかにへこんでいるが、逆に言えばそれだけ剛ごう健けんな造りのオフロード車だ。走破性は高いが居住性は低い。

　赤ん坊や妻を刺し激げきしないよう、のろのろとハンドルを切って居住区への道へ入った技師は、視界の端はしに妙みようなものを見た気がした。

　気になってバックミラーをのぞくが、すぐに確かく認にんできない距きよ離りまで離はなれてしまう。停車して確認しようかとも思ったのだが、

「何？　どうかしたの？」

　いまだメヘンの悪路に慣れない妻が、何かトラブルかと情けない声を出してきた。

「…………いや」

　技師は肩かたをすくめて、妻の機き嫌げんが良い内に家へ帰ろうと車をスピードへ乗せた。

　道どう路ろ脇わきの地面が、何か泡あわのようにぼこぼこと波打っていたように見えたのだが──

「ま……気のせいだろ」

　ちなみにベビーシートに収まった赤ん坊は、がたごとと落ち着きなく上下する車内にあって、きゃっきゃっと無む邪じや気きにはしゃいでいる。

　この存在自体が混こん迷めいした町に生まれた生命はなかなかに図太く、あるいは来きたるべき祭りの気配を感じているのかも知れなかった。




「……どーすんのさ、これ」

　舞ぶ台たい袖そでから顔をのぞかせホールの客席をうかがっていたリーンが、こめかみに汗あせをにじませた。

　リーンの上から顔を出していた翌も血の気が引いている。

「やっぱり宣伝が足りなかったかなぁ……」

　──レフュジー・キングダムの初公演。その開演を二〇分後に控え、客席はがらがらに空すいていた。

　正面の二階席に市庁舎の一団とメヘンの外交担当者が集まって談だん笑しようしている──この距離からでも早木野課長の存在感が異様だった──が、人の塊かたまりはその一つきりで、他ほかは後ろの方で居い眠ねむりしている中年男性や、前の方で孫らしい男の子に手を引かれている老婦人、広々と席を占せん有ゆうして買った物を並べて見せ合っている少女たち……くらいだ。

　一時間前からずっと店内中で報知して回ってもらっているのだが、まだ開幕に間があるにせよ、この席の空き様は翌たちを激しく不安にさせた。

　ステージ上で待機しているアコースティックバンドの面々が時折爪つま弾びくギターの音が、むやみに物悲しい。

「あちゃー…………サクラくらい用意すれば良かったかなぁ。青天井の広場イベントなら、芸を始めれば声の大きいのから適当に寄ってくるんだが」

　背後で鶴賀も頰ほおをひくつかせている。彼らにも、こういった仕事のノウハウは少ない。

「まったく……行き当たりばったりだなぁ」

　他の三人と同じくすでにステージ衣装に着替えている朝霞の言葉はミもフタもない。

「でも、ま、やるしかないでしょ」

　そしてたくましかった。この妹は情動が強くテンパりやすいが、やるとなれば肝きもが据すわる。

「可愛かわいいは兵の多た寡かにあらず」

「ま……まぁ、最初はこんなものですよ。ニッポンにはサダメトアレバココロヲキメルという諺ことわざもあると聞きますし」

　レレレリカはいつも通りの無表情だし、ノエルはそんな諺はないが前向きだ。しかし二人とも、こころなし肩かたが落ちているように見える。

　翌は、傍かたわらの勇者を盗ぬすみ見た。さっきは観客が答えを教えてくれるとかなんとか言った手前、気まずい。

　が、そこに勇者の姿はなかった。

　え？　と見回すと、リーンは開始前のステージを平然と縦断していた。翌や鶴賀が呆あつ気けにとられている内に、自分の身長ほどの高さがあるステージの縁へりへしゃがみ込み、客席前方に座っていた老婦人に声をかけた。

「ばあちゃん、そんな前の席で大丈夫？」

　老婦人の隣となりに座っていた孫らしき少年がきょとんと目を瞬またたかせ、メヘナスの老婦人がゆっくりと顔を上げる。

「はい？　なんですか？」

　声も挙動と同じくスローペースだ。あわてて出て行った翌が追いつくくらいに。

「今から歌うの、けっこううるさいよ。テンポも速いし、ばあちゃん向けじゃないかも」

　数少ない客を減らしてどうする──とは思ったが、それを敢あえてするのが翌のヒーローだ。もちろん、止めない。
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　老婦人は、皺しわだらけの顔を焼きたてパンを裂さくように破顔させた。

「ああ。それは、ちょうどいい。ばあちゃん、もう耳が遠いからね」

「平気だよ。お祖母ばあちゃん、俺がスマホに入れてるニッポンの音楽好きだし」

「そっか……」

　本人にも孫にも保証され、リーンは勢いを付けて立ち上がった。背後の翌に気付いて、何しにきたの？　とでも言いたげな視線を送り、それから元気よく胸を叩たたいてきた。

「ほら、もうすぐ時間だろ。やろう、アクル！」

　翌の顔が、困こん惑わくから微笑ほほえみの形に変わりかけた──その時。




　悲鳴とともにイベントホールの入り口が乱暴に開かれた。




　逃にげろっ！　ホールに隠かくれるんだ！　──混乱した警備員の怒ど号ごうに背中を叩かれたように人々がホールの中に雪崩なだれ込んでくる。恐おそらく買い物客であろう女性と子供が多いようだが、それにしては手荷物を持った者が少ない。持っている者も買い物袋ぶくろがぼろぼろになっていた。

　新来の客は席に座ろうともせず、ステージ際ぎわまで走ってきて段差にぶつかり、乱れきった息を整え、あるいは連れがいないことに気付いて悲鳴を上げている。

「なんだなんだ……？」

　ただならぬ雰ふん囲い気きに、鶴賀や他のスタッフもステージに出てくる。ノエルがぼんやりとした声を出した。

「お客さんがわんさか……じゃないよね」

「ッ………………」

　翌は二階席の様子をうかがった。母やメヘンの重臣たちがそれぞれの部下から報告を受けているのが見えたが、向こうも混乱しているようだ。

「まずいよ鶴賀くん。すごいことになってる」

　鶴賀の肩へ手をかけた女性は、屋上に上がって状じよう況きようを見に行った「なかよくする課」員の虎杖いたどりだ。相変わらず、頭の上に猫ねこだか犬だかの耳が載のっている──ちらりと聞いた話ではメヘン転移時の事故でそうなったらしいが──。

「なんだい、『すごいこと』って」

「百聞は一見にしかず……て言うか、あたしには説明できる自信がない。

　とにかくみんな、屋上に来て」

　一同意味も解わからず控ひかえ室から屋上へと向かう。そんな中、新たにホールへ入ってきたドワーフの老人が甲かん高だかい声で喚わめくのが耳に入ってきた……

「ありゃ地じ雷らいだぞっ！　なんで魔ま獣じゆうもおらんのに発動しとる!?」




　屋上のステージは今日は使う予定がなかったので、建物の内外にある階段がどちらもシャッターで塞ふさがれている。控え室からの通路が、今開いている唯ゆい一いつの道だ。

　その通路を駆かけ上がり、落下防止の手すりへ嚙かみつくようにして眼下を一望した翌は、そこに異様な光景を見た。

　ぼろぼろの衣服や武具を体に引っかけ、ぞり、ぞりと足を引きずって歩く奇き妙みようなメヘナスやドワーフの群れが、普ふ通つうの客を押し出すようにホールへ迫せまってくる。追いつかれた客は押し倒たおされそうになるが、警備員や他の客が暴行者を殴なぐり倒して助け起こされている。

　さすがに九年前まで争乱の世界にいただけに、メヘンの男たちは皆みな、自衛できる程度の戦せん闘とう力を持っていた。しかし。

「っ!?」

　翌の口から、声にならない悲鳴が上がる。警棒の打ちよう擲ちやくを腕うでで受けた襲しゆう撃げき者の肘ひじから先が、千切れて吹ふき飛んだのだ。

　よく見れば、異様な一団は皆が血まみれで、怪け我がをしているように見える。足取りが蹌そう踉ろうとしているのもそのせいだろうか？

「か、過か剰じよう防衛じゃないのか？」

「いや……あれは日本人の警備員だし普通の警棒のはずだ。現にほら、殴った方が泡を食ってるだろ」

　鶴賀の指し摘てき通り、襲撃者に一撃を加えた警備員の方が相手と警棒を見比べて呆ぼう然ぜんとした後、むしろ怯おびえて逃げ出してしまった。

「なんだよあれ!?　囲まれてるぞ！」

　別の方向を見に行ったリーンも狼ろう狽ばいした声を出していることからして、全方位から異様な集団が攻せめてきているのだろう。

　呆然として騒そう動どうに見入っている翌の隣で、エルフの少女がぽつりと口を開いた。

「……あれは」

「知っているのかレレさん!?」

　レレレリカは相変わらずの無表情で、しかしどこか緊きん張ちようした声を出した。

「精せい霊れい術じゆつ、《死し霊りよう地雷》……

　この世界に転移してくる直前、激化した魔獣の侵しん攻こうに対応するため、そこら中に転がっている戦力の再利用という方策が採られた」

「戦力？」

「戦士──すなわち人間」

　死霊地雷、人間の再利用……？　翌は想像し、考え、そして直感した。

「まさか、戦死した人をゾンビにして戦わせるのか!?」

　レレレリカは小首を傾かしげたが、次にはうなずいた。

「ぞんび……？　ぞんびというのは知らないけど、でもたぶん合ってる。死んだ人間の体を、魔獣の出現に反応して襲おそいかかる生体機械と化する広域精霊術。魔獣の多い場所ほど死体も多いから、効率的な防衛ができる。

　本当なら死体の腐ふ敗はいを抑よく制せいする機能もあって素す早ばやく動けるはずだけど、あれは九年以上前の死体ものだからさすがに傷いたみが酷ひどい。動きも鈍にぶいみたい」

　傷だらけに見えたのは、元からの致ち命めい傷しようなのか腐敗で肌はだが裂けているのか。

「それゾンビじゃない！　なんでそんなのが湧わいてんの!?」

　翌の背中にしがみつきながら悲鳴を上げる朝霞に、レレレリカは小さく頭かぶりを振ふった。

「この辺りが末期魔獣戦線の激戦区だったと聞いたことはある。でも、なぜ魔獣にしか反応しないはずの《死霊地雷》の術が暴発しているのかは解らない」

　ふと気配を感じて見ると、リーンもすぐそばに来ていた。話は聞いていただろう。翌と目を合わせて、痛みに耐たえるような顔でうなずく。

　──英えい傑けつ士しの不在による巫女みこ王の制せい御ぎよ力低下。その影えい響きようの可能性が、ある。もしそうだとすればこれは、リーンの責任で起こった事件だ。

「ホールに逃げたのはいい判断。死し霊りようは音を優先的に感知して襲ってくる」

　レレレリカの言う通りなら、完全防音のイベントホールに立て籠こもればしばらくは安全を確保できる。

「客の中にもあれの特性を知ってた人がいたんだろうな。でも、これからどうすれば……」

「……翌くん、どうにもまずいことになった」

　駆け寄ってきた鶴賀の声は、初めて聞くくらい緊きん迫ぱくしていた。

「あのゾンビどもから逃げてきた職員から聞いたんだが、モール中、あれであふれてるらしい。連中、動きが鈍にぶいんで外に逃げてった客は逃げ切れただろうが、ここに残ったみんなが無事に出て行くのは難しいぞ。

　何せゾンビの数が多いし、みんながみんな戦えるわけじゃない」

「その前に、ホールに全員は入らないでしょう？」

「それなら、警備員たちが客を誘ゆう導どうしてあちこちの倉庫に逃げ込んでる。ゾンビの素す性じようを知ってるメヘン人が多くて、今のところは重死傷者も出さずに済んでるみたいだ。

　やはり……問題は脱だつ出しゆつだな」

　数分前まで、もうすぐ初ライブだと緊張していたのに、あっと言う間にこの様だ。しかしこれがこの町の日常、この国の現実。向き合わなくてはならない。

「救きゆう援えんはどれくらいで来るんです？」

「それが……悪いことに地下ケーブルが不調で外と連れん絡らくが付かない。あのゾンビは地中から出てきたから何か関係あるかも知れないな。

　とにかく、客の心身が限界に達する前に自力で脱出しないと」

「脱出……」

　考えている間にも、女が悲鳴を荒あらい息に混ぜて、子供が何がなんだか解らず、老人が何か──何か、引きずってきた者に対して──諦あきらめたように、そして男たちは追いすがる死霊たちを殴り倒し蹴け散ちらしながら、イベントホールへと雪崩れ込んでいる。

　死霊たちには知性が感じられず、物音に反応して追いかけ、動くものを動かなくするだけの存在のようだった。言葉をかけられても、近寄ってくるだけで理解している素そ振ぶりはない。

　ただ、攻こう撃げきを受けそうになると防ぼう御ぎよする挙動を見せた。腕で、あるいは盾たてで頭や胸をかばう。防御しきれず受け止めた腕が落ちてしまう個体もいたが、体に染しみついた本能なのだろう。

「……ボク、行ってくる」

　やにわに手すりへ足をかけたのはリーンだ。あわてて翌が手を摑つかむ。

「放してよアクル！　ボクは勇者だ。見てるだけなんて──」

「待てって、いくらリーンが強くてもあの数は無理だ！　それにリーンは、戦わない勇者になるんだろ!?　あの人たちは、死んでるけどこの国の人たちなんだぞ！」

「そんなのっ……だって……今は剣けんが必要だろ！」

　振り払はらってこようとするリーンの手を、全力で摑む。思ったより小さい手だ。するりと抜ぬけないように、もう一方の手で手首を摑んで引っ張り込む。

　そのまま後ろへ倒れて、リーンの下した敷じきになった翌は後頭部を強打した。目を回している翌の上でもぞもぞと体を起こし、げしと顔を踏ふみながらリーンは泣き出しそうな声を出す。

「邪じや魔ましないでよ！　やっとこの世界でできることを考えてもらって、最初の一歩だっていうのに……こんなで……

　結局ボクは、何やったってうまくいかないんだ！」




　泣いている。と、遠い意識の水面を眺ながめながら、鵐目翌は思っていた。

　朝霞は今でこそああだが、小さな頃ころはよく泣いていた。家で二人きりになることが多かった翌は、とにかく朝霞を泣かさないようにしようと気を付けながら育った。特に家族愛が強かったと言うより、妹を泣かせっ放しにしたまま生活するのが困難だっただけというのが出発点だったように思う。

　ゲームをしていても勉強していても、罠わなにかかった猿さるのような泣き声が聞こえてきて気が散る。外で友達と遊んでいても、朝霞が階段から落ちていないか牛乳をこぼしていないかと考えてしまうと落ち着かない。両親は子供の割りには落ち着きのある優等生だった翌を過信していて、朝霞が乳ち離ばなれするなり世話を任せてしまっていたから。

　しかし、そんな風に朝霞を世話している内に、いつの間にかそれが当たり前になって、自分の本質に思えてきて、朝霞が成長してしっかり者になっていくのを寂さびしく思うようにすらなっていた。

　そこで、ふと気付く──ああ、そうか。レレレリカはなんだかんだ言って完成されている。サバイバビリティが高く、どんな状況でも一人で生きていけそうだ。だから、美しい人だと惚ほうけることはあっても、翌のような未熟者には「可愛かわいい」と感受できない。

　そんな翌がどうしようもなくリーンに惹ひかれるのは、リーンが未完成だからだ。できていないからだ。

　だから今も、泣いている。ライブ失敗の覚かく悟ごくらいは決めていただろうが、まさかゾンビの乱入で歌うことすらできないとは思っていなかっただろう。あまりの理り不ふ尽じん。心が折れるのも当たり前だ。

　きっとリーンは、今までもこうやって挑ちよう戦せんと挫ざ折せつを繰くり返してきたのだろう。この安定しない世界で勇者に任じられ、巫女王シータへの友情と責任を背負い込み、内外に頼たよれる存在のない孤こ独どくに耐え、自身の不器用で真っ直すぐすぎる性格を空回りさせてきた、勇者。

　勇気一つで幾いく度もの挫折に耐えてきた少女が、泣いている。

　しかし翌は、そんなリーンだから愛いとおしい。尊敬すべき勇気を持った少女が困っていることに胸が燃えている。ヒーローを助けられる人になりたいという夢、誰だれかを世話していないと落ち着かないという性情──そんな自分勝手な欲よく望ぼうを向けられる相手なのだ、翌の勇者リーンは。

　それを自覚した時、自分を最低だと思った。困っている相手に付け込むことでしか自己実現できないクズだと思った。

　でも、だからこそ。

『なんだよ頼りないな。しっかりしてよね、ボクの相棒だろ』

　そんなクズを相棒に選ばせてしまったからこそ。

　クズなりの責任を取らねばならない。泣かせたままにはさせない。

　次し第だいに正気に戻もどりつつある意識とともに、翌はめまぐるしく頭を回転させた──




　──あるはずだ。ゾンビ映画であれば、九割九分九厘りんが破は滅めつするしかない状じよう況きよう。しかし、エルフもドワーフもドラゴンも魔ま法ほう使つかいも勇者もいるメヘンなら、この窮きゆう境きようを打破する方法が何かあるはずだ。

　こんなＢ級映画はさっさと終わらせて、我らがレフュジー・キングダムの初ライブを成功させ……いや、無理か。仮にこの異状を終結させたとしても、それからコンサートを行うなんてできるわけがない。状況が落ち着くってことは、お客さんが脱出した後ってことだろうし……

　何かないのか？　このこんがらがった状況を一刀両断できる妙みよう手しゆは。翌は、頭の中でとにかく思い付く要素を並べ立てた。




　……勇者、偶ぐう像ぞう、

　　アイドル、ライブ、活動、


生ける屍しかばね、ゾンビ、




言葉の通じない、防御の反応はする、




お客さん、脱出、囮おとりになる、




惹き付ける………………






「……そうか！」

　豁かつ然ぜん。出し抜けに勢いよく身を起こしたせいで、まだ体の上にいたリーンと顔がぶつかりそうになる。反射的に身を引こうとしたリーンの両りよう肩かたを摑んで逃にがさず、至近距きよ離りで目を見合わせた。

「ア、アクル……？　なに、どうしたの……？」

　らしくもなく怯おびえたような声を出して目を白黒させるリーン。その涙なみだの跡あとへ、慎しん重ちようにハンカチを当てていく。

「よぉし、奇き麗れいだ。メイクも乱れてない」

「ぇ？　こ……こんな時に、何言ってんだよ……」

　ぽかんとしている勇者に、その相棒は不敵に言い放った。

「……やるぞリーン」

「やるって……な、何を？」

「ライブを」

　……………………

　リーンが、朝霞が、レレレリカが、ノエルが、鶴賀が、屋上に上がってきていた「なかよくする課」員の面々が、一様に言葉を失って翌を見る。

　無数の視線を感じながら立ち上がり、翌はごく端たん的てきに、しかしむやみに力強く宣言した。

「大だい丈じよう夫ぶだみんな！　論理的に考えて──

　アイドルならゾンビに勝てるッ!!」







　──秋迫せまる夕日は足早に暮れ、赤あか紫むらさきの空に星々がぼんやりとにじんでいる。

　リーンの手には汗あせが浮うかんでいた。いつもの癖くせのまま服でぬぐおうとして、ぎくりと手を止める。この装束に汗のシミを付けるわけにはいかない。

「……大丈夫か？　落ち着いていこう」

　声をかけタオルを渡わたしてくれたのは翌だ。優やさしい声を出そうとして緊きん張ちように硬かたくなっていた。だが、他人の動どう揺ようはリーンの口元に苦い、小さい、でも笑えみを浮かべさせた。

　リーンはタオルを受け取り、ふわりと白いその布地に顔を埋うずめた。

「落ち着けないよ、こんなの……」

　タオルの隙すき間まから、見やる。固形燃料の松明たいまつに焙あぶり照らされた屋上に、満場の「観客」が詰つめ寄せていた。地を這はうような唸うなり声が、露ろ出しゆつの多い衣装に絡からみ付くようで肌はだがざわめく。

「気持ちは解わかるけど、これの成否でこの王国の未来が決まるかも知れないんだ。

　──四人とも、正念場だぞ」

　リーンは顔を上げ、自分の横に並んだ三人の仲間の顔に目を歩かせた。

　エルフのレレレリカ、ドワーフのノエル、日本人の朝霞。そしてメヘナスの勇者リーン。集まったのは運命の導きかただの成り行きか。救国の四人パーティ。

　その内の一人、うつむいて何かに耐たえるようにしていた朝霞が、つと小走りに翌に近付いてきた。来るだけ来て、何も言わずに翌を見上げる。

　翌も何も訊きかずに、ぎゅっと抱だき締しめた。そうして、ささやく。

「……いっしょに帰るか？」

　お互たがい小さな頃、朝霞のイタズラから喧けん嘩かになって公園へ逃げた朝霞を迎むかえに言った時と同じ言葉だった。

　答えは数秒後、思いっきり突つき飛ばされるという結果で返された。みぞおちを強打されて息を止めている翌に、朝霞は冷たく吐はき捨てる。

「何すんのよ、キモいなぁ……うちの兄、キモいなぁ……」

　しかも二回言った。それから、仲間たちのところへ帰っていった。

　ふと視線を感じると、ノエルとレレレリカが、どこかうらやましそうにこちらを見ている。顔を上げて目を合わすと、ノエルはガッツポーズを取った。

　レレレリカは、

「今のはなかなかいい。可愛い。だから、アサカはわたしが守る」

「っ……ありがとう。頼たのみます」

　翌が欲しくても欲しがるわけにはいかなかった言葉を、くれた。相変わらずの美び貌ぼうと併あわせて惚ほれてしまいそうだ。

　後こう顧この憂うれいは消えた。自身の息を整え、翌は改めて整列したリーン、レレレリカ、ノエル、朝霞の顔を見回す。

「いけるな？」

　彼女らが覚悟を決めてうなずくのを見届けて、舞ぶ台たい袖そでに下がりながらバックバンドにハンドサインを送った。

「さぁ、『お客さん』がステージに上がってくる前に始めよう──」

　翌の言葉に応じて松明が赫あかさを増したように見えたのは錯さつ覚かくだろうか。

　華はなやかなステージ衣装をまとったリーンが、一歩踏み出す。ラーメン屋で出会ってから一ヶ月半、ずっと自分を見ていてくれた少年の言葉に、まだまだ小さな背中を押されながら。

「レフュジー・キングダムのファーストライブだ！」

　四人で一列。目を閉じて進み出た少女たち。一歩先立ったレレレリカが静かに手を上げる──その繊せん手しゆには緑色の光球が宿り、空にかざされた瞬しゆん間かん、紫し紺こんの空に舞まい上がって弾はじけた。

　閃せん光こう。その白んだ光景の中、リーンの脳のう裏りに、作戦を語る翌の声が甦よみがえる──





　──計画はこうです。

　まず、今は閉じている外側の階段を開放して、この屋上へゾンビが上がって来られるようにする。この時、屋上に待機しているのは俺とレフュジー・キングダムの四人、それとバックバンドの皆みなさんです。

　そしてバックバンドの人たちに思いっきり音を鳴らしてもらって、ゾンビたちを屋上へおびき寄せる……ここまではいいですか？






　ステージ上と屋上の大部分が精せい霊れい術じゆつでライトアップされ、あらかじめバックバンドが鳴らした騒そう音おんに引き寄せられた「観客」たちが照らし出される。

　間近に見る死し霊りようたちは、当然ながら遠目にするより生々しく痛々しかった。

　全身の凹おう凸とつが死の陰かげによって惨むごたらしく彫ほり込まれ、神経に信号が走る度たびに関節という関節、管という管が痙けい攣れんして骨から剝はがれた何かを地面に落とす。中には、腹の臓器がほとんどえぐり取られて心臓が露あらわになっているにもかかわらず動いている個体もあった。

　何より不気味なのは、咳せきでできたような声を発し続けていることだ。言語を失っている以上は何を思っているわけでもないはずだが、生者の耳には絶え間ない苦く悶もんに聞こえてしまう。

　そのうめく屍の群れが、四人のアイドルが立つステージへと押し寄せてくる。

「っ────」

　バックバンドが楽器の弦げんに指を添そわせる気配を背に、リーンの唇くちびるが薄うすく開いて。

　全すべての始まりを告げるギターの音色が、ショッピングモールの屋上に燃え上がった──





　──もちろん、それだけじゃすぐに俺たちが襲おそわれて終わります。

　そこで、アイドルです。

　俺が見たところ、あのゾンビたちは言葉を理解する能力は失ってますが、ただ動いて人に突とつ進しんするだけじゃなく、防ぼう御ぎよや回かい避ひはしようとします。体がぐずぐずになりすぎて失敗してるみたいですが……

　ともかく、彼らには聴ちよう覚かく、視覚と原始的な身体感覚は残ってるってことです。






「か、母さん？」

　舞ぶ台たい裏に回った翌は、一いつ般ぱん市民とともに避ひ難なんするはずの母と鉢はち合あわせして当とう惑わくした。

　午前中、モール内の噴ふん水すいの除幕式などに出席した母はいつも以上に高級そうなスーツを着込んでいた。ただし、さっきまで履はいていたハイヒールは捨てて、買い物客の一人から買い取ったという運うん動どう靴ぐつを履いている。

「こんな時くらいは、いっしょにいようと思ってね」

「でも、ここは危ないよ。下の人といっしょに──」

「公務でもあるのよ。勇者の仕上がりを見ることは、今後の政策にも関かかわる重大事なんだから」

　いつも通りの冷れい徹てつな表情かおでそう押し切られてはなんとも言えない。

「それと、これを渡すのを忘れていたわ」

　そして母は、そのままの顔で手て提さげの紙かみ袋ぶくろから取り出した物を翌に押し付けた。翌はきょとんとそれに目を落とす。最新型のハンディカメラだった。翌の小こ遣づかいではとても手が出ないハイエンドモデルだ。

「……カメラ？」

「きっと翌は、妹の晴れ姿を永久に記録しておきたいと思うだろうから母心を働かせてみたわ。さぁ、存分に撮さつ影えいなさい」

「……そういえば、父さんにも似たようなこと頼まれてたよ。忘れてたけど」

　母は、恐おそらく翌と父以外は見たこともないであろう、すごく嫌いやそうな顔をした。

　そこで前奏が終わり、いよいよレフュジー・キングダムの歌が始まる──





　──アイドルのパフォーマンスは歌と身体表現。

　もちろん、歌詞も欠くあたわざる要素でしょう。でも、それは歌と体を奔ほん逸いつさせるためのキーでもあるし、言葉の通じない相手にも演えん舞ぶは通じると、俺は思います。

　ある外国の劇作家は言いました。

「劇、それは何ごとかの到とう来らいであり

　能、それは何ものかの到来である」

　能とアイドルのパフォーマンスは別物ですが、その表現の本質が筋だった事件ではなく、躍やく動どうする生命なのは間ま違ちがいない。

　あのゾンビたちには言葉が通じません。でも、原始的な身体感覚や共感能力が残っているのなら、感じ取り到来するはずです──偶像アイドルの生命ライブが！






　その歌は、その舞まいは。

　恋れん愛あいではなかった、郷きよう愁しゆうではなかった、哀あい切せつではなかった、応おう援えんではなかった。

　ただ、なんのこだわりもなく今のメヘンを見つめたような、つまり混こん沌とんだった。

　曲その名なは[image: ]Act of Living, Look of Voices[image: ]

　底そこ抜ぬけに明るく、転調が多く、民族音楽的でもありテクノポップのようでもあり、ごちゃ混ぜの旋せん律りつに乗せて四人の歌声が夕空に響ひびき渡る。

　幻げん想そう小説の舞台から抜ぬけ出てきたような人々が日本の衣服をまとって行き交かう大通り、影かげまでも生きているような生活感が染しみ渡る路地裏、新しい社会に馴な染じめない若者たちの無言なる社交場になっている廃はい墟きよ、ドワーフの奥様たちが無む双そうの一いつ騎き駆がけを見せるスーパーのバーゲンセール、朝霞が可愛かわいい色のコードが置いてないとメヘン中を回ったスマートフォン用品店、ドラゴンが落ちてきたが保険金で再建の進んでいるラーメン屋──

　毎日が祭りのように楽しく、破は滅めつ的に危あやうい町。

　そんな他ほかのどこにもない世界を歌い上げ、その町をまるで現に遊び歩いているかのように少女たちは踊おどる。

　彼女たちを取り囲み、扇おうぎ状じように屋上を満たした死霊たちは──動きを止めていた。





　──リーンたちの歌と踊りで、ゾンビたちの身体感覚を圧あつ倒とうして足止めします。他の人たちは、その間にホールから出て逃にげて下さい。

　……もしゾンビの集まりが悪い場合は、戦せん闘とう力の高い人たちだけでとにかく救きゆう援えんを求めに出て下さい。そこら辺は臨機応変に。

　でも、俺は信じてます。

　新しいメヘンの勇者の声は、死んだ人にだって届くって。






　──かくして、勇者の声は死霊へと届き。

　そして地じ獄ごく絵え図ずが始まった。

　最初は地じ響ひびきだった。いや、屋上を震ふるわせるほどの地じ団だん駄だだった。

　リーンたちの歌と踊りに共鳴した死霊たちが、込み上げる反射衝しよう動どうのままリズムに乗り、激しく動き出したのだ。

　反射運動は次し第だいに激しさを増し、振ふり付けに合わせて腕うでを振り上げ体を上下し、頭を前後に振りたくるようになっていく。

　まるで普ふ通つうのライブコンサートに来た熱ねつ狂きよう的な観客だ。しかし問題は、それをするのが朽くち果てかけた死霊だということだった。

　拳こぶしを突つき上げる度にびちびちと嫌な音がして筋が千切れ弾け飛ぶ。体を揺ゆする度に傷口が広がって膿うみを垂れ流し、ぷりゅんと勢いよく蛆うじを吐はき出す。足を踏ふみならす度にその蛆を踏みつぶし粘ねばった飛沫しぶきを撒まき散らす……

　舞台袖からそれを見ていた翌は、その光景に顔を蒼あおくしつつ、同時にびっしりと汗あせの浮うかんだ拳を握にぎり込んでいた。

　レフュジー・キングダムのパフォーマンスには、それだけのパワーがあったのだ。

「いける……！」




　歌い踊っているレフュジー・キングダムの四人はと言えば、その異変を認にん識しきしていなかった。見て、感じて、その熱狂を演技に取り込んでいたが、それを自覚できないほど入り込んでいた。

　──リーンは、正直に言えば直前まで乗り気でなかった。翌の言う勇者アイドルの理り屈くつは頭では理解していても、先代の勇者、自分の兄とあまりにも懸かけ離はなれた勇者像に迷いを持っていた。

　それでも、たくさんの観客にライブを見てもらって直じかに反はん響きようを見られれば、手て応ごたえを実感できるかと思った。しかし現実の観客は心を失った死霊たちだ。神から見放されたような自分に阻そ喪そうもする。

　だが、この死霊誘ゆう引いんアイドル作戦を説明された一般市民の中から一人、説明後にリーンに会いに来てくれた人がいた。開演前からホールに来てくれていた、例の老ばあ婦人ちやんだ。彼女は、リーンにこんなお願い事をしにきた。

『あのね勇者さん。ばあちゃんの旦だん那な、この辺りで魔ま獣じゆうと戦って死んだんだ。もしかしたら死霊の中にうちのじいちゃんがいるかも知れない。宴えん会かい好きの女好き、とんでもないお調子者だったけど、ホントは臆おく病びような人でね、夜になるといっつも布ふ団とんの中で、戦いくさ場ばじゃあ死にたくないって赤ん坊ぼうみたいに丸くなってた。

　だからね、寂さびしがり屋のじいちゃん、きっと勇者さんたちのにぎやかな歌を聴ききに来るだろうから、せっかく二度目の最さい期ご、お祭りを見せてやって下さいね』

　リーンはうなずいた。その時、突とつ然ぜん、これでいいんだと思った。

　その瞬間に胸に感じた熱を吐き出すように、リーンは舞った。

（間違ってないよね兄さん。剣けんで世界を救えなかった兄さんの、その剣を継がないことで継ぐ……新しい世界でボクは、人から人へ送る歌になる！）




　──朝霞は、《地の塩》亭で店主から聞いた話を思い出していた。生きるための道筋が一本で、人生を選べなかったメヘンの人たち。今、このステージを見ている死し霊りようたちも、その一本道の中で怪かい物ぶつと戦って死んでいったのだろう。そんな人たちが今、甦よみがえってここにいる。やり直せなかった人たちが、体だけでやり直している。

（──だったら、生きてる内にできなかったこと、たどり着けなかったこの世界、少しでも感じていってもらわないと……じゃないと、なんか嫌だし！）




　──なぜかごく自然にバックバンドへ混じっていた早木野課長は華か麗れいなドラムプレイを遺い憾かんなく冴さえ渡わたらせていた。




　──レレレリカは、ただ無心に教わった演技をなぞっていた。彼女の考えた方法では誰だれにもレレレリカの可愛さは伝わらなかった。だから今は、みんなを信じて言う通りに演技しよう。そうすれば、あの日、アイドルが自分に与あたえた衝しよう撃げきを見る人に与えられるかも知れない。あの日のアイドルより可愛い自分なら、最高の可愛い体験をさせられるはずだ。

（やっぱりアクルはいい。死霊にまで可愛いを伝えられると言ってくれた。今はモノマネでも、きっと、わたしの可愛いも見つけてくれる……）




　──ノエルはとにかく一いつ生しよう懸けん命めいだった。彼女にはリーンのような使命感も、朝霞のような意地も、レレレリカのような圧倒的善意もない。つまらない自己顕けん示じ欲よくと、アニメとのコラボ企き画かくに釣つられてこの場にいるだけの小こ娘むすめだ。

　でも、メンバーのみんなも翌も、それでいいと言ってくれた。メヘンの代表のようなグループなのだから、むしろ普通の子がいなくてはいけないのだ。

　前の世界よりも日本に来てからの時間の方が長い世代の少女。そんな根無しのような自分を隠かくさず、開き直ってノエルは歌った。それを受け入れてくれる人がいる今のメヘンをイメージして、声に変えていく。

　踊りながら、舞ぶ台たい袖そでで見守ってくれている翌と目が合う──なぜか隣となりで市長がハンディカメラを回していた──。ノエルは咄とつ嗟さに片目をつぶった。合図のつもりだった。

（見ててアクルさん──あれ、やります）

　そうして自分がセンターに来たタイミングで眼鏡を外し、くるくる回転させながら宙へ投じる。

　落ちてきた眼鏡は、指で引っ張って大きく開いた胸むな元もとにすぽっとはまり込んだ。




　死霊たちのうなり声が最高潮に高まった。




　力いっぱい拳を突き上げるその腕が、すぽっと抜ける。度たび重かさなる激しいアクションに耐たえられなくなった腐くさりかけの筋肉が奇き麗れいに千切れ飛び、骨ごと前ぜん腕わんが天高く舞まい上がったのだ。

　リズムに合わせて一いつ斉せいに飛び上がった腐ふ肉にくの拳は、何か花火にも似て日本人の郷きよう愁しゆうを刺し激げきする。

　だが空中で爆はぜ散ることのない肉につ塊かいは、逆落としに元の死霊に降りかかり、地面に墜おちて粉々に砕くだけ散るか、肩かたの関節を外して首元に突き刺ささるか、真上から頭に落ちてスイカ割りのスイカみたいに打ち砕いた。
















　そこから先はもう滅め茶ちや苦く茶ちやだった。

　ステージの朝霞が披ひ露ろうしたステップターンに釣られた死霊たちが体を勢いよく回転させ、激しい回転に頸けい骨こつの強度が保もたず頭がねじ切れ吹ふっ飛ぶ。

　激しく足を踏み鳴らしていた死霊たちは足首が砕けて転てん倒とうし、そこからドミノ倒たおしになって次々体を圧あつ迫ぱくされ、音楽のリズムに乗ってテンポよく内臓を吐き出していく。

　そのはずみで倒れた松明たいまつに自ら突っ込み、体を炎えん上じようさせる死霊。それを持ち上げ、密集した死霊たちの上を泳がすように運んだ結果、燃え盛る死体の山と化す。

　ヘッドバンギングのような動きを始め、その勢いに首が耐えられず頭がすっ飛び、前の客（？）の後頭部に激げき突とつして熟しすぎたトマトのように破は裂れつする。

　そうやって死し屍し累るい々るいを築いたところに、「満員」で屋上に上がってこられていなかった死霊たちが上がってきて、また五体が自じ壊かいするまで踊り倒す──その、無限のような繰くり返し。

　ファーストライブ地じ獄ごく変へんである。

　だが、アイドルのライブコンサートとは、アイドルと客の饗きよう応おうの側面を持つ。死霊たちの理性なき熱狂は同じ席にあるレフュジー・キングダムにも影えい響きようを与え、彼女たちやバックバンドのパフォーマンスも留とどまるところを知らなかった。

　とっくに体力の限界が来ているだろうに一曲を何十回もリピートして歌い、踊り、死霊たちをもてなす。自分たちの汗と、飛び散ってきた屍し臭しゆう漂ただよう汚お物ぶつや蛆うじ虫むしでステージ上はべちゃべちゃだ。

　もはや、彼女たちの頭の中に「他の客を逃がすまでの囮おとり」という当初の目的はなかった。

　ただ、こんなにも自分たちを求めてくれるメヘンの民たみのために全身全ぜん霊れいを尽つくす。

　勇者。

　まさに勇者の姿が、そこにあった。







　……………………

　全てが終わったのは、もう真夜中のことだった。

　通報を受けた騎き士し団と警察が大挙して駆かけ付け、逃げてきた買い物客や市庁舎・王城関係者を保護した頃ころには、もうショッピングモールに動く人ひと影かげはなかった。

　事件の元であった死霊たちはイベントホールの屋上で全ぜん滅めつしていたからだ。

　勇者でアイドルのライブコンサートに、心と思考を捨てた果てに唯ゆい一いつ残った身体感覚を強きよう烈れつに刺激され、オーバーヒートした結果、全員が自壊して。

　今度こそ、死んだ。

　死亡した直後の新しん鮮せんな死し霊りよう地じ雷らいならこうはいかなかっただろう。多大な犠ぎ牲せい者しやを出したに違ちがいない。その意味では九年という時に、メヘンと十六門市がようやく新しい環かん境きようで機能するまでにかかった時間に救われた。

　そして、その場に都合良く勇ゆう気き凛りん々りんのアイドルグループが居合わせたことに。

　そんなことを考えながら。

「リーンがさ……」

　翌は、ぽつりと口を開いた。

　レレレリカの出した、ステージのみをカバーする燐りん光こうだけが光源の、イベントホール屋上。光の届かない場所では、たくさんの人が眠ねむっている。死んだ後まで戦わされて、そして最後には馬ば鹿か騒さわぎの馬ば鹿かが過ぎて永遠の眠りを得た人々が。

　バックバンドの面々は控ひかえ室でぶっ倒れていびきをかいているはずだ。早木野課長だけは元気に騎士団や警察への報告に向かったが。

　翌と母は、全ての死霊が動かなくなってからステージの上だけを掃そう除じした。掃除道具は控え室にあった物を借りて。

　そうして奇麗になったステージでは、四人の少女が毛布に包まれて眠っている。歌って歌って、踊おどって踊って、全ての死霊を送り終えた瞬しゆん間かん、四人そろってばったり倒れたレフュジー・キングダムだ。

　まだ夜の寒い季節ではない。なんとなく、迎むかえが来るまではステージの上にいさせてやりたかった。こんなにもやり遂とげた顔をして眠っているから。

　朝霞は、少し離れたところで母に膝ひざ枕まくらされて安らかに眠っている。他ほかの三人は控え室にあった仮か眠みん用枕に頭を埋うずめていた。翌は、リーンの枕元に座って言葉を続けた。明日あしたにでも同じことを言うための、練習のような心地ここちで。

「リーンが、何もうまくいかずに過ごした時間は、きっと無む駄だじゃなかったよ。今日、この時にみんなを……お客さんだけじゃなくて、あのゾンビの人たちを助けるために、ここまで待たせてたんじゃないかな」

　言葉を切って、見下ろす。当然ウイッグを外して寝ねかせたリーンだが、その柔やわらかな表情をした無防備な寝ね顔がおは、間ま違ちがいなく少女のものだった。

「なんだかさ、そんな気がするんだ。メヘンが、人が一番少ない時期の夜中に転移してきたのも、なんだかんだ問題を抱かかえててもこんな面おも白しろい町になってるのも、レフュジー・キングダムの四人が偶ぐう然ぜんにあの部屋に集まってたのも……なんだか大きな流れの一部って感じがする」

　見上げれば星空。空気の奇麗な十六門市の空は、怖こわいくらいにでかい。

「だからリーン、これからだ。これまでの失敗なんて忘れていい。

　この王国のヒーローは、これから光り輝かがやくんだ」

「……んっ……」

　リーンの寝息が返事に聞こえて、翌はぎくりと首をすくめた。だが、起こしてしまった様子はない。

　少女はもそりと寝返りを打ちながら、注意しないと誰にも届かず空気に崩くずれ去ってしまいそうな、小さな寝言を漏もらした。

「……兄さん……」

　毛布からはみ出た指先が、誰かを探すようにうごめく。

　………………

　……やっぱり俺は、ズルい奴やつだな。と、思いながら。

　翌は、その小さな手をやんわりと包み込んだ。
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　勇者アイドルグループ・レフュジー・キングダム初コンサート。ショッピングモール・クラヴィクル十六門一番館。

　死者、重傷者零ゼロ。軽傷者三一名。（ただし脱だつ水すい症しよう状じようや精神的ショックから来る体調不良等による入院者九名）

　転移前に設置されていた死霊地雷の処理数、一二〇八体。




　観客動員数、零。







「……何か、言いたいことはありますか？」

　王城の地下温泉、銀の泉の間。レフュジー・キングダムの初ライブを終え、もはや恒こう例れいになりつつある巫女みこ王陛下との面談の日だ。

　滑すべらないよう細工して磨みがき上げられた石の床ゆかに、柔らかな光こう沢たくを帯びた湯が薄うす膜まくになってたゆたっている。そこに正座した巫女王シータは、例によって不ふ機き嫌げんな顔をして泉の中の翌あくるを見下ろしていた。

　海パン一丁で妖あやしい泉に浸つかる翌は、心と立場まで無防備だった。意い気き揚よう々ようと勇者アイドル計画を打ぶち上げてリーンを預かりながら、満を持して臨のぞんだファーストライブの成果が「ゾンビの全滅」だったのだ。

　さわやかな肌はだ触ざわりの湯の中にいるというのに、脂あぶら汗あせがどっと噴ふき出るのを感じる。

（……やばい。自分でも全く意味が解わからないぞ……どうしてこうなったんだ？）

「わたしのリーンが華はな々ばなしく勇者でびゅーを飾かざるという話だったと記き憶おくしていますが……今、市中に流れている風説を御ご存ぞんじですか？」

「い、いえ……」

　本当は町中やネット上の噂うわさ話ばなしはある程度収集していたのだが、どうしても自分から口にするのは気が引けた。

　しかし巫女王は、翌の思い浮うかべた「言いづらいこと」を淡たん々たんと薄うすい唇くちびるから紡つむぎ出す。

「いわく──ニッポンの資本主義の象しよう徴ちよう的施し設せつを呪のろいに来た呪じゆ術じゆつ師しの一団が、悪あく霊りようを甦よみがえらせるため怪あやしげな歌と踊りの儀ぎ式しきを行って建物中を死体まみれにした、だとか」

　レフュジー・キングダムが死し霊りようを呼び出した側にされてしまったケースだ。実際、あのショッピングモールは今でも死し臭しゆうが抜ぬけきらず、特に死体の山が築かれたイベントホールなどはなまなかな清せい掃そうでは死の気配が消えないと判断され、全面的に改装予定で閉へい鎖さ中だった。

「いわく──前の世界で死んだ勇者が魔ま界かい転てん生しようして死者の軍隊を率いて追ってきた。奇き声せいを上げて七しち転てん八ばつ倒とうする怪かい少女たちを囲んで殺し合い、血の魔ま法ほう陣じんで悪魔の軍隊を呼び出そうとしている……だとか」

　チラシに書かれた添そえ物程度の「勇者」の記述が、奇怪な体験をした客たちの記憶に引っかかって変形したバージョンらしい。

「とても勇者を語る言葉とは思えません」

　その他にも、翌がネットで見た記事では、精せい霊れいの反応爆ばく発はつで吹ふき飛んだ発電所から拡散した汚お染せん物質で古戦場の死体がゾンビになっただとか、高地王国から邪じや悪あくな軍勢を率いてやって来た四姉妹だとか好き勝手なことが書き込まれていた。

　何せあのライブを見て生き残った人間がほとんどいないため、「一体何があれば、あれだけの数の死霊を一〇人足らずで殲せん滅めつできるのか」という不可解リドルが様々な憶おく測そくを呼んでいるらしい。

　唯一残ったハンディカメラの映像は、撮さつ影えい内容が朝あさ霞かに偏かたよりすぎていて、業務的な参考資料としては使えても一いつ般ぱん公開は躊躇ためらわれる代しろ物ものだった。

　ともかく、あれだけ気負って出陣した新世界勇者のデビュー戦は惨ざん敗ぱいに終わった。せっかく翌を信じ、勇者で親友のリーンを託たくしてくれた巫女王を裏切る結果になったのだ。

　何を言っても言い訳になり、だから翌は黙だまって処断を待った。ここで巫女王に見限られれば腹の治ち療りようを止められて命取りになるかも知れないが、諦あきらめるしかない。

　しかし。

「……だからこそ、不思議なのです」

　次に巫女王の発した声こわ音ねに手厳しさはなく、ただ不思議そうなものだった。それから少し迷ったような間を置いて、手招きしてくる。

「アクル殿どの……こちらへ」

　とにかく言われるままに泉から出ると、巫女王も立ち上がって翌へ背を向ける。そうして、湯ゆ浴あみ着を肩かたまではだけ、皓しろく小さな背中を露あらわにした。

「っ!?　ぇ？　何を──」

「っ、首の付け根を見て下さい」

　みっともなく狼ろう狽ばいする翌に、シータはあくまで滑なめらかに、しかし早口に指示した。

　──その存在には気付いていた。少女の背中には、触ふれると指が沈しずむのではないかというきめ細かな肌はだには不似合いな、金属製のボルトのような物が埋まっていた。例の、巫女王として精霊と交信するための呪具とやらだろう。体の外に露ろ出しゆつしているとは思わなかった。

　何か本能的な罪悪感を覚えながらまじまじ見つめると、中心に嵌はめられた宝石のようなパーツが、奥底に微かすかな光を宿している。

　とても小さいのに目が離はなせない。不思議な魔ま力りよくのようなものを持った、深い光だ。巫女王は半面だけ振ふり返って言う。

「リーンたちが歌った日までは、光は消えて冬の鉄のように冷たい状態でした。それが今は、微かながら光と温ぬくもりを宿しています。

　この珠たまが光に満ちた時、勇者は英えい傑けつ士しと認められ精霊は安定を得るのです」

　一いつ瞬しゆん、意味が取れなかったが──

「……ということは、あの日、勇者が認められるような何かがあったってことですね！」

「はい……あの死霊たちもまた、英傑士を認めるべきメヘンの民たみだったということなのか、他に理由があるのか。それはわたしにも解りませんが」

　翌は、胸に込み上げてくるものを感じた──やっぱり無駄じゃなかったんだ！　あの日見たリーンの泣き顔を思い出して、一刻も早くこのことを知らせてやりたくなる。

　シータは湯着を直しながら翌へ向き直った。胸むな元もとを何度も整え直す仕草から思わず目をそらす。そんな翌を不思議そうに眺ながめて、それからシータは微笑ほほえんだ。それはたぶん、巫女王より一人の少女に寄った表情かおだ。

「アクル殿。あなたはやはり、ヨアキ殿からうかがっていた通りの人のようです」

　目を合わせられないまま、乾かわいた苦く笑しようがこぼれた。

「……どうでしょう。母は昔から、俺を過大評価してる節がありますから」

「いえ。誰だれもが困難事として匙さじを投げた勇者問題を前進させてくれたこと、何か特別な才能なのでしょう。

　これからも、わたしの勇者をよろしくお願いします」

　言いながら一歩退さがって、「ニッポン流です」と頭を下げた。翌はあわてて石床に膝ひざを突ついてうつむいた。そうしないとシータより頭を下げられない。

　シータが顔を上げた気配に翌も見上げると、彼女はまだ笑え顔がおだった。笑顔のまま、恐おそろしく平板な声を降らせてきた。

「でも、女の子の格好をしたリーンがいかに美しいからといって、邪よこしまな念を抱いだいてはなりませんよ？」

　翌は、こくこくと壊こわれた人形のようにうなずいた。




　　　　◇




「……ったく、めんどくさいなー」

　メヘンの勇者リーンは、ぶちぶちと文句を垂れながら制服のネクタイを投げ出した。何度試ためしても上手うまく結べない。

「ちょっとあんた、根気なさすぎでしょ」

　朝霞が拾い上げ、しゅるりとリーンの首に回す。と、手品のようにあっさりと巻き付いた。リーンがおおっと声を上げる。

「へぇ、上手いもんだね。なんで人のネクタイ結べるのさ？」

　朝霞はどうってことないとでも言いたげな涼すずしい顔で、でもさり気なく胸を張った。

「いつか彼氏が出来た時のために、翌で練習してるからね。まぁお手の物よ」

「じゃあ今度からボクで練習してよ。ボクが楽だから」

「なんであんたに楽させなきゃいけないのよ……？」

　半眼で聞き返されても、リーンはまだ被ひ害がい者しやの顔をしていた。

「だってさー、ただでさえ学校通うなんてめんどくさいのに、毎日こんな窮きゆう屈くつな服着るなんて、だるくて」

　──そう。

　リーンは、翌やノエルの勧すすめで十六門市の学校へ通うことになった。

　アイドルとしての活動を続けるに当たって、各種族の子供たちが集まる学校へ通うことで、感じ取れるものもあるだろうという趣しゆ旨しだ。もちろん日本の常識的な知識を得る意味もある。

　何かと忙いそがしくて手続きができていなかった翌も同時に転校することになっていた。朝霞はすでに登校しているが、この一ヶ月はライブのための練習が押していたため最低限の授業にしか出ていない。

　だからまともな学校生活は、ライブが終わって休み明けの今日からだ。登校してみると、大いに不安視しちょっと期待していたような好こう奇きの視線はなかった。朝霞はいつものようにクラスメートとおはようを言い合い、学力別カリキュラムに従って教室を移動しながら一日を終えた。

　学校での話題はショッピングモールのゾンビ大量自殺事件で持ちきりだったが、「勇者」はともかく「アイドル」の「ア」の字も聞かなかった。レフュジー・キングダムのファーストライブは、考えるまでもない大失敗だ。

　もちろん、そんなことは朝霞だって解っていた。解っていたが、あの日は精いっぱいに歌って踊おどって、不思議なくらいに達成感があったから、改めて客観的な「結果」を見せつけられれば落ち込みもする。

　学友たちには笑顔を見せ、校門を出るなり肩を落として宿の自室へ帰ってきた朝霞が見たのは、なぜか朝霞の部屋で制服に着き替がえているリーンの姿だった。ライブが終わり次第入学するために注文していた制服が届いたので、試着していたようだ。

「……て言うか、なんであんた、わたしの部屋で着替えてんのよ」

「全身が映る鏡があるの、ここと温泉の脱だつ衣い所だけなんだもん。届いたら見せに来いってシータに言われてるからさ、ちゃんとしとかないと」

　朝霞は露ろ骨こつに舌打ちしたが、リーンは無視して姿見と睨にらめっこしている。いろいろと諦めた朝霞は、制服のままベッドに倒たおれ込んだ。普ふ段だんはシワになるから制服では寝ねないようにしているのだが、リーンと二人きりの部屋で着替えるのはなんとなく抵てい抗こうがあった。

　しばらく、リーンが制服の据すわりを整える衣きぬ擦ずれの音だけが部屋を漂ただよう。

　レレレリカは店の前で古風な竹たけ箒ぼうきを振るって掃そう除じしている──ノエルが用意した和風給きゆう仕じ服が侘わびたような魅み力りよくを醸かもしていた──。ノエルは朝霞と同じ時間に下校だったはずだが、買い物にでも行っているのだろう。

　この二人だと、弾はずむような会話もない。その居い心地ごこちの悪さを呪のろって天てん井じようを睨み、朝霞はふと思い付いて口を開いた。

「…………ねえ」

「ん？」

「意外と元気そうだよね、あんた。あれだけ頑がん張ばったコンサートが失敗したのに」

　リーンは振り向かなかった。ただ、ゆっくりと、服をいじる手を止めた。

「平気だよ。慣れてるもん」

「あの時、泣いてたじゃん」

　朝霞は、自棄やけになったリーンが死霊の群れに飛び込もうとした時のことをよく覚えていた。いつも活発で突っ張ぱっているリーンがあんなにも取り乱すとは思わなかった。それだけ、無力感が溜たまっていたのだろう。

　だが、振り向いたリーンはけろりとした顔をしていた。

「今度のことは、みんな無事に逃にげられたし、《死し霊りよう地じ雷らい》になった人たちにも同どう胞ほう殺しをさせずに済んだ。それを、ボクらの歌と踊りでやってのけたんだ。それだけで十分だよ……って言うか、出来過ぎなくらいだ」

　確かに、考え方によっては朝霞たちはちょっとした奇き跡せきを起こした。それを軽かろんじるのは、助けた人たちに失礼だ。だが、

「それはそうかも知れないけど……いくら良いことをしても、みんなに知られないと英傑士っていうのにはなれないんでしょ？」

「それは、これからだよ。ボクらにはできるって判わかったんだ。だから、自信を持ってこれからを始める──そう言われて、それでいいかなって思った。

　……誰に言われたんだったかな？」

「…………まったく」

　傍ぼう若じやく無ぶ人じんでがさつな勇者、鵐しとど目め兄きよう妹だいのインベーダー。それは相変わらずだが、リーンは確かに変わっていた。ラーメン屋で喧けん嘩かを売っていた頃ころの狂きよう犬けんめいた必死さが静まり、熱意だけが瞳ひとみの中で燃えている。

　なぜか、感心するより面おも白しろくない気持ちに胸が騒さわぐのを感じていると、階下からどたどたと騒そう々ぞうしい足音が駆かけ上がってくる。一度、奥の部屋でリーンを呼んだようだが居なかったからかこちらへやってきて、ノックもなしに引き戸を開けた。

「おい朝霞っ……ああ、リーンもいたのか。ちょうどいいや。

　いいニュースを持ってきたぞ！」

「ノックくらいしなさいよ」

　王城への報告帰りの翌は例の黒スーツ姿で、妹の目から見てもまぁそこそこカッコイイんじゃあないのといったところだが、朝霞に不作法を咎とがめられて肩かたをすくめる様は相変わらずの兄だった。

　翌の後ろから、レレレリカとノエルが顔を出す。ノエルとは帰り道でばったり会ったらしい。

「あ、リーン、制服着てみたんだ。へぇー」

「なかなかの可愛かわいい」

　周りを回りながらためつすがめつするノエルとレレレリカを鬱うつ陶とうしげに追っ払ぱらい、リーンは翌に目を向けた。

「ニュースって何？」

「聞いて驚おどろけ！　王城からの帰り、なよ課に寄ってみたら、なんとファンレターが来てたんだ。レフュジー・キングダムに！」

　ッ！

　四人が同時に息を止め、翌が懐ふところから取り出した封ふう筒とうに視線を集中させた。誰かがごくりと喉のどを鳴らす。

　一同に目顔でうながされ、代表してリーンが封筒を受け取った。震ふるえる手で、封筒の中から便びん箋せんを取り出す。

　それは、死し霊りように混じっているであろう亡夫のため、リーンに歌い踊ってほしいと頼たのんできた老婦人からの手紙だった。彼女はあの日、孫に手を引かれて逃げる途と中ちゆう、死霊の唸うなり声を圧あつして屋上から聞こえてくるレフュジー・キングダムの歌を聴きいたという。





『あんなに楽しくて、可愛らしくて、何にも縛しばられない歌。あの人たちにはなかった「あの頃」を感じさせてくれる歌を聴きながら逝いけて、じいちゃんも満足だったと思います。

　わたしは若い娘むすめの頃から音楽に興味がなくて、じいちゃんが宴えん会かいでノコギリみたいな声をして歌うのを呆あきれて見ていたものです。でも今は、いっしょに歌ってみればよかったと、なんだか悲しいような、悔くやしいような、いっしょに歌っている姿を想おもったら楽しいような、そんなことを考えています。これからは時々、歌ってみようかと思います。

　いまだにニッポンには慣れませんし、悪い話も聞かないではないけれど、そう思えるようになったのはよかったです。

　お店に来たお客さんに聴いてもらえなかったのは残念でしたね。でも、わたしとわたしの孫はすっかり、勇者さんたちが大好きになりました。これからも頑張って下さい。




ばあちゃんより』






　メヘン語で書いてあったので朝霞には読めなかったが、ノエルが読み上げてくれた。

　誰だれも、何も言わなかった。リーンとノエルは何度も読んでいるのだろう。朝霞は、ぽかんとしていた。翌でも滅めつ多たに見たことのない顔だった。

「可愛いって、言われた……」

　レレレリカだけがぽつりと呟つぶやいて、それからまた黙だまってしまう。

　翌も黙っていた。その手紙は早ぱや木き野の課長に読んでもらった後、何度も内容を反はん芻すうしながら帰ってきたから、ただ感かん慨がいに浸ひたっているわけではない。巫女みこ王の呪じゆ具ぐに灯ともったものの正体が判ってすっきりしているばかりでもない。

　それでもただ黙って、ずっと、部屋の真ん中で何の変へん哲てつもない便箋に見入っている少女たちを見つめ続けていた。




　最初にノエルが泣き出して、釣つられたリーンが喉を鳴らしながら泣いて、歯を食いしばって耐たえていた朝霞も涙なみだをこぼした。レレレリカだけはぼんやりとして、でも手紙から視線を外すことはなかった。




　それから、ややあって。

　メヘンの勇者はいつもの元気ときかん気でできたような顔をしていた。少しばかり目が赤かったけれど。

　同じような目をした朝霞が咳せき払ばらいした。

「……まったく、アイドルの最初のファンがお婆ばあさんとその孫って、なんかローカル臭しゆう全開って感じよね。別にいいけど」

「いいんだよ、メヘンの勇者なんだから」

「だから、いいって言ってるでしょ」

　そしていつも通り、リーンと朝霞の睨み合いが始まる。ノエルはにこにことそれを見守っている。

「アクル。次の仕事はないの？」

　レレレリカはやる気になっていた。表情は変わらないのだが、それでも解わかるくらい、士気が圧になって感じられる。

　他ほかの三人も気持ちは同じだろう。翌は不敵に笑った。

「実は、今度の件は市民には知られてなくても事業者レベルでは結構有名になったみたいでな。何件もオファーが来てるんだ！」

　おおっ！　と朝霞までもが目を輝かがやかせる。たった一通の手紙が、少女たちの勇気を燃え上がらせていた。

　その熱意に応こたえるべく、翌は鞄かばんの中から書類の束を取り出した。

「みんなといっしょに検討しようと、あえて内容は読んでいない。これから読み上げていくからな」

　わくわくと身を乗り出してくるレフュジー・キングダムを一人ずつ目で追って、それから翌は手の中の書類を読み上げた。

「一件目は、再開発中に数千体の死体の山が出てきてノイローゼになった工事業者を鼓こ舞ぶする営業。恐おそれ山ざんから招しよう聘へいした専門家たちと座談会形式で談話して『死人に兵無し』とか語って聞かせてほしい。もし甦よみがえってきた時のための用心棒もお願いします」

　ん？　と朝霞は首を傾かしげたが、まぁスルーしておこうと思った。あれの直後だけに、こういう変な依い頼らいもあるだろう。

「二件目は、近所を徘はい徊かいしている不ふ審しん者がゾンビじゃないかと思う事案。不安で眠ねむれないので、確かめてゾンビだったら浄じよう化かとかして下さい。ゾンビじゃなかったら適当に不審じゃなくして下さい。お願いします。

　三件目は、居住区のゴミ捨て場付近で、死んだ時に発する悪あく臭しゆうで自分の群れを天敵から守るヘグイシュゴリネズミの大量死があって寄りつけなくなったからなんとかしてほしい。

　四件目は、急きゆう募ぼ！　バイトが大量に抜ぬけてしまいにっちもさっちも行かなくなっている死体洗い業者のお手伝い。日給応相談。なお、オーナーが若い女の子と死体の取り合わせに強い関心を持っているため相当の謝礼をお約束できると思います。

　五件目は、今度、仏教徒のための墓を増設するんだけど──」

　……ふと、翌が冷たい気配を感じて書類から顔を上げると、予想通り死んだような目をしたアイドルグループの顔がそこにあった。

　そしてステージ上と同じくあまりにも奇き麗れいなハーモニーで、一いつ斉せいに宣言した。




「「「「アイドルやめます！」」」」







　あとがき




　電流の血液を抜ぬかれた摩ま天てん楼ろうの屍し体たい十六そろ門もん市。境界の陰いん謀ぼう渦うず巻まく荒こう廃はいの都で、少年が死にかけたり温泉入ったり跳とび蹴げりされたりアイドルをプロデュースしたりＢ級スリラーに巻き込まれたりする『漂流王国』。謹つつしんでお届けします。

　新作ということで、初めましての方もお久しぶりの方もおられるかと思います。玩がん具ぐ堂どうです。

　拙せつ作さくをお手にとっていただき、ありがとうございます。読後の方の中には「なんなんだろうこの本は……？」とお思いの向きもおられるかも知れませんが、もしメヘンの暮らしや登場人物のこれからに興味をお持ち下さったなら、今後ともよろしくお願いします。




　タイトルやあらすじからして出オチ感がすごい本書。当初は第三話後半のような怪かい奇きアイドル大作戦みたいのをオムニバス形式で連作するイメージだったのですが、今回は結成編ということで導入が長くなりました。

　ちょっとスロースタートすぎたかとも思い反省する部分もありますが、このメンバーの今後の活かつ躍やく（だかなんだか）に期待していただければ幸いです（続くほどにＵう３み５こ先生の美び麗れいポップなイラストが拝めますよ！）。

　奇想事件の天外解決という意味では拙著既き刊かん「子ひつじは迷わない」シリーズや「ＣｔＧ　─ゼロから育てる電脳少女─」シリーズに通じる、いつもの玩具堂です。新規の読者諸氏で本書の「ひねくれ方」を気に入ったという方は、玩具堂の既刊書も是ぜ非ひチェックしてみて下さい。よろしくお願いします。




　ミもフタもないことを言ってしまうと、このあとがき、結構カツカツのタイミングで書いているので次回以降の展開については未定な部分が多いのですが、漠ばく然ぜんと「こえのおしごと編」のような話を考えております。具体的に決定しましたら作者ツイッター（ユーザー名「久青玩具堂」で検けん索さくすれば出てきます）等で報告させていただこうと思っておりますので、気になる方はチェックお願いします。

　というところで今回はお別れです。またお目にかかれる日まで、読者の幸福な読書をお祈いのり申し上げます。


二〇一五年十一月　　玩具堂　拝


















カバー・目次・本文イラスト／Ｕ３５

カバー・目次・本文デザイン／ビィピィ










漂ひよう流りゆう王おう国こく




難なん民みん勇ゆう者しやと目め指ざすトップアイドル








玩がん具ぐ堂どう





[image: ]





平成27年12月28日　発行





(C) 2016 Gangdo, U35





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川スニーカー文庫『漂流王国　難民勇者と目指すトップアイドル』

平成28年1月1日初版発行





発行者　三坂泰二

発　行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

03-3238-8521（カスタマーサポート）

http://www.kadokawa.co.jp/















item/image/cover.jpg
BIIR=—h—E





item/image/img-p244_245.jpg





item/image/img-p187.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/img-p071.jpg





item/image/img-p031.jpg





item/image/img-m001.jpg





item/image/img-m002.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		プロローグ．



		第一話．今、そこにない危機



		第二話．漂流王国



		第三話．死霊の生ライブ



		エピローグ．



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/img-t001.jpg





item/image/u201c-m-h.png
’”





item/image/logo-sneaker.png





item/image/img-t003.jpg
SB=E8.

IREHSHINS N





item/image/img-t002.jpg
+44444444

+444 44444444
1000080E SB8\
1R0008RR0 = |
100000080 = 8a
100008088
}00000000 = $ 44
10000000 0u<00000008
10000008 °00000000088¢
1000000000000000000¢
10000000000000000008
10000000000000000008
1000000000000000000¢
1000000000000000008¢
1000000000000000008¢
1000000000000000000¢
100000000080000008000¢
10000000000000008000¢
1000000000000080008¢

d d 4ddd A dddiiidiibiidiiidls






item/image/u201d-m-h.png
13





item/image/img-p217.jpg





item/image/img-p017.jpg





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/toc-001.jpg
5. EClcEWLEHE
013

SEEDESTI
153
251
268

Oz A1 S5A~ /U35

O AT A/ Eqtr *





item/image/kuchie-002.jpg





item/image/img-p099.jpg





item/image/img-p137.jpg





